

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　加か賀が崎さきりんごはスマホに映った写真を見て、思わずくすりと笑った。

　それに気付いた成なる瀬せ珠しゆ里りが、「面おも白しろい写真、ありました？」と顔を上げる。

「えぇ。これなんですが」

　加か賀が崎さきは、スマホの画面をふたりに見せる。

　そこに映っているのは、ラジオが始まったばかりの歌うた種たねやすみと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだった。

「あぁ、懐なつかしいですね。番組で最初に撮さつ影えいしたやつだ」

　放送作家の朝あさ加か美み玲れいが、眩まぶしそうに目を細めた。

　今よりも少し幼い、由ゆ美み子こと千ち佳かが映っている。

　ふたりとも身体からだを密着させ、にっこりと笑いながらポーズを取っていた。

　満面の笑えみで、頰ほおなんて完全にくっついてしまっている。

　何も知らない人が見れば、「仲がいいふたりだなあ」と微ほほ笑えましくなる写真だろう。

「ふたりとも、かわいいですねぇ」

　成なる瀬せが娘むすめ……、どころか孫を見るような、慈いつくしみの視線を向けている。

　このときのふたりは撮さつ影えい用に容姿を綺き麗れいに整えているし、なにより笑え顔がおがよかった。

　加か賀が崎さきもかわいいと思う。

　しかし、見てほしいのはコレだけではなく。

　ふたりが写真を眺ながめる中、加か賀が崎さきは指でスッと画面をスライドさせた。

「それが、こう」

「ふっ……」

「あはっ……、いやぁ。ふたりとも、いい顔してますねえ」

　画面をスライドさせた途と端たん、ふたりとも噴ふき出だし、おかしそうに笑い始めた。

　次に現れた写真は、先ほどの写真から数秒後に撮とったもの。

　さっきの仲良し二人組はどこへやら、すごい形相で罵ののしり合っている姿が映っていた。

　いつものふたりである。

　あまりの豹ひよう変へんっぷりに、加か賀が崎さきも思わず笑ってしまった。

　これだけ本気で喧けん嘩かしているのに、これはこれで仲が良さそうに見えるのはなぜだろう。

　本人たちに伝えたら、本気で嫌いやがるだろうが。

「加か賀が崎さきさん。その写真、二枚とももらえますか。いい写真です」

「はい」

　朝あさ加かに写真を転送する。

　それを確かく認にんしてから、彼女は改めて頭を下げた。

「すみません、おふたりとも。付き合わせてしまって」

「いえいえ」

「全然です。こちらとしても嬉うれしいお話ですから」

『ふたりの写真が欲ほしいです』……、と朝あさ加かから言われたのが、収録が始まる少し前。

　今度、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』の番組イベントが行われるのだが、そこでちょっとした映像を流したい、と申し出があったのだ。

　例のディレクターである大おお出いでが、「イベント中にさ～、ふたりの今までの写真が流れてきたら、エモくな～い？」と突とつ然ぜん言ってきて、あとは朝あさ加かに丸投げだったそうだ。

　相変わらず、いい加減な人だとは思うが。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみを巡めぐり合あわせてくれたので、実は加か賀が崎さきは感謝している。

　そういう経いき緯さつがあって、加か賀が崎さきと成なる瀬せ、そして朝あさ加かはスマホの写真を会議室でチェックしていた。

「あ、朝あさ加かさん。これどうですか？　修学旅行のセーラー服！　歌うた種たねさんも夕ゆう陽ひちゃんも、かわいいですよ」

「あ、いいですね。レアな格好ですし。送ってもらえますか」

「かわいいですよね、セーラー服。あたしは結構懐なつかしくもあるんですよ。歌うた種たねは、中学校のときセーラー服だったので」

「あ！　そうですよねぇ、懐なつかしい！　わたしもやすみちゃんのセーラー服姿、見たことあります──」

　そんなふうに、つい思い出話に花を咲さかせてしまう。

　加か賀が崎さきたちのスマホには、ふたりの様々な写真が残っていた。

　番組始めたての頃ころや、ブースの中での写真、公録でのふたり、ギャルの千ち佳かに真面目っ子の由ゆ美み子こ、ラジオイベントでめくると乙おと女めといっしょに撮とった写真、修学旅行のセーラー服姿、結ゆ衣いや乙おと女めがゲストに来たとき、ティアラ☆スターズでのライブ……。

　それらの写真を眺ながめていると、懐なつかしさといっしょに笑えみがこぼれる。

「いろいろありましたねぇ……」

「本当に……」

「そうですね……」

　三人がしみじみと思い出に耽ふけっていると、扉とびらが開く。

　そこには、飲み物を買いに行っていた由ゆ美み子こと千ち佳かがいた。

「三人とも、終わった～？」

　由ゆ美み子こが明るく問いかけると、朝あさ加かが笑いながらスマホを振ふった。

「いや、案外ふたりの写真が多くて。まだ選別してるところ」

　その返答に、千ち佳かが嫌いやそうに頭を振ふった。

「全く遺い憾かんですね。それだけ写真が残っているなんて。仲がいいと誤解されないことを祈いのるばかりです」

「は？　それはこっちのセリフなんですけど？　あたしはいいよ？　友達と撮とった写真なんて無限にあるから。でもあんたは、普ふ段だん全く撮とらないわけでしょ？　絶対数が違ちがうんだから、誤解されるのはそっちだけでしょ」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい──」

　普ふ段だんどおりの煽あおり合いが始まったので、三人は顔を見合わせて苦く笑しようする。

　今さらふたりの口論を止めようとも思わなかった。

　彼女らの口論をＢＧＭに、「やりますか」「そうですね」「はい」と言葉を交かわし、加か賀が崎さきはスマホに目を戻もどす。

「………………」

　そして、一枚の写真に目が留まった。

　画面に映っているのは、数年前の加か賀が崎さきりんごだ。

　今よりも若く、表情も少しだけやわらかい。

　その隣となりにいるのは、ここ何年か全く会っていない女性。

　連れん絡らくがつかなくなって、どれくらいになるだろう。

　人の気も知らないで、写真の中の彼女は楽しそうに笑っていた。

　周りに聞こえないよう、ため息をひとつ。

　加か賀が崎さきはその写真をスライドし、改めて由ゆ美み子こたちの思い出へと潜もぐっていった──。
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　十月十二日。

　大多数の人が特別な感情を抱いだかない、何なんの変へん哲てつもないただの一日。

　しかし、一部の声優ファンや、彼女の広い交友関係の中では重要な日だった。

　歌うた種たねやすみ・佐さ藤とう由ゆ美み子この誕生日である。

　その日を控ひかえ、スタジオの会議室で渡わた辺なべ千ち佳かは座っていた。

　顔を顰しかめて天てん井じようを見上げ、大きな大きなため息を吐つく。

「めんどくさ……」

　なぜこんなことを考えなくてはならないのか。

　いっそ投げ出したい欲求に駆かられながらも、千ち佳かはその場に大人しく待っていた。

「おまたせー。ごめんね、夕ゆう陽ひちゃん。別の番組のことで手間取っちゃって……」

　しばらくすると、放送作家の朝あさ加か美み玲れいが会議室に入ってきた。

　いつものようにスウェット姿で、おでこには冷えピタが貼はられている。

　とてもいい大人には見えない容姿だが、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』の放送作家を担当し、大人らしい視点でアドバイスをくれる、よき相談相手だ。

　彼女は千ち佳かの向かいに腰こし掛かけ、穏おだやかに笑った。

「で、夕ゆう陽ひちゃん。相談があるって言ってたけど、何かあったの？」

　今日はラジオの収録があるが、その前に「相談に乗ってほしい」と朝あさ加かに要よう請せいしたのだ。

　文句も言わずに来てくれた朝あさ加かに感謝しつつも、千ち佳かはため息をこぼしそうになる。

「……そろそろ、やすの誕生日じゃないですか」

「うん？　そうだね」

「声優ラジオって、パーソナリティの誕生日を祝う習慣や、パーソナリティがプレゼントを渡わたす文化があるじゃないですか」

　そうなのだ。

　多くの声優ラジオでは、パーソナリティの誕生日を番組全体で祝う。

　いわゆる『誕生日回』というものが存在する。

　リスナーから「誕生日おめでとう！」のメールがたくさん届き、番組がケーキやそれに代わる何かを用意するのも通例だった。誕生日にちなんだ企き画かくをすることもある。

　朝あさ加かは、たくさんの声優の誕生日を祝ってきたはずだ。

　朝あさ加かは口元に笑えみを残したまま、千ち佳かの質問に答える。

「まぁそうだね。コーコーセーラジオでも誕生日回はやるつもりだよ」

「ですよね。そうなると、わたしもプレゼントを用意しないと」

「んー……。や、意外だな。夕ゆう陽ひちゃんは、プレゼントなんてスルーしちゃうと思ってた」

「だって、そういうものじゃないですか。本音を言えば、やりたくありません」

　千ち佳かは今度こそ、ため息を吐つく。

　そうだ、別に贈おくりたくて贈おくるわけじゃない。

　声優ラジオがそういう文化だから、無理してプレゼントするだけ。

　仕事だからやるのであって、やらなくていいのならやりたくはなかった。

「………………」

　千ち佳かの返答に、朝あさ加かは考え込むような顔つきになる。

　机に肘ひじをついてから、言葉を返してきた。

「ふむ。それで？　やすみちゃんに何を贈おくったらいいのかわからなくて、それを相談しに来た感じかな？」

「話が早くて助かります。そのとおりです」

　首を垂れる。

　やはり、彼女にはお見通しのようだ。

　朝あさ加かは千ち佳かのことをよくよく理解しているだろうし、今さら見み栄えを張る必要もない。

　正直な思いを吐と露ろした。

「今まで、誕生日プレゼントなんて贈おくったことなくて。何が喜ばれるのか、何が欲ほしいのか、全くわかりません。かといって、変なものを贈おくったり、そもそもプレゼントしないとなると、番組的にアレでしょう。だから、相談したかったんです」

　誕生日を祝ったことも、他人から祝われたこともほとんどなかった。

　どちらも煩わずらわしいだけなので、それを恥はじだと思ったことはない。

　それだけに、この問題に直面したときは、「ついに来てしまったか……」という感じだ。

　朝あさ加かは微ほほ笑えみながら、頰ほお杖づえを突つく。そうして、ゆっくりと口を開いた。

「──そうだねぇ。まず言っておくと、夕ゆう陽ひちゃんがプレゼントを用意するのは義務じゃないよ。誕生日回はやるよ？　でも、パーソナリティからのプレゼントがないなら、そういうふうに台本を書くから。プレゼントがない番組は、ほかにも普ふ通つうにあるし」

「………………」

　そうなのか。てっきり必ひつ須すだと思っていたので、肩かたの力が抜ぬける。

　それを見み抜ぬいたように、朝あさ加かは続けて口を開いた。

「だから、夕ゆう陽ひちゃんが嫌いや々いややるくらいなら、いっそ最初からなしでもいいんだよ。一回始めてしまったら次もやらなきゃだし、毎年の問題になっちゃうしね。だから、ギブアップする選せん択たく肢しは頭に入れておいて。ただ──」

　彼女は、こちらに手を向ける。

「一度、一いつ生しよう懸けん命めい考えるのはいいことだと思うよ。夕ゆう陽ひちゃんがわからないなりに、やすみちゃんに何を贈おくりたいのか。それを考える気持ちが、どんなことよりも大事だからね」

「…………。わかりました」

　千ち佳かはその言葉を吞のみ込こみ、考える。

　確かに、千ち佳かは「何をあげればいいかわからない」というところで立ち止まり、そこから道を探そうとしなかった。

　適当に、「●●を贈おくればいいんじゃない？」という言葉を期待しなかったわけでもない。

　しかし朝あさ加かが逃にげ道みちを用意してくれるのなら、千ち佳かとしても考える余よ裕ゆうができる。

　けれど。

「……あの子が喜びそうなもの……？」

　由ゆ美み子こが能天気に笑っている姿が思おもい浮うかぶ。

　彼女が好きなものと言えば、プリティア、コミュニケーション、ギャルファッション……。

　それらと関係するものを贈おくればいい……？

　プリティアの衣い装しようとか……？　いや、さすがに高校生にそれは……。それなら、コミュニケーション方面で攻せめたほうがいい気がする。でも、人間関係で喜ばれそうなものって……。

　そこまで考えて、はた、と気付いた。

「朝あさ加かさん」

「うん？」

「朝あさ加かさんは、やすに誕生日プレゼントを贈おくったりしないんですか。あの子のことだから、朝あさ加かさんの誕生日にも無理やり何かを押し付けてきそうですけど」

「言い方」

　無ぶ遠えん慮りよな千ち佳かの物言いに、朝あさ加かは苦く笑しようする。

　そのままの表情で、小首を傾かしげた。

「お察しのとおり、やすみちゃんとは何度かプレゼントを贈おくり合ってるよ。毎年、センスのいいプレゼントをくれるんだけど、お返しが難しいんだよね。今年はどうしようかなー……」

「難しい？」

　なぜ、由ゆ美み子こ相手だとプレゼントの難易度が上がるのか。

　その理由を教えてもらおうとした瞬しゆん間かん、会議室の扉とびらが開いた。

「おはようございまーす。あ、もうふたりとも揃そろってるじゃん」

　思ったよりも長く話し込んでいたようで、由ゆ美み子こがやってきてしまった。

　さすがに、本人の前でするような話ではない。

　千ち佳かは思わず舌打ちをこぼす。

「ばか」

「え、なにそのシンプルな罵ば倒とう。あたし何もやってなくない？」

　呆あきれる由ゆ美み子こを前に、事情を知る朝あさ加かだけがおかしそうに笑っていた。







　翌朝。

　通学路を歩きながら、千ち佳かは頭の中でぐるぐる同じことを考えていた。

　プレゼント……、由ゆ美み子こが喜びそうなもの……、もらって嬉うれしいもの……。

　なに？

　真しん剣けんに考えてはいるものの、全くいいアイディアが出てこない。

　頭がパンクしそうだ。学校のテストよりも、役を演じることよりも難しい。

　ううんううん、と悩なやんでいると、背中から声を掛かけられた。

「や、渡わた辺なべちゃん。おはよ～」

　クラスメイトの川かわ岸ぎし若わか菜なだ。

　由ゆ美み子この親友で同じくギャル、なぜか千ち佳かにも気安い彼女は、時折こうして接せつ触しよくしてくる。

　普ふ段だんはどう接していいか迷うくらいだが、今は助かった。

　そのまま行ってしまいそうな若わか菜なを、千ち佳かは呼び止める。

「川かわ岸ぎしさん、ちょっといいかしら」

「うん？　いいけど、どしたん？　珍めずらしいね」

　若わか菜なは意外そうに、けれどどこか嬉うれしそうに、千ち佳かの隣となりに並んだ。

　回りくどいのは苦手だ。ストレートに彼女に問いかける。

「もうすぐ佐さ藤とうの誕生日じゃない。でも、何をプレゼントしていいかわからなくて。よかったら、あの子が欲ほしがりそうなものを教えてくれないかしら」

　千ち佳かの言葉に、若わか菜なは目をぱちくりとさせた。まじまじと見てくる。

　そのうえ口元を押さえながら、こちらに顔を近付けてきた。

「……なに？」

「いんや。まさか、渡わた辺なべちゃんが由ゆ美み子こに誕プレあげるとは思わなかったから。やっぱあれ以来、仲良いの？　戦友的な？」

「………………」

　あれ以来、とは例の裏営業疑ぎ惑わくの件だろう。

　千ち佳かは由ゆ美み子こをかばうために清し水みずを殴なぐり飛とばし、由ゆ美み子こは涙なみだながらに生配信をしたアレ。

　その話を持ち出されるのは、気き恥はずかしくて堪たまらない。

　だがこれは、誤解される言い方をした千ち佳かも悪かった。

「違ちがう。声優ラジオでは誕生日にプレゼントを贈おくる、妙みような文化があるのよ。今回もソレ。仕事だからやってるだけ」

「ほぉん？　そっかそっか。いやぁ、声優さんもいろいろ大変なんだね」

　千ち佳かの表情から何かを察したのか、若わか菜なは苦笑いを浮うかべた。

　納なつ得とくしてくれたようなので、改めて若わか菜なに尋たずねる。

「で、どうかしら。佐さ藤とうと仲のいい川かわ岸ぎしさんなら、心当たりがあると思ったのだけれど」

　期待を込こめた千ち佳かの言葉に、若わか菜なは渋しぶい顔をした。

　大おお袈げ裟さに腕うでを組んで、むーん、と唸うなってみせる。

　意外な反応だった。

　その理由を、彼女はとうとうと口にする。

「いや、それがね。由ゆ美み子こは難しいんだよ。由ゆ美み子こってめちゃくちゃ友達多いじゃん？　うちの高校だけでも多いのに、渡わた辺なべちゃんみたいな声優関係でも仲良い人いるでしょ？　あとは、ママのスナックの常連さんとか。とにかく、もらうプレゼントが多いんだよ」

　若わか菜なは指折り数えてから、ふっと息を吐はく。

「だから、チョイスが難しいの。下手すりゃ被かぶっちゃうし。本人に欲ほしいものを訊きいても、それ自体を訊きかれまくってるから、由ゆ美み子こも困るみたいで。というわけで、由ゆ美み子このプレゼントはわたしも悩なやんでるんだよねー」

「………………」

　なるほど。朝あさ加かが「難しい」と言っていたのは、こういうことらしい。

　彼女の交友関係がどこまで広がっているのか、想像もつかない。

　その友人の数だけ、由ゆ美み子こには誕生日プレゼントが集つどうわけだ。

　若わか菜なは腕うでを組んだまま、身体からだごと首を傾かしげる。

「せっかくだから喜んでほしいし、わたしもギリギリまで考えるけど。まぁでも、無難なのはアクセじゃないかなぁ。イヤリングやネックレスなら、あったところで困らないし」

「あぁ……、なるほど」

　装そう飾しよく品ひんは確かにいいかもしれない。

　仕事でも使いどころは多いし、場所も取らない。

　それならば、いっそ服を贈おくるのも悪くない。

　声優がイベントや番組に登とう壇だんするとき、基本的に衣い装しようは私服が多い。

　そこで、厄やつ介かいなことがひとつある。

　そういうルールがあるわけではないのだが、一度着た私服はあまり着まわさないのだ。

　理由は明白で、お客さんから指し摘てきされるから。

『これ、●●のイベントで着てたやつだ』『この服装、■■の番組で着てたやつかな？』と特定され、前も観みた、という印象が付いてしまう。

　気にしない人もいるが、由ゆ美み子こは気にするタイプだろう。

　そうなると、服はイベントの数だけ必要になる。

　必要なものは、もらっても嬉うれしい。はず。

　これは声優へのプレゼントとしてベストではないか──、と考え、途と中ちゆうで天を仰あおぐ。

　こんなこと、ほかの声優が思いつかないはずがない。

　きっと服のプレゼントも多い……、いや、服ならいくつあっても困らないか……？

　ぼんやり考え込んでいると、若わか菜なが言葉を付け足してくれた。

「プレゼントが被かぶりそうだから、って手作りを渡わたす子もいたかな。お手製のアクセとか、ハンカチとかちょっとしたポーチとか？　由ゆ美み子こは結構喜んでたよ。真心入ってる感じがしていいのかも。わたしはそういうの作れないから、無理だけどね～」

「あぁ……」

　既き製せい品ひんをもらうのに慣れていれば、手作りには惹ひかれるかもしれない。

　残念ながら千ち佳かも物作りの心得はないので、その手段は取れないけれど。

「まぁでも、渡わた辺なべちゃん」

　思おもい悩なやんでいると、若わか菜なに肩かたを叩たたかれた。

　彼女は人好きのする笑え顔がおを見せて、やわらかい声で続ける。

「一番大事なのは、喜んでもらいたいって気持ちだよ。渡わた辺なべちゃんからのプレゼントなら、どんなものでも由ゆ美み子こは喜んで受け取ってくれるって」

「……そうかしら。下手なものを渡わたしたら、鬼おにの首を取ったように煽あおってくると思うけど」

　若わか菜なは口を、そ、という形にして、すぐに閉じた。

　そんなことないよ、と言おうとしたのだろうが、彼女は顎あごに手を当てる。

　うーん、と唸うなり始めた。

「ない、とは言い切れない、なぁ？　由ゆ美み子こって渡わた辺なべちゃんに対してだけ、そういうとこあるよね～」

　肯こう定ていされてしまうと、不安はより大きくなるのだが。

　どうやら、まだまだプレゼントは決まらなさそうだ。







　と、いうわけで。

　千ち佳かはショッピングモールにやってきた。

　由ゆ美み子この誕生日プレゼントを探すためである。

「ほんと仕事に対しては生き真ま面じ目めよね……」と自分自身にもはや呆あきれの感情を抱いだく。

　それは、隣となりに立つ女性に泣きついたことも含ふくめて、だ。

「さて、夕ゆう陽ひちゃん。頑がん張ばって、歌うた種たねさんへのプレゼントを探そっか」

　両手を持ち上げて、むん、と張り切る童顔の女性。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのマネージャー、成なる瀬せ珠しゆ里りだ。

　時間を作ってくれた彼女に、改めて詫わびる。

「すみません、成なる瀬せさん。こんなことに付き合わせて」

「ううん、全然。夕ゆう陽ひちゃんが頼たよりにしてくれて嬉うれしいよ。それに夕ゆう陽ひちゃんにとってこれは、お仕事みたいなものでしょ？」

　さすが千ち佳かの面めん倒どうを見ているだけあって、千ち佳かの本質をよく理解している。

　それでも成なる瀬せはニコニコと嬉うれしそうな顔をして、フロアマップを見上げていた。

「それで、夕ゆう陽ひちゃん。どんなものを贈おくるか、見当は付いてる？」

「それが……、まだ悩なやんでて。アクセサリーや服ならどうかなと思っているんですが……。少し見て回りたいです」

「そっかそっか。じゃあ良さそうなものを探そうね」

　成なる瀬せは笑え顔がおのまま、店の奥を指差した。

　実じつ年ねん齢れいより若く見えるうえにおっちょこちょいだが、彼女はとても頼たよりになる。

　ただ、こちらに顔を向けたまま歩き出したせいで、ほかの人にぶつかっていた。

　ぺこぺこと頭を下げる姿に、心配にはなるけれど……。

　これで、とても優ゆう秀しゆうなマネージャーである。

「わ、おいしそう。夕ゆう陽ひちゃん、消え物もありじゃないかな？」

　成なる瀬せが足を止め、鼻を小さく動かす。

　指差す先を見ると、そこには様々なスイーツが並んでいた。

　色とりどりの華はなやかな洋よう菓が子しが、ショーケースを輝かがやかせている。ケーキ、プリン、チョコレートにドーナツ。見ているだけでわくわくする、心を摑つかまれる光景だ。

　食べ物。スイーツ。

　悪くないかもしれない。彼女は甘いものが好きだ。

　下手に形に残るものよりも、こういったもののほうが案外嬉うれしいかもしれない。

　候補に入れていると、成なる瀬せは「あっ」と小さく声を漏もらした。

「歌うた種たねさんって友達多いよね。おいしいものもいっぱいもらいそう。困らせちゃうかな……。あ、でも、日持ちするものだったら問題ないかな？」

「いえ、そこは気にしないでいいと思います。やすにプレゼントを渡わたすのは、ラジオの収録日ですから。実際の誕生日とはズレます」

「あ、そっか」

　ぽん、と手を叩たたく成なる瀬せ。

　それで眼鏡がズレて、彼女は手早く位置を直した。

　そういう意味では、千ち佳かはクラスメイトたちより渡わたせるものの幅はばが広い。

　それなら本当に、スイーツにしてしまおうか……、と考えていると、お店に並んだスイーツに視線が吸い寄せられていく。

　特にプリン。

　……おいしそう。

　どうやらその視線に気付いたようで、成なる瀬せが嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「あとで買っていって、事務所で食べよっか」

「……ありがとうございます」

　お言葉に甘えておく。

　しかし、今の目的はプレゼントだ。

　成なる瀬せとふたりで足を動かし、「これはよさそうじゃない？」「これってどうですか」と相談しながら、いろんな店を見て回る。

　三十分しかないラジオ番組、その中のさらに数分のために、こんな労力と時間を使う羽目になるなんて。

　だから、誕生日プレゼントなんて面めん倒どうくさいのだ。

　そう思いながらも。

　この時間は、そこまで悪くないと感じていた。







　そして、歌うた種たねやすみのお誕生日回がやってきた。

　十月十二日付近の放送に合わせるため、実際の誕生日からは少し離はなれた収録日。

　いつもどおり由ゆ美み子こと千ち佳か、朝あさ加かの三人で収録が始まった。

　番組の構成は変わっているので、挨あい拶さつをこなしてから千ち佳かは早さつ速そく台本を読み上げる。

「と、いうわけで。本日は歌うた種たねやすみさんの誕生日です」

「いえーい。ありがとありがと……、ってちょっと、ユウ。テンション低すぎでしょ。少しは祝う気持ちを見せたらどうなの」

　パチパチパチ、と朝あさ加かは拍はく手しゆをし、由ゆ美み子こが笑え顔がおで手を挙げる中、千ち佳かだけが仏ぶつ頂ちよう面づらで読み上げていた。そのせいで、彼女から苦情が入る。

　その物言いに、千ち佳かは鼻を鳴らした。

「ふん。祝ってもらうだけでは飽あき足たらず、その姿勢まで他人に強要するなんて。どこまで強ごう欲よくなのかしら。そんなに祝ってほしいなら、フラッシュモブでもやりましょうか？」

「こいつ……。あーあー、全記念日が苦手な夕ゆう暮ぐれさんに期待した、あたしがバカでした！　さっさと進めてくんない？」

「偉えらそうに……。まぁいいわ。ええと──」

　通常回と違ちがってやることも多いので、千ち佳かもさっさと進行を再開する。

　番組がケーキを用意しているので、まずそれを運んでもらった。

「お、やった。おいしそ～。リクエストどおり、チーズケーキにしてくれたんだ？」

　運ばれてきたケーキを前に、嬉うれしそうに顔をほころばせる由ゆ美み子こ。

　ちなみに千ち佳かの分も用意されている。

　由ゆ美み子こがおいし～、とケーキを食べている間に、千ち佳かはメールを一枚持ち上げた。

「と、いうわけで。リスナーのみなさんから、おめでとうメールが届いています──」

　……と、いった感じに。

　誕生日回はケーキを食べたり、おめでとうメールを読んだり。

　番組によっては、誕生日っぽい企き画かくが始まったりもする。

　今回はそういったものはないものの、千ち佳かにとって大事なイベントが残っていた。

「はい、やす。誕生日おめでとう」

　千ち佳かはラッピングされた袋ふくろを彼女に手て渡わたす。

　由ゆ美み子こは意外そうに瞬まばたきをしたものの、すぐに「お、ありがと～。開けていい？」と尋たずねてきた。

　千ち佳かの性格を知っているだけに、プレゼントはないかも、と考えていたのかもしれない。

　開けていい、と促うながす。

　由ゆ美み子こはおそるおそる、しかし期待を目に宿らせながら、袋ふくろを開いた。

「……わ。イヤリングだ。おー……、かわいいかわいい。ありがと、ユウ」

　彼女は素の表情になり、嬉うれしそうにイヤリングを持ち上げた。

　それを照明にかざしながら、明るく笑っている。

　無理している様子や、気を遣つかっているようには見えない。

　喜んでもらえて、なにより。

　成なる瀬せとともに店を回り、これなら外さないだろう、と思って選んだものだ。

　無難な安全牌ぱい。

　こんなものでいいか、という物を選び、実際にそれで成功した。

　だからこそ、千ち佳かの心は暗くなる。

　油断すれば、収録への集中が途と切ぎれそうだった。

　けれど、番組自体は無事に終しゆう了りようする。

　オッケーでーす、という声が調整室から聞こえ、千ち佳かはイヤホンを外した。

　朝あさ加かたちが話をしている中、千ち佳かは「お疲つかれ様さまでした」とブースを出て行こうとする。

「あ。渡わた辺なべ。ありがとね、これ。使わせてもらうよ」

　由ゆ美み子こが嬉うれしそうに笑いながら、イヤリングを掲かかげる。

「えぇ。気に入ったのなら、よかったわ」

　そうとだけ答えて、千ち佳かは速足でブースから出た。

　朝あさ加かが不思議そうな顔でこちらを見ていて、何だか見み透すかされてしまいそうだったから。

　ひとりスタジオから出て、暗い空を見上げる。

「……はあ」

　湧わき上あがるのは無力感。

　虚むなしい気持ちで、由ゆ美み子この笑え顔がおを思い出す。

　あくまでアレは、ラジオで必要なことだからやっただけ。

　仕事でしかない。それ以上でも、以下でもない。

　そんなふうに言い聞かせて、感情を飲み込む。

　朝あさ加か、若わか菜な、成なる瀬せの顔が頭に浮うかんでいても。

　ぷるぷると頭を振ふってそれを振ふり払はらい、千ち佳かは帰路に就ついた。







「……ただいま」

　家に帰ってくると、珍めずらしく千ち佳かの母が先に帰宅していた。

　ダイニングテーブルの前に腰こし掛かけて、プリンを口に運んでいる。

「おかえりなさい」

　母はそっけなく答えたが、その表情は苦々しく歪ゆがんでいる。

　その原因は、手に持っているプリンだ。

　別に「娘むすめにおやつを食べているところを見られた！」と焦あせっているわけではなく。
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　単にプリンがまずくて、表情が崩くずれているだけだ。

「……お母さん。無理して食べなくていいのに」

「そういうわけにもいかないでしょう。わたしも頑がん張ばるから、千ち佳かも食べなさい」

　彼女は静かにそう言い放ち、スプーンを再び口に運ぶ。

　娘むすめの手前、できるだけ表情に出さないようにしているが、眉まゆがぴくぴくしていた。

　千ち佳かはため息を堪こらえながら、冷蔵庫を開ける。

「………………」

　うんざりするような光景が広がっていた。

　小さな容器がずらりと並んでいる。

　中身は、プリンだ。

　そのひとつを取り出して、母の向かいに腰こしを下ろす。

　表面にスプーンを突つき入いれると、抵てい抗こうなく入っていった。やわらかいプリンというより、ちゃんと固まっていない。皿にひっくり返したら、そのまま潰つぶれるだろう。

　上う手まくすくえないことに苛いら立だちながら、強ごう引いんに口に入れる。

　プリンの風味は、やけに焦こげ臭くさいカラメルがすべて吹ふき飛とばしていた。

「……おいしくない」

　おいしいわけがない。

　ろくに固まらず、おそらく分量も間ま違ちがえた、苦々しいカラメル入りのプリンが。

　母が食べているものも、あれはあれでひどい。

　表面に「す」が入りすぎてボコボコのクレーターだらけ、食感はボソボソ、さらに甘あま味みが強すぎる、という代しろ物ものだった。

　そんなクオリティのプリンが、冷蔵庫にはまだまだ残っている。

　ため息も出るというものだった。

　普ふ通つうのおいしいプリンが食べたい……。

　そういえば前に、加か賀が崎さきが由ゆ美み子こに「プリンがおいしいカフェがあってな」とやけに嬉うれしそうに話していたことがあったが、店の名前を聞いておけばよかった。

　そんな現実逃とう避ひをしていても、プリンが減ることはない。

　母は無表情でスプーンを往復させていたが、鋭するどい瞳ひとみがこちらを向いた。

「それで？　わたしはこうして、あなたの作ったプリンを処理しているけれど。なぜ、手作りのプリンに挑ちよう戦せんしたのか、教えてはくれないのかしら」

　そう。

　これらはすべて、千ち佳かが作ったプリンだった。

　レシピを見ながら、広いキッチンで右往左往し、慣れない道具片手に一いつ生しよう懸けん命めい作ったもの。

　失敗しながらも、そのうち上う手まくできるだろう、と何度も試ためした結果がこれだ。

　失敗作を延々と胃に流し込む羽目になっている。

「……べつに。たまにはお菓か子し作りでもしてみよう、と思っただけよ」

　千ち佳かはぼそりと答えるが、当然そんなわけがない。

　お菓か子し作りなんて全く興味はないし、食べたいなら買ってくればいい。

　数百円でプロの商品が買えるのに、わざわざ自分で作る意味がわからない。

　千ち佳かはそういう女だ。

　では、なぜ手作りプリンに挑ちよう戦せんしたかと言えば──。

　由ゆ美み子こへの誕生日プレゼントだった。

　イヤリングは最初から贈おくるつもりだったが、そのプラスアルファとして手作りのプリンもいっしょに渡わたすつもりだった。

　彼女へのプレゼントは難しいけれど、三人からはたくさんのヒントをもらった。

　真心のこもった手作りの品は喜ばれそう。

　甘い物が好きだから、そういったスイーツの類も喜ばれそう。

　プレゼントは物よりも中身よりも、大事なのはその気持ち。

　いかに相手のことを考えて贈おくるか、それが重要だと朝あさ加かたちには教えられた。

　だから気持ちを込こめて、慣れないお菓か子し作りに挑ちよう戦せんしたのだが……。

「はあ……」

　結果はこれ。

　結局、由ゆ美み子こには保険のイヤリングしか渡わたせず、失敗作のプリンを内々で処理している。

　柄がらにもないこと、似合わないことをした、という自覚はあった。

　でも、しょうがないではないか。

『いんや。まさか、渡わた辺なべちゃんが由ゆ美み子こに誕プレあげるとは思わなかったから。やっぱあれ以来、仲良いの？　戦友的な？』

　若わか菜なに尋たずねられたとき、千ち佳かは違ちがう、と答えた。

　実際に違ちがうし、そう言われるまで全く意識していなかった。

　けれど。

　そんなことを言われてしまったら。

　プレゼントを渡わたす機会があると考えたら。

　あのとき、手を伸のばしてくれた彼女に。

　どんな形であれ、感謝の気持ちを伝えたくなってしまったのだから。

「……あぁ」

　カラメルが苦い。

　しばらくは、プリンなんて見たくもなかった。
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「渡わた辺なべ、誕生日に欲ほしいもんある？」

　三月も差さし迫せまった、まだまだ寒い二月のある日。

　コーコーセーラジオの収録が終わった、ブース内。

　次回の収録日を見て、由ゆ美み子こは思いついたように千ち佳かに尋たずねた。

「は？」

　突とつ然ぜんだったせいか、千ち佳かの返事は短い。

　それどころか、なぜか殺意がこもった視線でこちらを突つき刺さしてくる。

　なんでそんな目するんだよ。欲ほしいもん聞いただけで。

　何か聞き間ま違ちがいをしたのかと思い、由ゆ美み子こは改めて説明した。

「誕生日プレゼントだよ。あんたもうすぐ誕生日じゃん。欲ほしいものがあるんなら、教えてほしいなって。そう言ったの」

　今度は変な誤解がないよう、しっかりと説明した。

　誕生日プレゼントの選び方はいくつもあるが、由ゆ美み子こは相手によってやり方を変える。

　千ち佳かには、直接尋たずねることを選んだ。

　千ち佳かは感情による非合理や無む駄だを嫌きらうし、シンプルに欲ほしいものを渡わたしたほうがいい。

　そう思って尋たずねたのだが、千ち佳かはこちらを心から軽けい蔑べつするような目で見てくる。

　なんでだよ。

　千ち佳かは、呆あきれたと言わんばかりにため息を吐ついた。

「……あのね、佐さ藤とう。誕生日プレゼントというのは、何をあげるかよりも、いかに相手のことを考えるか。いかに相手のことを想おもって渡わたすか。その気持ちが大事なんでしょうに」

「あんたからそんな言葉が飛び出すなんて……、何かあったの……？　中身だれかと入いれ替かわってる？　はじめまして？」

　人付き合いを率そつ先せん的てきに避さけていた千ち佳かに、そんなことを言われるなんて。

　言ってはなんだが、そこまで他人にプレゼントしたことないだろうに。

　なぜそんな有識者ぶっているのか、と訝いぶかしんでいると、千ち佳かはかぶりを振ふった。

「話にならない。ズルよ。佐さ藤とうはズルをしたわ。それとも、マウントのつもり？　この必殺技わざを使うよ～、あんたには使えないだろうけど、ってこと？　どれだけマウントを取るのが好きなのよ、あなたは」

「本当になに言ってんの？」

　千ち佳かはぷりぷりと怒おこっているが、さっきからなぜ怒おこっているのかまるでわからない。

　そんなまずいこと言った？

　んん？　と首を傾かしげながら、彼女の言葉を反はん芻すうする。

「いや、渡わた辺なべの言うことは正しいけどさ……。え、じゃあなに？　あたしにくれたイヤリング、あれは物もの凄すごく悩なやんだ結果ってこと？　そんな考えてくれてたの？」

　別にからかうつもりじゃなく、自然とそんな疑問が出た。

　あのプレゼントは嬉うれしかったし、今だって付けている。

　ただ、千ち佳かがあのプレゼントを『由ゆ美み子このことを想おもって、大変に熟考して選んだ』とまでは、思っていなかったのだ。

　それに千ち佳かは、「違ちがう」とも「そうだ」とも答えずに、悔くやしそうな顔をする。

　やがて大きな舌打ちをすると、勢いよく立ち上がった。

「もういい。お疲つかれ様さまでしたっ」

　そう言い残し、ブースから退出してしまった。

「えぇ……？」

　誕生日プレゼントなにがいい？　って訊きいたら、キレて帰られたんだけど。

　怒いかりのポイントどこ？　情じよう緒ちよどうした？

　数秒ほど呆ぼう然ぜんとしたあと、隣となりに顔を向ける。

　そこに座る朝あさ加かに、疑問を投なげ掛かけた。

「朝あさ加かちゃん、あたし気に障さわるようなこと言った？　今回はあたし何もしてなくない？」

　普ふ段だんの罵ののしり合いならともかく、今の怒おこり方は不可解すぎる。

　というか、しょっちゅう千ち佳かを怒おこらせている由ゆ美み子こでも、怒おこらせている由ゆ美み子こだからこそ、怒いかりの真意が読めなかった。

　朝あさ加かは、「う、うーん……」と苦笑いを浮うかべるのみ。

　もしかしたら、何か事情を知っているのかもしれない。

　けれど深くは語らないつもりのようで、逃にげるように視線を逸そらした。

「まぁ……、夕ゆう陽ひちゃんはプレゼントを真しん剣けんに考えてたみたいだから。やすみちゃんが訊きくっていう選せん択たく肢しを取ったのが、嫌いやだったのかも？」

「いや、あたしも真しん剣けんに考えた結果がアレなんだが？」

「そうなんだよねぇ～……」

　朝あさ加かは気まずそうに笑っている。

　結局、千ち佳かが何に怒おこり、何が気に喰くわなかったのか、さっぱりわからなかった。

　ううん、参った。

　あんな奴やつに、いったい何を贈おくればいいのやら。







　由ゆ美み子こは家のリビングで、うーんうーん、と唸うなっていた。

　千ち佳かの誕生日プレゼントのことだ。

　候補はある。元々、千ち佳かから聞き出せないとき用に、自分でもプレゼントは考えていた。

　スマホでショッピングサイトを開き、目当ての商品を表示させる。

　千ち佳かが普ふ段だんあまり穿はかないような、それでいて似合いそうなスカートだ。

　声優ならイベントで私服を使う機会も多いし、なによりかわいい。

　絶対似合う。絶対かわいい。

　これ渡わたしたいなぁ～、と思っていたのだが、千ち佳かの一言で迷いが生じていた。

「いかに相手のことを考えるか～……？」

　スマホから目を離はなし、天てん井じようを見上げる。ぼんやりと千ち佳かの不ふ機き嫌げんな顔が浮うかんだ。

　彼女の言うことはもっともだ。

　誕生日プレゼントは、相手が喜ぶもの、欲ほしいものを渡わたすのが大原則。

　由ゆ美み子この選択は、『欲ほしいものを尋たずねる』『似合いそうなスカートをあげる』だったが、前者は千ち佳かからすると不正解。

　その影えい響きようで後者も揺ゆらいでいる。

　よくわからない理由で、またキレられたらどうしよう。

　かといって。

「ロボットとかあげても、微び妙みようだろうしなぁ……」

　たとえば、相手の趣しゆ味みに沿ったもの、好きなものをプレゼントするのはアリだ。

　千ち佳かはロボットが好きだから、その手のグッズを渡わたす。

　けれどこれは、由ゆ美み子こには悪手に思えた。

　こちらが素しろ人うとなだけに、相手が好むものを渡わたせるかわからない。

『千ち佳かちゃんの好きな、りょ、量産型？　シュバルツ……、三式改……？　のプラモデルを買ってきたよ！』

『違ちがう！　これは第二後こう継けい機き！　しかも無印！　わたしが好きなのは量産型三式改！　全然、全然違ちがう！』

　というような、知識のないお母さんと子供の会話になりかねない。

　というか実際、千ち佳かの母がクリスマスにそれをやらかし、幼い千ち佳かは『コレじゃない！』と泣きじゃくり、母は違ちがいがわからずオロオロ……、という苦い思い出を聞いたことがある。

　加か賀が崎さきはコーヒーが好きだが、本人の好みやこだわりを考えれば、安直にコーヒー豆や関連製品をプレゼントするのはどうだろう、という話だ。相手が既すでに持っている可能性もある。

　なので彼女の得意分野を避さけて、むしろ由ゆ美み子この得意分野で挑いどんでいるのだが……。

　あんな言い方をされると、正解がわからなくなる……。

「あら、かわいい～。これ由ゆ美み子こが穿はくの？」

　由ゆ美み子こがスマホの前で悩なやんでいたからか、母がそう尋たずねてくる。

　そちらを見ると、母は若じやつ干かん躊躇ためらいながら画面を指差した。

「でもこれ、ちょっと由ゆ美み子こには合わないんじゃない？　それなら、こっちのほうが由ゆ美み子こに似合いそうな気がするけどな」

「あぁ、うん。わかってるって。あたしが穿はくんじゃなくて、プレゼントで考えててさ」

　苦く笑しようしながら答えると、「そっか。それならいいチョイス」と母は笑う。

　そう、物はいいのだ。プレゼントとして、悪くないはず。

　しかし、千ち佳かの一言が引ひっ掛かかっていた由ゆ美み子こは、思わず母に尋たずねた。

「ねぇ、ママ。今までママがもらって一番嬉うれしかったプレゼントって、なに？」

「えぇ？　急に言われると困っちゃうな～……、なんだろ？」

　母は頰ほおに指を当て、目を宙に向ける。

　しばらく考え込んだあと、しみじみと口にした。

「あ～……、あれかも。由ゆ美み子こが声優の仕事で初めてもらったお金で、買ってくれたお財さい布ふ」

　ニコニコしながら、そんな照れくさいことを言う。

　なんともむず痒がゆくなる答えだ。

　もらえた金額は少なかったし、祖母にもプレゼントを贈おくったので、その財さい布ふはかなりの安物になってしまった。それでも、母も祖母もすごく喜んでくれた。

　けれどそれは、参考にならない。

「それはさ、思い入れ込みじゃん？　子供が初任給で買ってくれた、ってのが嬉うれしかったわけでさ。もっとほかにない？」

　さすがに他人に対して、そこまで思い入れがあるプレゼントは贈おくれそうにない。

　母は再び、考え込む。

「どうだろうねぇ～……。あっ。由ゆ美み子こがちっちゃいときにくれた、肩かたたたき券とか。あれも嬉うれしかったな～。結局もったいなくて使えなくてねえ」

「いやそれも思い入れ込みでしょ」

　照れくさい話が続いて、つい口調がぶっきらぼうになってしまう。

　子供のときにあげた、手作りの肩かたたたき券。

　祖母にも同じものをあげているし、結局祖母も同じように使わなかった。

　……今となっては、使ってほしかったなあ、と思う。

　そこで母は、首を傾かしげる。

「でも由ゆ美み子こ、なんで急に？　プレゼントに迷ってるとか？　珍めずらしいわねぇ」

「あー、うん。今度誕生日の子に、『欲ほしいものある？』って聞いたら、『誕生日プレゼントは内容よりも、相手のことをいかに考えるかが大事』って言われてさー……。なんか怒おこり出しちゃって。そんな相手だと、何あげていいか迷うじゃん？」

「なにそれ、面めん倒どうくさい彼女みたい」

　母はけらけらと笑っている。

　笑いごとじゃないよ、と呆あきれるが、まぁ傍はたから見ていたら面おも白しろいかもしれない。

　ため息を吐ついていると、母の笑い声がふっ、とやんだ。

　心配そうな表情に変わり、まじまじと由ゆ美み子こを見つめてくる。

「ええと、由ゆ美み子こ？　そんなに悩なやむなんて、もしかして恋こい人びと宛あてだったりする？　ママ、こういうこと言うのはよくないと思うんだけど、そんな面めん倒どうくさい相手はどうだろう……？」

「そんなんじゃないってー……」

　嫌いやな心配をされてしまい、さらにため息が深くなるのだった。







　渡わた辺なべ千ち佳かの誕生日、三月十五日。

　……から、少し前の収録日。

　由ゆ美み子こと千ち佳かは、ブース内で収録を進めていた。

　以前の由ゆ美み子この誕生日と同じく、番組も誕生日仕様である。

　流れもそれほど変わらない。お祝いの言葉、番組からのケーキ、お誕生日メール……、と続いて、誕生日プレゼントを渡わたす時間となった。

「はい、ユウ。これ。誕生日おめでとー」

　由ゆ美み子こは可か愛わいらしくラッピングされた袋ふくろを、千ち佳かに手て渡わたす。

「ありがとう。開けていい？」

「どうぞ」

　促うながすと、千ち佳かは早さつ速そく袋ふくろを開けだす。

　中から出てきたのは──、由ゆ美み子こが悩なやんでいたあのスカートだった。

　彼女はそれを広げ、ひらひらさせながら瞬まばたきをする。

「あら……、かわいいスカート。へぇ……。ありがとう……、でもこれ、わたしが穿はくにはどうかしらね……？」

　千ち佳かはあまり、こういったスカートを穿はかない。それは知っている。

　不安そうにしている千ち佳かに、由ゆ美み子こは力強く言葉を並べた。

「や、絶対似合うって。ほら、前のアフレコで着てたニットあるじゃん？　あの下に穿はいてもいいし、色も合わせやすいよ。ユウなら絶対似合うし、かわいいから穿はいてみて」

　由ゆ美み子こが熱弁すると、「そう……？」と千ち佳かの顔から不安が徐じよ々じよに消えていく。

　朝あさ加かも、「似合うと思う」と頷うなずいていた。

　千ち佳かはその言葉を聞きながら、感心するようにスカートを見ている。

「ふうん……、いいわね。自分では選ばないものを贈おくられると。試ためしてみようと思えるわ」

　千ち佳かの反応は上々だった。

　渡わたすまではひと悶もん着ちやくあったものの、千ち佳かはちゃんと喜んでくれた。

　合格点を与あたえられる結果ではないだろうか。

　そのあと、千ち佳かはおいしそうにケーキを堪たん能のうし、この日の収録は無事に終わった。

　誕生日回はごくごく平和に、成功したと言えるだろう。

「…………………………」

　由ゆ美み子こは鞄かばんの中に忍しのばせていた、封ふう筒とうに目を落とす。

　千ち佳かはさっきのプレゼントを喜んでくれていた。

　由ゆ美み子ことしても、自分が良いいと思えたもの、彼女に合うものを渡わたせて満足できた。

　だから、ここから先は無理して踏ふみ越こえる必要はない。

　だって、恥はじをかくかもしれない。いや、ほぼ確実に恥はずかしい思いをする。

　そうまでして、これを渡わたす必要はあるだろうか。

「どうかしたの、やすみちゃん」

　固まってしまった由ゆ美み子こを見て、朝あさ加かが声を掛かけてくる。

　他人の目があることを意識してしまう。

　より渡わたしづらくなり、由ゆ美み子こは返事もできずに視線を彷徨さまよわせた。

「お疲つかれ様さまでした」

　千ち佳かは席を立ち、いつものようにあっさり帰ろうとしていた。

　ここで渡わたさなければ、きっと二度と渡わたせない。

　家に持ち帰って、ゴミ箱に放り込むことになる。

　その虚むなしさと恥はずかしさを天てん秤びんにかけていると、耳に付けたイヤリングが静かに揺ゆれた。

　ぐっと手に力を込こめて、由ゆ美み子こは「えいやっ！」と口を開く。

「渡わた辺なべ。これも。よかったら」

　たどたどしく、千ち佳かに封ふう筒とうを差し出す。

　彼女は不思議そうに、それを受け取った。

「……？　なにこれ」

「誕生日、プレゼント。いらなかったら、捨てていいから……。使いたかったら、使って」

　あぁ出してしまった、という羞しゆう恥ちで、由ゆ美み子この顔が赤くなる。

　似合わないことをしている自覚はあった。

　けれど、もう後あと戻もどりできない。

　千ち佳かは不可解そうに、封ふう筒とうを開く。そのまま中身を取り出した。

　そこに入っていたのは、数枚の紙。カードくらいの大きさに切り分けられた、厚紙だ。

「『ご飯をなんでも作ってあげる券？』」

　千ち佳かの手元を覗のぞき込こんだ朝あさ加かが、声に出して読んでしまう。

　ぎゃー！　と悲鳴を上げそうになった。

　よりによって第三者の口から読み上げられると、顔を手で覆おおって転げ回りたくなる。

　せめて、と言い訳を口にした。

「いや……。渡わた辺なべ、プレゼントは相手のことを考えるのが大事、って言ってたじゃん。で、いろいろ考えてたら、あんたが一番喜ぶのは手料理かなって……。でも、ここに持ってくるのもアレでしょ？　だから、まぁ、作ってあげる券、みたいな……」

　自分で言っておいて、ぼそぼそと声が小さくなっていく。

　いろんなことをぐるぐる考えているうちに、もう何が正解かわからず、深夜のテンションでこんなものを作っていた。

　子供のとき以来の『〇〇券』にこそばゆい恥はずかしさと、こんなの渡わたせないだろう……、という感情が入り混じったものの、念のために持ってきていた。

　ある意味、ジョークグッズと言えば、そうなのだが。

　そして、渡わたした反応は……。

「………………っ！」

　彼女はそれを掲かかげ、キラキラした目で見上げていた。

　まるで、サンタさんからのプレゼントを見つめる幼子のよう。

　喜んでいるかどうかなんて、その顔を見れば聞く必要はなかった。

　彼女は興奮を隠かくそうともせず、早口で問いかけてくる。

「佐さ藤とう、これ本当になんでもいいの？　作ってって言えば、なんでも作ってくれるの？」

「う、うん……。まぁ、あたしの作れる範はん囲いではあるけど……」

「あなたに作れないものなんてあるの？」

　あるよ。

　そこまで信しん頼らいしないでほしいよ。

「まぁいいわ、これは有効活用させてもらうわね……！　あぁどうしよう！　何を作ってもらおうかしら……」

　彼女の力いっぱいの喜びっぷりに、肩かたの力が抜ぬけてしまう。

　ここまで喜んでもらえるとは思っていなかったので、嬉うれしいやら恥はずかしいやら。

　でも、勇気を出して渡わたしてよかった。

　ふぅー……、と息を吐はく。

「……………………まぁ」

　元も子もないことを言うと。

　千ち佳かがお願いしてきたら、そんな券がなくても大たい抵ていのものは作ってあげるのだが。

　それは、言わぬが花だろう。
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『人に誘さそわれたから』。

　加か賀が崎さきりんごが声優事務所のマネージャーになった理由は、要点だけを抜ぬき出だしてしまうと、そうなる。

　声優という存在は知っていたものの、関心があったわけではないし、アニメが特別好きだったわけでもない。

　そんな加か賀が崎さきが声優を意識したきっかけは、大学のサークルの先せん輩ぱいだった。

　彼女が、声優をこよなく愛していたのだ。

「いやあ、本当にみんないい子ばかりでね。頑がん張ばって売ってあげたい！　って気持ちになるのよねぇ。初めて名前のある役を取ったときなんて、ふたりでいっしょに泣いちゃった」

　彼女が大学に在ざい籍せきしていた頃ころ、よくふたりで入いり浸びたっていた大学近くのカフェ。

　そのテラス席に、加か賀が崎さきと彼女──、南な雲くも沙さ樹きは座っている。

　彼女はティアードワンピースの上に、オーバーサイズのカーディガンを羽織っていた。

　背中まで届く髪かみはウェーブが掛かかっていて、手に取りたいくらいにふわふわしている。

　メイクは表情がより穏おだやかに見えるよう工く夫ふうされ、嫌いや味みなく整えられていた。

　ぽわっとした雰ふん囲い気きのお姉さん。

　相手に与あたえる印象は、そういったものだろう。

　大学時代は年上に見られることを悩なやんでいたが、最近は年ねん齢れいのほうが追いついてきた。

　それに、オシャレなカフェで興奮気味に『彼女ら』について語る南な雲くもは、歳とし不相応な無む邪じや気きさがある。

「活かつ躍やくしてる子も任されてね。その子のライブに付つき添そったときは感動したなあ。ワーって、会場が光に包まれて……。その子が中心で手を振ふっていて……、わたし泣いちゃった」

「さっきから泣いてばっかじゃないすか」

　加か賀が崎さきが口を挟はさむと、南な雲くもは頰ほおを緩ゆるめる。

　何がおかしいのか、ふふふ、と笑って甘いココアに手を伸のばしていた。

　加か賀が崎さきもカップを手に取り、香りを楽しんでから口に含ふくむ。

　この店のコーヒーは、加か賀が崎さきの好みに合っていた。

「とにかくね、いい仕事なの。夢があるお仕事。毎日、楽しいよ。忙いそがしいけどね」

「南な雲くも先せん輩ぱいが楽しいなら、それでいいですけど」

　加か賀が崎さきは静かに答える。

　加か賀が崎さきも南な雲くもと同じで、周りから年上に見られることが多かった。

　年ねん齢れいの割に落ち着いた性格、佇たたずまいのせいであって、南な雲くもとは方向性が異なるのだが。

　似ているのはその一点くらいで、むしろ南な雲くも沙さ樹きと加か賀が崎さきりんごはかなりタイプが違ちがう。

　しかし、ふたつ年上の彼女とは、やけにウマが合った。

　彼女が大学を卒業したあとも、こうしてお茶をするくらいには。

　南な雲くもから内定決まった！　と聞いたのもこの店だった。

　当時を思い出しながら、加か賀が崎さきは口を開く。

「最初はびっくりしましたけどね。声優が好きだって話は聞いてましたけど、声優事務所に就職するなんて。ずっと忙いそがしそうだし」

「まぁねぇ。今日も久々のオフなの。りんごと会うのも、久しぶりだものね」

　満足そうに笑う彼女から連れん絡らくが来たのは、昨夜のことだ。

　明日休みになったんだけど、暇ひまだったら会わない？　と。

　こっちは就活の真っ最中なんだが、と思いながらも、加か賀が崎さきは時間と場所を指定した。

　大学に用事があるので、いつものカフェでなら、と。

「りんごはどうなの？　就活。上う手まくいってる？　今日もスーツ着てるけど」

「まあ、一応。内定もいくつかもらったよ」

「え、そうなの？　さすがだなあ」

[image: ]

　南な雲くもは驚おどろいた声を上げるが、半分以上は「そうだろうなあ」という顔をしていた。

　加か賀が崎さきの就職活動は順調だ。

　順調になるだろうな、とも感じていた。

　加か賀が崎さきの通う大学は結構なもので、加か賀が崎さき自身もたいていのことはそつなくこなせる。

　優ゆう秀しゆうである自覚があるだけに、予想に違たがわず就活は難なく進んだ。

　しかし、加か賀が崎さきは迷っている。

　加か賀が崎さきは既すでに、名のある企き業ぎようからいくつか内定の連れん絡らくをもらっていた。きっと、これからも出るだろう。今日も最終面接を受けてきた。

　どの会社に属しても、自分ならそれなりの成果を出せるだろうし、そこは疑っていない。

　それだけに、なんとなく疑問を覚えていた。

　自分の人生、これでいいのだろうか、と。

　それはきっと、目の前の女性が原因だ。

「就活なんて、考えるだけで嫌いやになっちゃう。わたし、面接とか超ちよう苦手だったし」

　南な雲くもは気の抜ぬけた笑えみを浮うかべている。

　確かに彼女は器用とは言えないが、不器用とも言えない。

　その学歴を使えばちゃんとした企き業ぎように就職できただろうに、彼女が選んだのはお世辞にも大きいとは言えない声優事務所だった。

『声優が好きだから』という理由でその業界に飛び込み、今もなお楽しそうにしている彼女に、加か賀が崎さきは思うところがあった。

　彼女はココアのカップを手で包みながら、独り言のように呟つぶやく。

「りんごが内定出ないようなら、うちに誘さそおうと思ってたのにな～」

「先せん輩ぱいのところに？」

「そ。声優事務所のマネージャー。いっつも人手不足で、困っちゃうの」

「…………」

　どこまで本気なのだろう。

　南な雲くもはわかりやすいようでいて、実際は摑つかみどころのない性格だ。

　そのやわらかな髪かみのように、どこかふわふわとしている。

　戸と惑まどって黙だまり込こんだだけで、その提案に別段惹ひかれたわけではない。

　けれど、加か賀が崎さきが即そく座ざに否定しないところを見て、南な雲くもはパっと顔を明るくさせた。

「え、もしかして興味ある？　本当に来る？　りんごだったら絶対、一発採用だよ～。楽しいよ～。休みはないけど、やり甲が斐いはあるから！」

「ブラック企き業ぎようの常じよう套とう句くじゃないですか」

「ブラック企き業ぎようの常じよう套とう句くだね～」

　穏おだやかな笑い声とともに、彼女の髪かみが揺ゆれていた。

「いつでも待ってるからね」と南な雲くもが差し出した名めい刺しを受け取る。

　そこには、『株式会社チョコブラウニー』『マネージャー　南な雲くも沙さ樹き』と書かれていた。

　これで二枚目だ。

　就職したばかりの頃ころに、「見て見て！　わたしの名めい刺し！」とはしゃいで渡わたしてきたのを忘れたらしい。

　加か賀が崎さきはそれを、スーツの内ポケットに仕し舞まう。

　南な雲くも沙さ樹きが選んだ道は、決して楽なものではない。

　常に忙いそがしそうだし、会える頻ひん度ども相当減った。休みも少ないらしい。

　でも、彼女はいつだって楽しそうに、明るく笑っていたのだ。







「南な雲くも先せん輩ぱい。どこ行ってたんですか。教育係がうろちょろしないでくださいよ」

「やぁ、ごめんごめん。知り合いがいたから、ちょっと話してきた。次どこだっけ？」

「早川の現場。なんでそっちが把は握あくしてないんだよ」

「りんごがいると楽でいいね～」

　悪びれる様子もなく、くすくす笑っている南な雲くもに加か賀が崎さきはため息を吐つく。

　これでは、どちらが先せん輩ぱいなのかわからない。

　結局、加か賀が崎さきは声優事務所チョコブラウニーのマネージャーになった。

　ある程度は融ゆう通ずうが利きくのか、南な雲くもが「教育係やりたいでーす」と手を挙げたので、今は彼女と行動を共にしている。

　研修をしてくれる相手が友人では、緊きん張ちよう感かんを持てないのではないか。

　それはよろしくない、きちんと気を引ひき締しめるべきだ、と誓ちかった社会人一日目。

　だというのに、彼女のほうが気を抜ぬいている始末だった。

　教育しろよ。

　だらしのない彼女の横に並び、次の現場に向かう。

　すると、南な雲くものやわらかな髪かみから、スン、と慣れない香りを感じた。

「南な雲くも先せん輩ぱい、大学の頃ころは吸ってなかったですよね。やっぱストレス？」

　彼女の髪かみから感じたのは、学生時代には無む縁えんだった煙草たばこの臭におい。

　南な雲くもは普ふ段だん、甘い匂においの香こう水すいをつけている。

　それでも、喫きつ煙えん直後は煙草たばこの臭においが勝った。

　さっきは新人をほっぽりだして、一服していたらしい。

　もはや文句を言う気力もないが、知らない臭においには怯ひるんでしまう。

　彼女がどこか遠くにいる気がして。

　南な雲くもはいつものように微ほほ笑えみを浮うかべて、小さく手を振ふった。

「違ちがう違ちがう。や、ストレスは溜たまってるけど。煙草たばこは喫きつ煙えん所じよに入るためよ。業界の人は今でも煙草たばこを吸ってる人が多いからね～。喫きつ煙えん所じよだと、みんな口が滑なめらかになるから。そこで顔を突つき合あわせておけば、プラスになることも多いの」

「へぇ……」

　仕事で吸い始めたことに変わりはないが、その理由はポジティブなものらしい。

　加か賀が崎さきも、喫きつ煙えん所じよでやけに楽しそうに談だん笑しようする人たちをよく見かける。

　南な雲くもは煙草たばこを吸うタイプには見えないから、より目を惹ひくかもしれない。

「あ。今わたし、めっちゃ先せん輩ぱいっぽいね？　教育係っぽいね？」

「自分で言ってちゃ世話ないんだが」

　珍めずらしく素す直なおに感心したのに、その余よ韻いんを本人が壊こわしてしまう。

　彼女は全く気にしていないようで、そのまま先せん輩ぱいモードを続けた。

「いい？　りんご」

　腰こしに手を当てて、人差し指をぴんと立てる。

「『コネと貸しは、多ければ多いほど役に立つ』のよ。喫きつ煙えん所じよでの雑談なんて、些さ細さいなことに感じるだろうけど、人と顔を突つき合あわせて話をするのは、とっても大事なこと。それがゆくゆくコネになって、いつか自分に返ってくる！　……かもしれない。とにかく、その種をいっぱい蒔まいておく。それが重要なの。覚えておいてね？」

「……はい。じゃああたしも、煙草たばこ吸い始めようかな」

「えっ。りんごはいいよぉ。煙草たばこなんて健康に悪いし、お金も掛かかるし、臭においだってついちゃうんだから。やめときな～？」

「言ってることめちゃくちゃだな」

　加か賀が崎さきは呆あきれつつも、思わず笑ってしまった。

　南な雲くもも嬉うれしそうに笑えみを浮うかべ、張り切って足を大きく前に出す。

　ゆっくりとその背中を追いながら、加か賀が崎さきは思う。

　声優のマネージャーというのは、みんながみんな、南な雲くものように楽しんでいるのかと思っていたが、そうではない。

　ほかのマネージャーを知るにつれ、南な雲くもが特とく殊しゆであることを知った。

　彼女ほど、声優のマネージャーを楽しんでいる人物は稀まれだ。

　天職なのだろう。

　……だからこそ。

　彼女があっさり事務所を辞やめたときには驚おどろいたし、問とい詰つめもした。

　言葉も尽つくした。

　それでも南な雲くもは、加か賀が崎さきを置いて立ち去ってしまった。

　それ以来、彼女とは会っていない。

　いつだって、自分は置いていかれる側だ。

　声優がやめていくときも、ほかのマネージャーがやめていくときも。

　その背中を見守るばかりで、何もできない。

　煙草たばこの煙けむりのように、ただ消えていくのを見上げるのみだった。







　煙草たばこを口に含ふくみながら、加か賀が崎さきはスマホの画面を操作する。

　雨がしとしと降っていて、夜はさらに深い色に染まっていた。

　通行人が慌あわただしく道路を歩くのを見ながら、煙けむりを吐はく。

　ぽつんと用意された灰皿に、煙草たばこを押し付けた。

　険しい表情で画面を見つめていると、メッセージの通知が表示される。

　歌うた種たねやすみ──、由ゆ美み子こからの報告メッセージだ。

　その瞬しゆん間かんだけ、表情が緩ゆるんだ。

　手早く返事を打ち込んでから、ポケットに仕し舞まう。

　あまり席を立つのも悪いと思い、加か賀が崎さきはバーの中に戻もどった。

「すみません、成なる瀬せさん。担当からの連れん絡らくで」

「いえいえ、お気になさらず。お互たがい様さまですから」

　バーのカウンター席に座る女性、成なる瀬せ珠しゆ里りが微ほほ笑えむ。

　大手声優事務所、ブルークラウンの敏びん腕わんマネージャーだ。

　いつまでも馴な染じまないスーツに、落ち着きのない所作、大きな眼鏡に童顔が相まって、全くそうは見えないけれど。

　彼女とラインが繫つながったのは、加か賀が崎さきにとって僥ぎよう倖こうと言えた。

『裏営業疑ぎ惑わく』ですっかりマイナスイメージが根付いた千ち佳かと由ゆ美み子こを、何とか盛り上げていこう。協力していこう、と決めてから、成なる瀬せとはたまにこうして酒の席を設けている。

　静かなバーで、並んでちびちびとお酒を飲んでいた。

「そういえば、成なる瀬せさん。知ってます？　歌うた種たねと夕ゆう暮ぐれさん、最近柚ゆ日び咲さきさんと仲良いみたいなんですよ」

「あ、らしいですね。わたしもびっくりしました。柚ゆ日び咲さきさんって、プライベートでは夜よ祭まつりさんとしか関わらないことで有名なんですけど……。吉よし沢ざわさんも驚おどろいてました」

「あまりウマが合うようには見えないんですけどね……。この前、夜よ祭まつりさんの家で四人で鍋なべ食べたらしくて。あたしの知らないところで、企き画かくでも動いてるのかと疑いました」

「あれ、完全プライベートらしいですよ。不思議ですよね……」

　そういった声優の話もしたし、全く関係のない雑談もしたし、腹の探さぐり合いもした。

　こういう飲みの席は、あくまでラインの維い持じ、情報収集の場でしかない。

　加か賀が崎さきは基本的に、自分の話をしない。

　気を許していますよ、と胸きよう襟きんを開くことはあっても、あくまでアピールでしかなかった。

　だからこそ、自然とこんな話をしたのは、自分でも驚おどろくことだった。

「成なる瀬せさんは、この仕事。どう思ってます？」

「？　どう、というのは？」

「マネージャーの仕事です。嫌いやになったりしませんか」

「あー……、そうですね。もちろん、そういうときもありますよ。落ち込むことも多いですし。でも、やり甲が斐いはありますし、自分に合ってると思っています。……加か賀が崎さきさんは？」

「あたしも……、同じですね。性しように合あってるとは思います。大変ですけど、まぁ楽しいですし。でも時折──、どうしようもなく嫌いやになるときがあるんですよ」

　仕事上のラインを繫つなぐための、お互たがいにドライな飲み会。

　けれど、成なる瀬せの人ひと柄がらがそうさせるのか。

　それとも、別のことで加か賀が崎さき自身が参っていたからか。

　年上とは思えない童顔の彼女に、そっと自分の気持ちを吐と露ろしていた。

「理由を聞いてもいいですか？」

　成なる瀬せは甘いカクテルをちょびっとだけ飲んだあと、こちらを見つめた。

　加か賀が崎さきは軽く息を吐はく。

　ゆっくりと、自分の考えを述べていった。

「いろんな声優を見てきました。中には、『こいつは絶対売れる』って確信する、キラキラして、すごい才能を持っていて、こちらがわくわくする子もいるもので。だけど、どんなに力があっても、それだけで売れる世界でもないじゃないですか」

「……そうですね」

　成なる瀬せは悲しそうな笑えみを浮うかべて、目を瞑つぶる。

　彼女のような大手事務所のマネージャーなら、この思いはより強いかもしれない。

　才能があっても、実力があっても、それだけで売れるとは限らない。

　そんな子たちが燻くすぶる姿を見るのは、辛つらかった。

「なぜ、と思ってしまうんです。才能を持つ人間が、いくら努力しても届かないときがある。地べたに這はいつくばり、血ち反へ吐どを吐はくような努力をしていても。かと思えば、分不相応にあっさり売れる者もいる。巡めぐり合あわせや運は大切です。しかし、ここまで差が出るものか、と」

　そこで、はあ、とため息を吐つく。

「あたしは、それがやるせない。そして、思うんです」

「『自分の力不足だったのではないか』……、ですよね」

　考えを読まれ、加か賀が崎さきは成なる瀬せを見る。

　彼女は困ったような顔で笑っていた。

　成なる瀬せはカウンターに視線を落とし、ぽつりぽつりと気持ちを口にしていく。

「わかります。とっても。わたしも、いっぱい見てきました。いろんな才能が、努力が、目の前で潰つぶれる様を。そのたびに、思います。もっとやりようがあったんじゃないか、売り方があったんじゃないか。──自分のせいで、売れなかったんじゃないか、と」

「……そうですよね」

　この悩なやみはきっと、マネージャーならだれもが抱かかえるものだ。

　目の前で、大切にしていた子たちが徐じよ々じよに崩くずれ去さっていく。

　どうしようもない無力感。

　後こう悔かい。

　自分は、彼女たちを適切にマネジメントできていただろうか。

　自分が足を引っ張ったせいで、輝かがやかしい才能が潰つぶれたんじゃないか。

　加か賀が崎さきは、自分の評価を知っている。

　所属声優からどういう目で見られているかわかっているし、「加か賀が崎さきさんの担当がよかった」と困ったことを言う子は多い。

　担当が替かわると告げたとき、絶望的な表情を浮うかべる子もいる。

　しかし、それで得意になったことは一度もない。

　自分の担当で成功した声優はいるけれど──、自分の手の上で潰つぶれていった声優もたくさん見てきたからだ。

　彼女たちが立ち去るときに見せた、寂さびしい笑え顔がおはいつまでも心にこびりついている。

　成なる瀬せは遠くを見つめるような目で、ひっそりと呟つぶやいた。

「ただ頑がん張ばれば、それでいいという世界ではありません。だけどやっぱり、努力は報むくわれてほしいと思います。一いつ生しよう懸けん命めいやってきた子に、相応のご褒ほう美びがあってもいいじゃないか、と」

　加か賀が崎さきも頷うなずく。

　努力をしても、報むくわれるとは限らない。

　そんなことは、だれだってわかっている。

　だけど、自分たちは必死にもがく彼女たちを、目の前で見てきた。

　だれよりも近い場所で。

　報むくわれてもいいじゃないか、と天に吐はき捨すてたくなるのも、仕方がなかった。

「……夕ゆう暮ぐれさんは、報むくわれてほしいですね。あんなことがあっても、あれだけ頑がん張ばっている」

「それを言うなら、歌うた種たねさんもですよ。あんなことがあったのに、頑がん張ばっています」

　お互たがいに顔を見合わせて、くすりと笑ってしまう。

　成なる瀬せとこうして酒を交かわすようになったのも、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの『裏営業疑ぎ惑わく』がきっかけ。

　あの直後は成なる瀬せから何度も謝罪と感謝をされたが、ようやく普ふ通つうに話せるようになった。

　互たがいに貸し借りをしている間あいだ柄がらでもある。

　仕事仲間として、彼女ほど心強い人もいない。

　グラスを持ち上げると、氷がからん、と音を立てた。

「何とか、売れさせたいですね。できれば、ふたり揃そろって」

「そうですね。あのふたりは、いっしょにいるほうが双そう方ほうのためになります。ですから、協力し合いましょう、加か賀が崎さきさん」

　成なる瀬せはにっこり微ほほ笑えむと、グラスをこちらに差し出してきた。

　もちろんです、と答えて、己おのれのグラスをかつん、と当てる。

　遠くで雨音が聞こえた気がした。







「ん。ほんとだー。ここのケーキ、おいしいね」

「だろ」

　テーブルの向かいに座る由ゆ美み子こが、嬉うれしそうにケーキを頰ほお張ばる。

　そうやって無む邪じや気きに喜ばれると、こちらまで嬉うれしくなるな──、と加か賀が崎さきは思う。

　わざわざこんな洒しや落れた喫きつ茶さ店てんを選んだのも、それが理由だ。

　由ゆ美み子こは、「わー……、なんかすごい……、大人っぽいなー……」という顔をしながら、店に入ってきた。おそるおそる、興きよう味み津しん々しん、といった顔で。

　驚おどろく顔や喜ぶ顔が見たくて、つい彼女をいろんな場所に連れて行ってしまう。

　打ち合わせなんて、その辺のチェーン店で十分だっていうのに。

「ここ、コーヒーもおいしいよね。あたし好みだな～」

　カップに口を付けると、由ゆ美み子こはこれまた嬉うれしそうに感想を述べた。

　出会った頃ころはブラックコーヒーなんて絶対に飲まなかったのに、由ゆ美み子こは「加か賀が崎さきさんっていつもブラックだね」と興味を持ち、飲み始めるようになった。

　今では彼女もコーヒーを嗜たしなみ、味もちゃんとわかるようになっている。

　加か賀が崎さきだって人間だ。

　そういう可か愛わいげを見せられると、弱い。

　担当に深入りするのはよくない、と頭ではわかっているのだけれど。

「………………」

　コーヒーを一口飲んで、由ゆ美み子この話を思い出す。

　平静を装よそおって聞きはしたが、やはり心に重いものが残った。

　今日、彼女を喫きつ茶さ店てんに呼び出した理由は、ふたつある。

『魔ま女じよ見み習ならいのマショナさん』『ティアラ☆スターズ』の仕事が決まったことを伝えるため。

　そして、由ゆ美み子こ自身が「相談に乗ってほしい」と言ってきたため。

『進路をどうするか、迷っている』

　そう相談された。

　早いもので、彼女はもう高校三年生。

　なのに、卒業後の進路に迷い始めたそうだ。

　大学進学か、それとも声優一本に絞しぼるのか。

　どうするのがいいのかな、意見を聞かせてほしいな、と由ゆ美み子こは加か賀が崎さきに相談してきた。

　そんな由ゆ美み子こに、加か賀が崎さきは彼女が想定していなかった、三つ目の選せん択たく肢しを提示した。

『声優をやめる』という選せん択たくだ。

　彼女のことを──、歌うた種たねやすみではなく、佐さ藤とう由ゆ美み子ことして考えるのであれば。

「やめる」という選せん択たく肢しを提示したことは、間ま違ちがいじゃない。

　マネージャーとしては失格かもしれないけれど。

　ここで身を引いて、声優時代を輝かがやかしい思い出として抱かかえて。

　これからの人生を穏おだやかに過ごすのは、きっと幸せなことだと思う。

「………………」

　でももし、本当に由ゆ美み子こから「もうやめる」と言われてしまったら。

　きっと自分は、「そうか」とだけ答えて、悲しみを押し殺すのだろう。

「あ、そうだ。加か賀が崎さきさん。……どうしたの？」

　由ゆ美み子こは何かを言いかけて、やめた。

　どうやら自分は、知らず険しい表情をしていたらしい。

「マショナさんの現場、大変そうだなと思って」とごまかしたら、彼女は苦く笑しようして納なつ得とくする。

「で、どうした」

「あぁうん。実はさっき、乙おと女め姉さんと秋あき空そらさんとご飯食べて来たんだ。あとオマケにわたな……、ユウもいっしょに。楽しかったよ」

「………………」

　は？　と言いそうになって、寸前で飲み込む。

「……由ゆ美み子こ。秋あき空そらって、秋あき空そら紅葉もみじだよな。身体からだ壊こわして声優やめた、トリニティの」

「事務所には所属してるみたいだけど。そう、その秋あき空そらさん」

　なんでだよ。

　どういうメンバーでメシ行ってんだよ。

　そんな言葉を、再び加か賀が崎さきは飲み込む。

　少し前に、由ゆ美み子こから「桜さくら並なみ木き乙おと女めのために、秋あき空そら紅葉もみじに会いたい」と連れん絡らくがあった。

　秋あき空そら紅葉もみじは、声優業界を志半ばで去った声優だ。

　そんな子たちを目の前で見てきた加か賀が崎さきにとって、由ゆ美み子こと秋あき空そらは決して会わせたい対象ではなかった。

　由ゆ美み子こにとってはもちろん、秋あき空そらにとっても。

　結果会うことはできても、話はこじれてしまったらしい。

　ただ、そのあとのライブでは秋あき空そらが駆かけ付つけてくれた……、とは由ゆ美み子こから聞いている。

　にしても、だ。

　どういう経けい緯いを辿たどったら、その四人でメシ食うことになるんだよ。

「……あー。なに食べたんだ？」

「お寿す司し！　おいしかったよ。姉さんが、高いお寿す司し屋やさんに連れて行ってくれたの。あたし、あんな高級なお寿す司し屋やさん初めてでさあ。お礼なんだって。そんなのいいのにねえ」

　由ゆ美み子こは照れくさそうに笑いながら、ケーキを口に運ぶ。

　よっぽどお気に召めしたらしく、満足そうに頰ほおを緩ゆるめた。

　その姿を見て、心が穏おだやかになっていくのを感じる。

　由ゆ美み子こが「声優をやめたい」と言っても、おそらく自分は止めない。

　それどころか、今もやめる選せん択たく肢しを提示している。

　加か賀が崎さきりんごは、歌うた種たねやすみの演技に惚ほれ込こんでいる。

　いずれ必ず、成功してくれると信じている。

　だが、実力があってもどうにもならないのは成なる瀬せと話したとおりだった。

　由ゆ美み子こが声優として、成功する姿を見たい。

　それと同じくらい──、彼女が折れる姿は見たくなかった。

　由ゆ美み子こが泣きじゃくりながら、「もうやだ。もうやめたい」と嗚お咽えつを漏もらす姿も、「今までありがとね」といやにさっぱりした顔で、立ち去る姿も。

　ボロボロになるくらいなら、その前に避ひ難なんさせてあげたかった。

　……結局のところ。

　自分は由ゆ美み子こが可か愛わいくてしょうがないのだろう。

　歌うた種たねやすみじゃなく、佐さ藤とう由ゆ美み子ことして。

　由ゆ美み子こには幸せになってほしい。

　不幸になってほしくない。

　その気持ちが、どうしてもマネージャーから逸いつ脱だつした行動を取らせてしまう。

　こんな感情、マネージャーとして失格だ。

　もっとビジネスライクで、淡たん々たんとした関係を保つべきなのに。

「………………」

　もちろん、由ゆ美み子こが「じゃあやめる」と言い出すとはとても思えない。

　彼女の中にある熱い闘とう志しは、揺ゆらぐことはあっても消えはしない。

　由ゆ美み子こがこの業界を立ち去るとしたら、ボロボロになって、どうしようもなくなってから。

　ごめん、加か賀が崎さきさん。ダメだった。

　そう寂さびしく笑う日まで、彼女はがむしゃらに走り続ける。

　そうならないように、自分が由ゆ美み子こ以上に必死になる必要があった。

　彼女の夢である、プリティアになれる日をともに追い続ける。

　それが無理だったとしても、せめて。

　由ゆ美み子こが納なつ得とくできる場所まで導くのが、自分の仕事だ。

「んー。おいしかった」

　由ゆ美み子こは満足そうにフォークを置き、ブレンドを口にした。

　その表情はやわらかく、可か愛わいらしい。

　初めて出会った中学生の頃ころより、随ずい分ぶんと大人っぽくなったけれど、ふと見せる表情はまだまだ子供だ。

　それを眺ながめながら、加か賀が崎さきはメニューを手に取る。

「ほかのケーキも旨うまいぞ。まだ食べられるのなら……」

「いやいや、加か賀が崎さきさん。もうお腹なかいっぱいだって。二個は無理無理」

「そうか？」

　由ゆ美み子こに慌あわてて言われ、加か賀が崎さきはメニューを戻もどした。

　やけに食べさせようとするのも、悪い癖くせだな、と思いながら。
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　放送作家の朝あさ加か美み玲れいは、頭痛を覚え始めていた。

　そのズキズキとした痛みが強くなる前に、冷えピタを一枚取り出す。

　元々貼はってあった冷えピタをおでこから剝はがし、新しいものと取とり換かえた。

　熱っぽかったおでこは、それでいくらかマシになっていく。

　それでも朝あさ加かは、ブースの中でため息を吐ついた。

　これからラジオ番組の収録が始まる。

　それが憂ゆう鬱うつで仕方ないからだ。

「もうちょっと……、仲良くしてくれないもんかなぁ……」

　静かなブースにひとりでいるからか、愚ぐ痴ちがこぼれ落ちる。

　パーソナリティ同士の仲が悪いと、放送作家含ふくめた関係者全員にストレスを与あたえる。

　ギスギスした空気を出す人といっしょにいて、機き嫌げんがよくなる人間などいない。

　こちらもひたすらに気を遣つかう。

　あのふたりの険悪な雰ふん囲い気きを思い出し、気持ちが沈しずんでしょうがなかった。

　これから、またあの煽あおり合いを見なくちゃいけないのか……、と頭を抱かかえたくなる。

　しかも朝あさ加かは放送作家という立場上、ふたりの仲ちゆう裁さいに入らなければならない。

　不思議なもので、平等に接しているのに「なんで自分にだけ当たりがきついんだ」とお互たがいが感じて、ヘイトをこちらにまで向けてくる。

　何とも損な役回り。

　元気もなくなるというものだった。

「おはようございます」

　朝あさ加かが心の中でうんうん唸うなっていると、当の本人がやってきた。

　挨あい拶さつとともに入ってきたのは、黒くろ髪かみの女性。

　すらりとした体型で、勝気そうな顔をより強調するメイクをしていた。

「あ、おはよう」

　朝あさ加かは努めて笑え顔がおで、挨あい拶さつを返す。

　彼女は朝あさ加かを一いち瞥べつし、気だるそうに席に着く。

　ここ数年で一気に仕事量が増えたせいか、疲つかれた顔を見せることも多い。

　まぁ常に目の下にクマを作り、冷えピタをでこに貼はり付つけた朝あさ加かが言えた話ではないが。

　昔は可か愛わいげのある子だったのに、今は笑え顔がおもあまり見せなくなった。

　彼女はムスっと黙だまり込こんだまま、台本を確かく認にんし始める。

　すると、細い眉まゆがぴくりと動いた。険のある声が飛び出す。

「朝あさ加かさん。ここ、字が間ま違ちがっています。わたしの名前。漢字」

「えっ。あ、ごめん」

「しっかりしてください。寝ねてないんですか？」

　盛せい大だいなため息を吐つかれてしまう。

　言うまでもなく、これは朝あさ加かのミスだ。申し訳ないとは思う。

　自分のミスを正当化するつもりはないが、以前の彼女なら「ちょっとー、朝あさ加かさん！　字違ちがう～！」と笑って許してくれたのに。

　朝あさ加かだって人間だ。

　自分が作った台本を面めん倒どうくさそうに確かく認にんされ、ミスだけ指し摘てきされたら心が重くもなる。

　確かく認にんすると、確かに『綾あや』が『彩あや』になっていた。

　彼女の名前は松まつ井い綾あや乃の。

　二十代半ばながらも、今勢いに乗っている女性声優だった。

　朝あさ加かが頭を悩なやませているパーソナリティの、片割れでもある。

「おっはようございまーす」

　松まつ井いとは真逆で、軽快な挨あい拶さつと笑え顔がおで入ってきたのは、もうひとりのパーソナリティ。

　井い村むら渚なぎさ。

　声優事務所ティーカップの女性声優だ。

　彼女は小こ柄がらで、茶ちや髪ぱつのショートボブがとても似合っている。可か愛わいらしい容姿をしていた。

　松まつ井いの持つ雰ふん囲い気きとは正反対で、今も明るく笑っている。

「あっ……」

　井い村むらは松まつ井いに気付くと、途と端たんに能面のような無表情になる。

　なんだよ、もう来てたのかよ、という心の声が聞こえてきそうだった。

「……………………」

　一方、松まつ井いは顔を上げることも挨あい拶さつを返すこともなく、露ろ骨こつな無視をしていた。

　それを見下ろして、井い村むらは舌打ちでもしたそうな表情になる。

　……ヒィ～。

　朝あさ加かは悲鳴を上げそうになる。

　空気が重い。重すぎる。

　居たたまれない気持ちでいっぱいだ。

　今ばかりは、ほかのスタッフが羨うらやましくて仕方がない。

　放送作家くらいだ。パーソナリティといっしょに、ブースに閉じ込められるのは。

　普ふ段だんはともかく、今は逃にげ出だしたくて仕方なかった。

　彼女たちから目を逸そらしていると、隣となりに座った井い村むらに肩かたをぽんぽんと叩たたかれる。

「朝あさ加かさぁん。この番組、もうちょっとで最終回じゃないですか。最終回、どんな企き画かくをするか考えてるんですか？　それとも、今までどおり？」

　ずぅんとした雰ふん囲い気きの中、ほとんど猫ねこ撫なで声ごえの井い村むらは浮ういていた。

　朝あさ加かは戸と惑まどいつつも、彼女の質問に答える。

「あぁ、うん。普ふ段だんと違ちがうことはやろうと思っているけど、まだ考え中かな」

「そうなんだ～。朝あさ加かさんの企き画かく、面おも白しろいから楽しみだな～。でも、最終回って……」

　笑え顔がおで話してくれるのは、ムスっと黙だまっていられるよりもずっとありがたい。

　しかし、井い村むらは朝あさ加かのほうに身体からだを向けて、まるで松まつ井いをいない者のように扱あつかっていた。

　当てつけのように、視界から遮しや断だんしている。

「で、朝あさ加かさん。この番組が終わっても、わたし朝あさ加かさんと仲良くしたいんですよ。またご飯とか行きましょうね？　それで、何か番組が始まるなら、ぜひ呼んでほしいな～って」

　井い村むらはニコニコしながら、手を合わせている。

　これくらいの営業ならかわいいもので、朝あさ加かも普ふ段だんどおりの対応をするところなのだが。

「……ふっ」

　松まつ井いが嘲あざけるような含ふくみ笑わらいをしたせいで、空気が一変した。

　今まで笑え顔がおだった井い村むらの表情が無に戻もどり、その目に怒いかりが宿る。

　冷たい表情で、松まつ井いを睨にらんだ。

「なに。今、なんで笑った？　感じ悪いんだけど」

「べつに。ただ、必死で媚こび売ってて可哀かわい想そうだなって思っただけ」

「はァ？　媚こびなんて売ってないし。普ふ通つうに話してただけじゃん」

「あぁもう癖くせになってんのね。あんた、いつもそうだよね。関係者にヘラヘラ、ペコペコして。プライドなさそうで羨うらやましいよ」

「っ……」

　松まつ井いの度が過ぎた発言に、井い村むらが傷付いた顔になる。

　けれどすぐに好戦的な目つきになり、強く言葉を投げ返した。

「ふうん？　あんたみたいにお高くとまれば、偉えらいって？　言っとくけど、あんた関係者からの評判最っ悪だから。みんな『天てん狗ぐになった』って言ってる。実際調子に乗ってるしさァ」

「はあ？　なに、そのみんなって。適当なこと言うなよ。いっつもそう。そうやって人を貶けなして、自分が優位に立ったと思い込んでさ。周りを落としても、自分は上がんないけど？」

「！　じゃあ言わせてもらうけど？　村むら瀬せ監かん督とくも山やま越ごえマネージャーも、三島さんだって同じ意見。一過性のブームで調子乗って、仕事なくなるタイプ。どうせ数年後には消えてるよ！」

「……！　あのさぁ、自分が引ひき抜ぬかれなかったからって、逆さか恨うらみすんのやめてくれない？　そんなに悔くやしかった？　あんたはいらない扱あつかいされたことがさ！　嫉しつ妬とも大たい概がいにしろよ！」

「はあ!?　ふざけんな、それが調子乗ってるって言うんだよ！」

　静かなつつき合いは加熱し、あっという間に火が回った。

　お互たがいが一いつ瞬しゆんで冷静さを失い、声を張り上げての罵ののしり合いに変わってしまう。

「ちょっと！　ふたりともいい加減にしなって！　言いすぎ！」

　こんなとき、仲ちゆう裁さいするのは朝あさ加かの役目だった。

　ふたりよりも大きな声を出して、大おお袈げ裟さな手て振ぶりで制する。

　彼女たちは、渋しぶ々しぶながら言葉の刃は物ものを仕し舞まった。

　それでも決して謝ることはなく、不ふ貞て腐くされた態度で顔を逸そらす。

　ブース内に険悪な空気は残ったまま、ふたりは黙だまり込こんでしまった。

　地じ獄ごくだ。

　勘かん弁べんしてほしい。

『……そろそろ収録始めま～す』

　調整室から、ディレクターの声が聞こえてくる。

　まるで空気を読めていないような、その実しっかり読んでいる大おお出いでの声だ。

　どうせ、このまま放っておいても雰ふん囲い気きが改善することはない。

　ならばさっさと収録を始めて、スイッチを切きり替かえたほうがよい、という判断だろう。

　松まつ井いも井い村むらもプロだ。

　さすがに番組内までは、この空気を引きずらない。

「綾あや乃のと！」

「渚なぎさの？」

「「松まつ井い村むらにようこそ！」」

「みなさん、ようこそ。松まつ井い村むらの松まつ井いのほう、松まつ井い綾あや乃のです！」

「どもども～、みなさんようこそ。松まつ井い村むらの井い村むらのほう、井い村むら渚なぎさで～す」

　軽快なＢＧＭとともに、明るい挨あい拶さつをふたりがこなす。

『綾あや乃のと渚なぎさの松まつ井い村むらにようこそ！』は数年前に始まった、安定した人気を誇ほこるラジオ番組だ。

　彼女たちの所属するティーカップは、同期で同い年の松まつ井いたちを率そつ先せん的てきに売り出していた。

　コンビで仕事をすることも多くなり、ファンからセットで『松まつ井い村むら』と呼ばれるのも時間は掛かからなかった。

　事務所がさらにふたりをプッシュしていくため、この番組は始まる。

　目もく論ろ見みは見事に当たり、松まつ井い綾あや乃ののブレイクもあって、この番組は人気を博したが……。

「さてさて、先日番組の最終回が発表されましたけども」

「突とつ然ぜんの発表で驚おどろかせたよね～。でもわたしたちは最後まで楽しくやるから、みんなも楽しく聴きいてほしいな～」

　先ほどの険のある声とは程ほど遠とおい、穏おだやかな口調でふたりは話す。

　最終回。

　松まつ井い綾あや乃のと井い村むら渚なぎさの番組、『綾あや乃のと渚なぎさの松まつ井い村むらにようこそ！』は次の改編期に終しゆう了りようする。

　人気があったのに、なぜ、というリスナーの声は多かった。

　そう思うのは当然で、この番組は打ち切りになるような聴ちよう取しゆ率りつではない。

　だが、理由は単純だ。

　松まつ井い綾あや乃のの事務所移い籍せきが決定したから。

　松まつ井い綾あや乃のは声優事務所『カラメル・プロモーション』に移い籍せきする。

　元々、この番組はティーカップが『松まつ井い村むら』をプッシュするために資金を出している番組だ。その片方が移い籍せきするのなら、番組を畳たたむのも無理からぬ話だった。

　しかし、そんな内情を話すわけにはいかない。

　ふたりは素知らぬ顔でトークを続けていく。

「最終回が発表されて、番組にメールがいっぱい来たみたい。あぁそれと、わたしの移い籍せきの件も。も～、みんな騒さわぎすぎだからね？　心配されることじゃないのに」

　松まつ井いが明るい声で笑っている。

　それを見る井い村むらの目が、一いつ瞬しゆん曇くもったのが朝あさ加かからはわかった。

　昔は姉し妹まいのように仲がよかったのに、関係が急激に悪化したのは松まつ井いの移い籍せきが原因だ。

　元々彼女たちは、芸歴を重ねるごとに徐じよ々じよにぎこちなくなっていた。

　松まつ井いばかりが飛ぶ鳥を落とす勢いで売れ、井い村むらはその勢いについていけなかったからだ。

　すれ違ちがいが起きるようになり、差が開くごとに口数が減っていく。

　そして、カラメル・プロモーションが引ひき抜ぬいたのは、売れっ子の松まつ井いだけ。

　松まつ井いは井い村むらに何の相談もなく移い籍せきを決めて、それが原因でラジオも終しゆう了りようしてしまう。

　ふたりの仲にとどめを刺さすには十分だった。

「……………………」

　朝あさ加かとしても、安定した人気番組が終わるのは残念だ。

　ふたりの仲に亀き裂れつが入ったままなのも辛つらかった。

　収録のたび、カラメルめ……、と密ひそかに逆さか恨うらみする日々だった。







　収録が終しゆう了りようし、松まつ井いは「お疲つかれ様さまでした」とそっけなく言い捨て、さっさと退出した。

　井い村むらは彼女の背中をひと睨にらみしたあと、朝あさ加かにはパっと笑え顔がおを向ける。

「お疲つかれ様さまです、朝あさ加かさん。最後までよろしくお願いしますね」

　彼女はキラキラした愛あい嬌きようを振ふりまきながら、ブースから出て行った。

　朝あさ加かは、はあ～……、と大きな大きなため息を吐ついてから、ブースを出る。

「お疲つかれ様さま。今日も大変だったね、朝あさ加かさん」

　そう声を掛かけてくれたのは、ディレクターの大おお出いでだ。

　彼はぽっこり出たお腹なかを撫なでながら、眉まゆを寄せる。

「今日もあのふたりは激しかった、というか、キツかった、というか……。アレに比べれば、歌うた種たねさんと夕ゆう暮ぐれさんなんて、かわいいもんだね」

「かわいい、なんてもんじゃないですよ。むしろ、癒いやされます。今はあのふたりの罵ののしり合いを聞きたいくらいですよ」

　肩かたを落としながら答えると、大おお出いでは顎あごに手をやって「ほう」と頷うなずく。

「まぁ確かに、歌うた種たねさんたちのやりとりは聞いてて楽しいからねえ。でも、癒いやされるって感想は面おも白しろいね」

「アレに比べたら、ですけどね。やすみちゃんも夕ゆう陽ひちゃんも、相手を怒おこらせることは言いますけど、傷付けることは言いません。以前は事故もありましたが……。今はちゃんとラインを引いて、その中でじゃれ合ってるんですから。猫ねこの喧けん嘩かみたいで癒いやされますよ」

「そうだねえ。本人たちは不本意だろうけど。ふたりとも、いつまで経たっても本気で喧けん嘩かしてるからねえ。ちゃんと心から怒おこってるし」

　大おお出いではおかしそうに笑う。

　そう。だからこそ、あのふたりのやりとりはエンタメになるのだ。

　本気で怒おこって、本気で煽あおって、ムキー！　とはなるものの、相手を軽かろんじることはない。

　相手を貶おとしめようと髪かみを引っ張り合う松まつ井いと井い村むらとは、本質的に違ちがう。

　そばにいても、安心して見ていられた。

　朝あさ加かが由ゆ美み子こたちの煽あおり合いを思い出していると、大おお出いではしみじみと言う。

「ま、喧けん嘩かが成立するのは、相手に関心があるからだしね。本気で仲が悪かったら、しゃべりもしないし、喧けん嘩かも起きない」

「………………」

　それには朝あさ加かも、胃を痛めながら同意する。

　まだ喧けん嘩かするほうがマシなのだ。

　関係が修復不可まで行ってしまうと、お互たがいに言葉を交かわすことさえない。

　ブース内で黙だまり込こんで、言葉を発さず、放送作家を通してでしか意見を交こう換かんしなくなる。

　そこまでどうしようもなくなった現場を、朝あさ加かも経験していた。

「朝あさ加かさんはこれでもう上がりでしょ？　お疲つかれさん。ゆっくり休んだら？」

「そうさせてもらいます……。お疲つかれ様さまでした」

　ぐったりしながら、朝あさ加かは調整室から廊ろう下かに出る。

　疲つかれ切きってはいたものの、幸いながら明日は休みだ。

　それにほっとしつつ、今何時くらいかな、とスマホを取り出して、げっと声が出た。

　ちょうど着信があったのだ。

　話したくない相手から。

　スマホを見ていた手前、無視をするのは後ろめたい。

　仕事が終わっているのも大きかった。

　心情的に何の言い訳もできず、朝あさ加かは廊ろう下かの端はしっこに移動する。

　窓の外を眺ながめながら、電話を取った。

「もしもし。なに」

『あ、やっと出た！　美み玲れい、あんたもー、いつ電話しても出ないんだから！　折り返しもしてこないし！　とんだ親不孝者だよ！』

「……悪かったよ、お母さん。でも仕事が忙いそがしいんだし、しょうがないでしょ」

　ため息を堪こらえながら、朝あさ加か美み玲れいは母親に相あい槌づちを打つ。

　ここ最近、彼女から電話が掛かかってきていることには気付いていた。

　しかし、電話の内容がわかっていただけに、ずっと避さけ続けていたのだ。

『忙いそがしい忙いそがしい、っていつもそうじゃないの。二十四時間仕事してるわけでもあるまいし。で？　今度はいつ帰ってくるの？　お盆ぼんは帰ってくるんでしょ？　今年はお兄ちゃんも──』

　これだ。

　これを訊きかれるから、電話に出たくなかったのだ。

「……あー。しばらく無理かも。仕事が立て込んでてさ」

　噓うそだった。

　お盆ぼんや年末の直前は忙いそがしくなるものの、ちゃんと休みももらえる。

　全く帰れないということはない。

　けれど、帰りたくなかった。

　理由は明白。

『美み玲れい、あんた仕事仕事って、そればっかじゃない。いつ結けつ婚こんするの？　ちゃんと考えてる？　いくら晩ばん婚こん化が進んでるからって、いつまでも若いままじゃないんだよ？　彼かれ氏しは？　ちゃんと作った？　早くお母さんを安心させてほしいよ、ほんと』

　これだ。

　これが嫌いやなのだ。

　実家に帰ったところで、彼かれ氏しは結けつ婚こんは孫は、いつまでも若くないんだから早く結けつ婚こんしたらあぁいい人紹しよう介かいしてあげる、ともー、うるさいうるさい。

　お盆ぼんや年末だと、そこに親しん戚せきも加わってくるのだから、最悪だ。

　今度こそため息を吐つきながら、適当にあしらう。

「あー、はいはい。相手ができたら報告するから。もういい？　切るよ？」

『あ、ちょっと待ちなさい美み玲れい！　あんたいつもそうやって相手ができたらー、なんて悠ゆう長ちようなこと言う！　だからお母さん考えたのよ。ほら、最近声優がテレビにも出てるじゃない？　それでピン！　ってきたの！　美み玲れいのやってる番組で、よさそうな相手いないの？』

「……はあ？」

『売れっ子の声優とかいるでしょ？　それを捕つかまえなさいよ！　放送作家って、話す機会も多いんでしょ？　それを上う手まく利用して。どう？　いい人いそう？』

「あのねえ、お母さん。作家が担当番組の声優に手出したら、業界から干されるよ」

　親の浅はかな思い付きに、呆あきれながら反論する。

　これもままあることだった。

　業界のことを何もわかっていないのに、なぜか物知り顔でアドバイスしてくる。

　しかし、母があっけらかんと言い放った次の言葉に。

　朝あさ加かは、何も言えなくなってしまった。

『いいじゃない、干されても。それで結けつ婚こんできるなら。声優と違ちがって、放送作家は別に美み玲れいがやる必要はないんでしょ？　別の人にやってもらえばいいじゃない。裏方なんだし。しゃべるのは声優なんだから、あんたがいなくてもだれも困らないでしょ？』

「そっ……」

　それは、朝あさ加かが見ないふりをしていた部分を、的確に突つく行こう為いだった。

　放送作家は裏方。

　それは事実だ。

　自分の存在が、パーソナリティほど重要である、と驕おごったことはない。

『自分はこの番組に必要だ』と胸を張れたこともない。

　いつだって、矢や面おもてに立つのはパーソナリティ。

　彼女たちが彼女たちだからこそできる仕事だし、評価も責任も彼女たち自身に振ふりかかる。

　作家は彼女たちが話す場を整えるのが役目であり、だからこその『構成作家』。

　それを理解しているだけに、時には考えてしまう。

　必要なのはパーソナリティであって。

　放送作家・朝あさ加か美み玲れいは、いてもいなくても変わらないのでは、と。

「……仕事が立て込んでるから。切るよ」

『あ、ちょっと、美み玲れい──』

　強ごう引いんに電話を切り、朝あさ加かはスマホをポケットに仕し舞まう。

　普ふ段だんなら、あんなこと言われても気にしないのに。

　母親の言葉が、胸の中にもやもやと残り続けていた。

　最近忙いそがしかったからか、それとも松まつ井いと井い村むらの口論に当てられたのか。

　何にせよ、変に弱っている気がしてならない。

　無む性しようにお酒でも飲みたい気分だった。

「……あ」

　飲み屋に寄ることを考えていると、見知った顔を見つけた。

　彼女は目が合うとパっと表情を明るくさせ、トトトっと近付いてくる。

「お疲つかれ様さまです、朝あさ加かさん」

　愛あい想そよく微ほほ笑えむのは、大人気アイドル声優・桜さくら並なみ木き乙おと女めだった。

　たくさんのファンを魅み了りようする笑えみを、惜おしげもなく浮うかべている。

　相変わらずの見た目のよさ、纏まとうオーラの強さに、見慣れている朝あさ加かでさえ「おう……」となってしまった。

　それを表には出さず、朝あさ加かは笑え顔がおで答える。

「お疲つかれ、乙おと女めちゃん。乙おと女めちゃんは今から収録？」

「いえ、さっき終わったところです。今日はこれで終わりですね」

　機き嫌げんよさそうに笑う乙おと女めに、おっ、と思う。

　いい道連れを見つけたかもしれない。

「じゃあ乙おと女めちゃん、よかったら飲みに行かない？　乙おと女めちゃんが好きそうなお店、見つけたんだ。いい感じの雰ふん囲い気きでさ」

　朝あさ加かの言葉に、乙おと女めは顔を輝かがやかせる。

　両手を合わせて、「いいですね……！」とわくわくした様子を見せた。

「ぜひ。行きましょう、行きま……」

　嬉うれしいことにノリノリで付き合ってくれそうな乙おと女めだったが、その身体からだがなぜか傾かたむく。

　しげしげと朝あさ加かの顔を見つめていた。

「朝あさ加かさん、顔色悪いですよ」

「え、そう？」

　朝あさ加かは自分の頰ほおをぺたぺたと触さわる。

　自覚症しよう状じようはない。

　というより、いつもそれなりにしんどいのでよくわからなかった。

　乙おと女めはこちらの目をまっすぐに見て、はっきりと言う。

「はい。今日はやめておいたほうがいいです。家に帰って、ゆっくり寝ねてください」

「そうかな……。平気だと思うんだけど」

「そう思っていつの間にか倒たおれた人が、ここにいるんですから」

　乙おと女めは苦く笑しようしながら、自身を指差した。

　彼女は過労に過労を重ね、番組中に倒たおれるというトラブルを起こしたことがある。

　忘れたい過去を引き合いに出すのだから、朝あさ加かの顔色はよっぽど悪いのかもしれない。

　とはいえ、朝あさ加かが番組中に倒たおれたところでそれほど問題はないけれど……。

　あぁ、ダメだ。

　こういう思考自体が、まぎれもなく弱っている証しよう拠こだ。

「……うん、わかった。そうするよ。ごめんね、乙おと女めちゃん。また今度付き合ってね」

　ぜひ、と笑う乙おと女めと別れ、朝あさ加かは大人しく家に帰った。

　コンビニで適当に買った弁当をぶら下げて、家の扉とびらを開ける。

　開かい封ふうすらしていない段ボール箱を避さけながら、とりあえずキッチンに弁当を置いた。

「……なんか。食欲湧わかないなあ」

　そっけない親子丼どんを見下ろして、呟つぶやく。

　お腹なかは減っているはずなのに、おいしそうに見えない。食べる気がしない。

「……あぁ。なんだか本当にしんどくなってきた……」

　帰ってきて気が緩ゆるんだのか、身体からだがずぅんと重くなる。寒気も頭痛もしてきた。

　思わず、その場にしゃがみこむ。

　乙おと女めの言うとおり、本当に体調が悪いのかもしれない。

「乙おと女めちゃんに感謝だな……、とりあえずお風ふ呂ろだけ入って、さっさと寝ねよ……」

　熱が上がってきた感覚に呻うめき、朝あさ加かは風ふ呂ろ場ばによろよろと向かった。







　結局ご飯も食べず、家でやる予定だった仕事もできないまま、朝あさ加かは床とこに就ついた。

　頭痛から逃にげるように、深い眠ねむりを彷徨さまよい続ける。

　パチッと目が覚めたときには正午を迎むかえていた。

　せっかくの休みなのに、もう半分も浪ろう費ひしているという始末。

　けれどおかげで、久しぶりに身体からだと頭が軽かった。

　ぼんやりとした視界で身体からだを起こすと、何だかいい香りがしてくる。

　昨日の親子丼どんには何の反応もしなかったのに、お腹なかが猛もう烈れつに主張を始めた。

　そして、異変に気付く。

　物が氾はん濫らんし、汚よごれ放題だった部屋が綺き麗れいになっていたのだ。

「あ、朝あさ加かちゃん、起きた？　おはよ～」

「……あれ、やすみちゃん？　なんで？」

　目を擦こすりながら、なぜか部屋にいる女の子を見やる。

　学校ジャージに身を包み、長い髪かみを後ろで括くくるギャルっぽい少女。

　歌うた種たねやすみだ。

　彼女は呆あきれながら腰こしに手を当てた。

「朝あさ加かちゃん、忘れちゃったの？　今日行くって言ったじゃん。鍵かぎも渡わたしてくれたのに」

「あ。そうだっけ」

　すっかり忘れていた。

　少し前に休みが取れたという話をしたら、彼女が遊びに来ることになったんだった。どうせ寝ねているだろうからと、鍵かぎも渡わたした記き憶おくがある。

　そして由ゆ美み子こは当然のように、部屋を片付けてくれたらしい。

「朝あさ加かちゃん、起きたなら顔洗ってきたら？　で、ご飯にしよ」

「あ、あぁ……、うん」

　言われるままに洗面所に向かい、顔を洗う。

　綺き麗れいに拭ふかれた鏡の中に、だいぶ顔色がマシになった自分がいた。

　部屋に戻もどると、テーブルの上にはビーフシチューとガーリックトースト、シーザーサラダが並べられている。

　すっかり見み違ちがえた部屋の中に、食欲をそそる香りが満たされていた。

　キッチンには、タッパーも用意されている。あれはきっと冷れい凍とう用だ。

　由ゆ美み子こはほかほか湯気を立てる料理の前に座り、朝あさ加かに「さぁ食べよ～」と促うながした。

　胸がきゅうっとして、ぽかぽかと温かくなる。

　親子丼どんを食べる気になれなかったのは、温ぬくもりが足りなかったのかもしれない。

　その強い愛いとしさに、朝あさ加かは思わず口を開いた。

「やすみちゃん、結けつ婚こんしよう？」

「急にプロポーズ？　言っとくけどあたし、結けつ婚こんしても仕事やめないから家事は半々だよ？」

「今はゼロだから、半分やってくれるだけでもありがたい……」

「いや、朝あさ加かちゃんもやってよ……。なんで全くやらない前提で話を進めるんだ。それにあたし、乙おと女め姉さんからもプロポーズされてるからな～」

「桜さくら並なみ木き乙おと女めが相手か～……、それは勝てないなあ～……」

　軽口を叩たたきながら、朝あさ加かは由ゆ美み子この向かいに座った。

　深々と頭を下げる。

「やすみちゃん。いつもいろいろとやってくれて、本当にありがとうございます」

「いえいえ。朝あさ加かちゃんにはお世話になってますから。さ、食べよ？」

　笑い合ってから、お互たがいに手を合わせた。

　ビーフシチューは熱々で、口に入れた瞬しゆん間かんにほうっと息が漏もれる。

　心の底からの「おいしい……」という呟つぶやきがこぼれ落ち、由ゆ美み子こはやわらかな笑えみを浮うかべた。

　ありがたく食べ進めていると、ぐったりしていたメンタルも上を向いてくる。

　やっぱり人間に必要なのは、食事と睡すい眠みんなのかもしれない。

「ありがとう、やすみちゃん。ちょっと精神的に参ってたから、すごく元気出た」

　やはり、朝あさ加かは本調子ではなかったのかもしれない。

　感謝の気持ちだけでいいはずなのに、ぽろっと余計なことを言ってしまった。

　ガーリックトーストをかじっていた由ゆ美み子こが、顔を上げる。

「ん？　なんかあったの、朝あさ加かちゃん」

「ん。えーと……、やすみちゃん、カラメル・プロモーションって事務所、わかる？」

「あー、新しめの声優事務所でしょ。なんか、加か賀が崎さきさんが渋しぶい顔してた。結構強ごう引いんなこともやってるんだって？」

「そうそう。大っぴらに移い籍せきの勧かん誘ゆうしたりとかね。他事務所のタレントを引ひき抜ぬくのって、基本ＮＧな行こう為いでしょ？　グレーなことをする人は多いけどさ。でもみんな、ルールやマナーを意識はしてる。そんな中、思い切り黒判定が出る行動はしちゃダメだよねぇ」

　もちろんそれは建前であって、移い籍せきの話を持もち掛かける事務所はざらにある。

　それでもルールに抵てい触しよくするからコソコソやるし、それが常識でもあるだろう。

　それらを一いつ切さい無視し、「うちに来ませんか！」と声を掛かけたのがカラメルだった。

　関係者が眉まゆを顰ひそめるのも仕方がない。

　そして、それに応じたのがティーカップの松まつ井い綾あや乃のだった。

「そうなってくると、人間関係で支障が出ることもあるでしょ？　ちょっとそのゴタゴタを見ちゃってね」

　噓うそとも言い切れない、中ちゆう途と半はん端ぱなごまかしをする。

　それでも由ゆ美み子こは納なつ得とくしたようで、頷うなずきながら答えた。

「わかるわかる。あたしも移い籍せきするだのしないだので、揉もめてるところ見たことあるし」

　それだけデリケートな問題だ。

　詳しよう細さいまでは聞こうとしない由ゆ美み子こに感謝しつつ、朝あさ加かはガーリックトーストを手に取る。

　カリカリの食感を楽しんでいると、そばに置いてあったスマホが震ふるえ出した。

　朝あさ加かは画面を見て、「げっ……」と口にし、そっと目を逸そらす。

　朝あさ加かのその態度に、由ゆ美み子こはきょとんとしていた。

「出なくていいの？」

「いいよ、親だから。仕事だったら出るけどさ。温かいご飯のほうが大事でしょ」

　そう言って食事に戻もどると、由ゆ美み子こは苦笑いをする。

　少しだけ気まずそうに、由ゆ美み子こは震ふるえ続けるスマホを見やった。

「親おや御ごさん、ちょっと可哀かわい想そうだけど」

「いいのいいの。どうせ結けつ婚こんしろだのなんだのって、うるさく言うだけなんだから。勝手にさせてほしいよ、ほんと」

　ため息を吐つきながら、本音をこぼす。

　由ゆ美み子こは意外そうに目を瞬しばたたかせた。

　どうしたの？　と問いかけると、由ゆ美み子こは「いやぁ」と気の抜ぬけた笑えみを浮うかべる。

「当たり前なんだけど、朝あさ加かちゃんもだれかの子供なんだなあって」

　その気持ちはわからないでもない。

　学生同士なら、頻ひん繁ぱんに親の気配をお互たがいに感じる。

　けれど、いっしょに働く人からは、その人の親が見えることはあまりない。

　由ゆ美み子こからすれば朝あさ加かは大人に感じるだろうし、その感覚が珍めずらしかったのだろう。

　さらに由ゆ美み子こは、興味深そうに前のめりになった。

「それで朝あさ加かちゃんって、結けつ婚こんってどう考えてんの？」

「えぇ？　結けつ婚こん、結けつ婚こんねぇ……。いやぁ、少なくとも今は──」

　朝あさ加かは苦く笑しようしながら、その話に乗っかる。

　話題をちゃんと逸そらせてよかったな、と感じながら。

　朝あさ加かが『松まつ井い村むら』や親の話にげんなりしたのは事実だが、やはりあの一言が一番効いた。

『しゃべるのは声優なんだから、あんたがいなくてもだれも困らないでしょ？』

　放送作家という仕事を自分がやる必要はあるのか。

　その理由は何か。

　その答えを出せなくて、憂ゆう鬱うつな思いを抱いだいている。

　この話を由ゆ美み子こにすれば、彼女はいろんな言葉を尽つくして、「朝あさ加か美み玲れいは必要だ」と言ってくれるだろう。

　それはきっと本心だ。彼女はそういう子だ。

　だからこそ、由ゆ美み子こに慰なぐさめてもらって答えを得るのは、違ちがうと思ったのだ。

　それと、まぁ。

　由ゆ美み子この中では、朝あさ加か美み玲れいという存在は『頼たよりになる大人で、良き相談相手』。

　ちょっと弱音を吐はいたところで、由ゆ美み子この評価が変わるとは思えないが。

　まだ少し、由ゆ美み子この前では『頼たよりになる朝あさ加かちゃん』のままでいたかった。







　由ゆ美み子このおいしいご飯を食べて、たっぷりと睡すい眠みんを取り、活力を取とり戻もどした。

　収録のためにスタジオの廊ろう下かを歩きながら、改めて考えに耽ふける。

「わたしが放送作家をやる理由……」

　その答えを得るために、過去の自分を思い出す。

　元々、朝あさ加かはラジオを聴きくのが好きな女の子だった。

　高校の通学に時間が掛かかったため、暇ひま潰つぶしにラジオを聴きき始めたのがきっかけだ。

　それから、ラジオの世界にすっかりハマった。

　どんどん聴きく番組が増えて、大学時代もラジオを聴きいて過ごした。

　そんなある日。

　大学の卒業生が放送作家をやっており、友人のツテで話を聞かせてもらえることになった。

　朝あさ加かにとってその人は業界人であり、憧あこがれの存在。
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　興奮しながら話を聞かせてもらった。

　朝あさ加かがあまりにも熱心だからか、その人が笑ってこう言ったのだ。

『そんなに好きなら、手伝いみたいなことをしてみる？』と。

　当時、単位をほとんど取り終えていたこともあり、朝あさ加かは喜んでその話を受けた。

　そして、放送作家の手伝い──、いわゆるサブ作家として朝あさ加かは忙ぼう殺さつされることになる。

　そこで初めて番組立ち上げから参加したのが、『柚ゆ日び咲さきめくるのくるくるメリーゴーランド』だった。

　元々そのつもりだったのかはわからないが、続けていくうちにメインの放送作家が番組から外れ、流れで朝あさ加かがメイン作家を任された。

「あれから……、やたらと仕事が来るようになったなあ……」

　というか、ほとんど押し付けられた。

　大学を卒業したあとも、朝あさ加かは結局そのまま業界に居い座すわっていた。

　すると、節操のない仕事がポンポン飛び込んでくるようになったのだ。

　最初は先せん輩ぱい作家が気を回してくれたんだろうし、それは大変ありがたいと思う。けれど、それをこなしているうちに、「朝あさ加かに何とかさせとけ」とばかりに仕事を投げられることが多くなり、がむしゃらに働いているうちにここまで来てしまった。

　考える余よ裕ゆうがなかったからこそ、今さら放送作家をやる意味を探しているのだろうか。

　ぼんやりしながら、ブースの扉とびらを開く。

「おはようございます」

「おはよう、めくるちゃん」

　ブースの中には、既すでに柚ゆ日び咲さきめくるが着席していた。

　澄すんだ瞳ひとみで台本を確かく認にんしている。

　今から収録するのは、『柚ゆ日び咲さきめくるのくるくるメリーゴーランド』。

　番組立ち上げのことを思い出していたからか、めくるの姿に自然と笑えみがこぼれた。

　それに、めくるは怪け訝げんそうな目を向ける。

「……なんですか？」

「いや。自分が放送作家になったばかりの頃ころを思い出しててね。めくるちゃん、立派になったなあと思って」

　初めて会ったとき、柚ゆ日び咲さきめくるはまだ高校生だった。

　あどけない制服姿でスタジオにやってきて、私服に着き替がえて。

　まだ子供みたいな顔をして、マイクの前に座っていた。

　彼女は童顔なので今でも幼く見えるが、それでも昔よりはよっぽど大人だ。

　朝あさ加かの言葉を受けて、めくるはそっと嫌いやそうな顔をする。

「確かに当時は未熟な部分が多かったですけど……。恥はずかしい過去なので、あまり思い出してほしくはないですね」

「そう？　まぁ第一回とか、今よりだいぶ空気が違ちがうよね。わたし、時々懐なつかしくなって聴きき返すもの。あの頃ころのめくるちゃん、頑がん張ばってたなあって」

「……やめてくださいよ、ほんとに」

　めくるはふるふると頭を振ふる。

　本人としては、あまり思い出したくない過去らしい。

　あの頃ころのめくるは、とにかく前のめりというか、力が入っていた。

　そのおかげで人気が出たし、めくるのスタイルの根幹でもあると思うのだが。




『みなさん、くるくる～。パーソナリティを務める……、ってちょっと。サブ作家さん。なんでいっしょにやってくれないんですか。わたし言いましたよね、いっしょに恥はじを晒さらせって。恥はずかしい？　あんたが作った挨あい拶さつでしょうが！　いいから、早く！　やるまで始まりませーん！　はい、くるくる～！　な～にがくるくるじゃ！　ばーかばーか！』

『はい、次のメール。ラジオネーム、〝たぬきなべ〟さん。えー、〝めくるんはフレッシュさが足りないと思います。まず……〟あ、今メール破りました。ビリって聞こえたか、〝たぬきなべ〟！　二度とくんな！』

『いやわたし、声優ってもっと華はなやかな仕事だと思ってたんですよ。華はなやかな仕事くださいよ。関係者の方、ブルークラウンにどうぞ』




　とにかく、当時のめくるは頑がん張ばっていた。

　声を張り上げ、毒を吐はき、ツッコミを入れ、やさぐれ、きちんと可か愛わいさも見せ、試し行こう錯さく誤ごしていたのだ。

『めくると花はな火びの私たち同期ですけど？』でも笑いを取り入れる努力をしていたが、あっちはふたり、こっちはひとりで、何かとリスナーの反応を試ためしていた節がある。

　今のめくるが以前より落ち着いているのは、当時より優すぐれたスタイルに移行していったから。そうして常に改善しながら、彼女はここまでやってきた。

　決して驕おごらず、努力を重ね、話題を取り入れ、一いつ生しよう懸けん命めい話しているうちにめくるはすっかり『ラジオ声優』と呼ばれる地位に立っていた。

　その頑がん張ばりをそばで見ていただけあって、いろいろと思うところはある。

　しかし、めくるは言げん及きゆうしてほしくないようだ。

　意い趣しゆ返がえしではないだろうが、彼女はこんなことを呟つぶやいた。

「それを言うなら、朝あさ加かさんも相当力が入っていたと思いますよ」

「え。そう？」

「はい。番組作りに力を入れていたのは、メイン作家さんより朝あさ加かさんでした。わたしとふたりでよく話し込んでいたのを、覚えてないですか？」

　言われて、奥おく深ふかくにある記き憶おくが浮うかび上あがってきた。

　当時はサブ作家として、がむしゃらに雑用をこなすばかりだった。

　だからこそ、初めて番組の立ち上げに参加できたのは嬉うれしかった。

　めくるが新人らしく、「絶対成功させたい」とギラついていただけに、朝あさ加かもできるかぎりのことをしたいと思った。

　今のめくるならどんなラジオでも無難にこなすだろうが、当時はおっかなびっくりだったことも大きい。

　会議室で何度も話し合い、めくるのスタイルは、「どこまでなら許されるか」「どこまでなら引かれないか」のラインをふたりで計った。

　その中で、面おも白しろいラジオを作るにはどうしたらいいか。

　そんな話ばかりしていた、あの頃ころ。

　それを思い出したのか、めくるはふっと微ほほ笑えんだ。

「わたしが声を張れたのは、朝あさ加かさんの後あと押おしがあったからですよ。毒を吐はきやすいように、メールもキレやすいものを採用してくれたり。それだけに偏かたよらないよう、かわいいコーナーも取り入れたり。バランスを取ってくれました」

　確かに朝あさ加かは、めくるがやりやすいメールを選んで採用していた。

　自分がメインに代わってからは、塩あん梅ばいを考えてコーナーも作った。

　番組のバランスを考え、リスナーが気持ちよく聴きけるように。

　それは、言ってしまえば当たり前のことだ。

　だって自分は、構成作家なのだから。

「……あ」

　そこで、何かがきらりと光るのを感じた。

　朝あさ加かの小さな呟つぶやきには気付かず、めくるは懐なつかしそうに話を進める。

「朝あさ加かさんと見るべき場所が同じだったから、番組がそこを目指すために作られていたから、わたしもやりやすかったです。コーコーセーラジオもそうですが、朝あさ加かさんはリスナーが聴ききたいものに誘ゆう導どうする番組作りをしてくれる。だから、すごく感謝してるんですよ」

　朝あさ加かが新人の頃ころの話を引っ張り出したからか、めくるの言葉はどこか感傷的だった。

　めくるがパーソナリティを務めていた、『ジュードルらじお』の終しゆう了りようが決定したことも、無関係ではないかもしれない。

　彼女の感謝の気持ちはまっすぐに届き、朝あさ加かはなんだか落ち着かなくなる。

　頰ほおを搔かきながら、言葉を絞しぼり出だした。

「……そんなふうに言われると、照れちゃうけど」

「存分に照れてください。わたしも恥はずかしい過去を持ち出されましたから」

　しれっと返すめくるは、もういつものめくるだった。

　朝あさ加かは苦く笑しようしてから背もたれに身体からだを預け、軽く息を吐はいた。

　ぐるぐると考えていたことが、めくるの言葉でゆっくりと溶とけていく。

　めくるの言うコーコーセーラジオの件は、修学旅行ロケ付近の話だ。

　ふたりの仲を案じたリスナーを安心させるため、ふたりの気持ちを確かめさせてもらった。

　リスナーが求めるものを見られるよう、道を作る。

　パーソナリティが求めるものを作れるよう、導く。

　自分の仕事は、そのためにある。

　少なくとも、めくるは自分を必要としてくれていた。

　それはきっと、ほかの人も。

「……よし」

　朝あさ加かは頭の中で台本を描えがいていく。

　この収録が終わったら、すぐに本にしてしまおう。

　──そして、後日。

『綾あや乃のと渚なぎさの松まつ井い村むらにようこそ！』の最終回では、特別なコーナーを設けた。

『最後に吠ほえろ！　相手に言いたいことをぶちまけろ！』というコーナーだ。

　最後なんだから、いっそ言いたいことを言ってしまえ、という名目。

　もちろん番組はバラエティだし、本当の不満をぶちまけるわけにはいかない。

　ふたりもプロだ。そこはわかっている。

　あくまでお笑い、冗じよう談だんとしての範はん疇ちゆうに留とどめさせたし、番組の演出や方向も『笑い』で片付けられるよう編集をお願いした。

　だからこそ、言える。

　ここまでお膳ぜん立だてしたからこそ。

　言っていいことの明らかにギリギリ、もしかしたら事務所ＮＧが出るかも──、というラインを踏ふみながらも、井い村むら渚なぎさはその言葉を叫さけんだ。

　朝あさ加かは、「ふたりの間にまだ喧けん嘩かが成立する」という状じよう況きように賭かけたかった。

　相手に全く関心がないのなら、そもそも喧けん嘩かは成立しない。

　ネットでの反応は、「それ言うのかよ」「言って大だい丈じよう夫ぶ？」「でも、よく言った」「それは松まつ井いあかんわ」「井い村むらちゃん頑がん張ばった」といったものから始まり、「モヤモヤしてたから、言ってくれてよかった」という好意的な感想に帰結する。

　その言葉とは。

　井い村むら渚なぎさの「なんで、わたしに黙だまって移い籍せきしたんだよ──ッ！」という心からの叫さけびだった。
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『ティアラ☆スターズライブ　〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟』を控ひかえたある日。

　柚ゆ日び咲さきめくるは、ひとりレッスンルームで自主練に励はげんでいた。

　ほかにだれも来ていないので、黙もく々もくと身体からだを動かしている。

　ライブも迫せまる中、上う手まく集中力を高めて練習できていた。

　しかし、集中していても気になることが一点。

　窓の外が、夕方だというのにやけに薄うす暗ぐらかった。

　それがどうしても視界に入ってくる。

「……夜から、大雨になるって言ってたな」

　息が上がってきたので足を止め、めくるはタオルで汗あせを拭ぬぐう。

　梅つ雨ゆだけあって、湿しめり気けのある風と雨の気配が外を覆おおっていた。

　身体からだのキレは悪くないが……、今日はぼちぼちのところで切り上げたほうがよさそうだ。

　帰り道、雨に晒さらされるのは御ご免めんだった。

「お疲つかれ様さまでーす。お、めくるちゃんだ」

「……っ」

　息を整えていたのに、思わぬ来訪者に息が詰つまった。

　歌うた種たねやすみ。

　通つう称しようやすやす。

　チョコブラウニーが誇ほこる、圧あつ倒とう的てきな天使声優である。

　普ふ段だんはゆるやかなウェーブを描えがく髪かみを、今は高い位置でまとめている。

　彼女の美しいうなじが見えるうえに、髪かみ型がた自体もとてもかわいい。

　さらにうなじばかりではなく、彼女はへそまで露ろ出しゆつしていた。

　彼女はレッスンの際、ショート丈たけのレッスン着を好んで着ている。お腹なかが見えるやつ。

　それ自体はとってもかわいいし、めちゃくちゃ似合っているのだけど……。

　いや、へそとうなじって。

　天使なのにわんぱくすぎるでしょ……、あー、あー、直視できませーん。

　特別感のあるビジュアルを叩たたきつけられて怯ひるむが、それでもめくるは平静を装よそおった。

「お疲つかれ」

　由ゆ美み子こが来てくれて踊おどり出したいくらいだったが、感情を抑おさえて返事をする。

　ふいっと視線を逸そらしたのも、彼女の眩まばゆいお腹なかやうなじを見ないため……、ではなく、そっけなさの演出だ。

　わたしにかまうなよ、というアピールである。

「今日はめくるちゃんとふたりきりかぁ。何だか久しぶりだね」

「………………」

　しかし、この天使には通用しない。

　めくるがわざわざ作った壁かべを蹴けり飛とばしながら、無防備な笑え顔がおで近付いてくる。

　……あぁ、ダメだ。にやにやしそう。

　自分が大天使であることを自覚してほしいし、距きよ離りを詰つめるのも勘かん弁べんしてほしい。

　こっちは既すでに胸いっぱいだっていうのに、彼女は遠えん慮りよなくやすやすを注そそぎ込こんでくる。

　溢あふれるって。

　溺おぼれちゃうって。

　めくるの脳内には、掛かけ声ごえとともにいくらを丼どんぶりにかけ続ける光景が思おもい浮うかんでいた。

「邪じや魔まはしないでよ」

「へーい」

　何とか無愛想な声を絞しぼり出だすと、由ゆ美み子こは笑いながら離はなれていった。

　助かった。

　彼女が柔じゆう軟なん体操をしている気配を感じながら、めくるは曲に身を任せる。

　実はそろそろ帰ろうと思っていたのだが、彼女が来たのなら話は別だ。

　せっかくだから、やすやすのダンスを間近で見たい……。

　休きゆう憩けいするふりをしながら、横目で見ていようかな……。あぁ、鏡があるから視線バレちゃうか……。あっ、こっちも鏡越ごしならバレないんじゃない？　いやでも、見るなら直接見たい……。うーん……。見たい……。実物のやすやす見たいなぁ……。

「めくるちゃん」

「……っ」

　考え事をしていたせいで、そばに由ゆ美み子こが来ていたことに気付かなかった。

　なに、と短く返事をすると、由ゆ美み子こは遠えん慮りよがちに提案してくる。

「あのさ。せっかくふたりきりなんだし、合わせたいなって。ほら、あの曲」

　由ゆ美み子こが口にしたのは、めくると由ゆ美み子このデュオだ。

　次のライブのセトリのひとつ。

　なかなかこんな機会もないし、いい案だとは思う。

　だが、めくるはちらりと窓の外を見た。

「……別にいいけど。あんまり長くはできないから。今日、夜から雨降るって言ってたし」

「あー、そだね。大雨になるとか。じゃあ軽くでいいから、付き合ってもらっていい？」

　へへ、っと笑う彼女の笑え顔がおが眩まぶしい。

　せっかく息を整えたのに、また荒あらくなってきた……。

　いやいや、それより練習だ。

　雨が近付いているのは事実だし、さっさとやってさっさと切り上げたほうがいい。

　早さつ速そく、ふたり並んで練習を始めた。

　……ところで。

　歌うた種たねやすみはごくたまに、信じられないほどの集中力を発揮する。

　視界がおそろしく狭せまくなるというか、自分の世界に入り込む、というか。

　そうなったときの彼女の勝負強さは、目を見張るものがある。

　たまたまだろうけど──、この日、彼女はその領域に至っていた。

　ありとあらゆるものを遮しや断だんするような、鬼き気き迫せまる集中力。

　それによって引き出された、キレのいいステップと、優ゆう雅がに揺ゆれ動うごく身体からだ。

　実力以上の力を発揮し、彼女は舞まってみせた。

　めくるの、隣となりで。

　その横顔が……、まぁ～……、格好良いんです……。

　何も映していない瞳ひとみ、感覚が研とぎ澄すまされた表情、規則的な呼吸を繰くり返かえす唇くちびる。

　か、かぁっこいいぃ～……。

　普ふ段だんはかわいいのに、めちゃくちゃ格好良い……、あぁもうこの横顔を写真に収めたい……。クリアファイルにしたい……。なんでこの顔、グッズ化されてないんだろ……。みんな恋こいに落ちちゃうから？　それなら納なつ得とく……、いや別に全国民がやすやすに恋こいしてもよくない？

　隙すきあらば由ゆ美み子こを覗のぞき見みしているめくるだって、この状態はそう見られない。

　本当にレアだし、格好良いしで、つい視線が吸い寄せられてしまう。

　彼女の横顔を何度も見てしまうし、鏡の中の由ゆ美み子こを目で追ってしまう。

「──めくるちゃん。もう一回いい？」

「ん」

　曲が終わったあと。

　由ゆ美み子こから無表情で聞かれて、そう返すのが精いっぱいだった。

　由ゆ美み子こは自分の世界に入り込んでおり、めくるは彼女の世界に吸い込まれていた。

　彼女は集中力が途と切ぎれるまで「もう一回いい？」を繰くり返かえし、めくるは尻しつ尾ぽを振ふってそのあとを追いかけていく。

　その結果。

「……うわちゃー……、やっちゃった……」

「…………………………」

　時が経たつのを忘れて、レッスンに励はげむこと数時間。

　ビルから出た由ゆ美み子ことめくるは、目の前の大雨に途と方ほうに暮れていた。

　ビタビタビタッ！　とおよそ雨とは思えない轟ごう音おんが響ひびいている。

　空は真っ暗。

　降り注ぐ雨は弾だん丸がんのよう。

　通行人はだれもおらず、道路も水みず浸びたしになっていた。

「……ごめん、めくるちゃん。あたしが何度も付き合わせたから」

「いや。わたしが止めるべきだった」

　しょぼんとしている由ゆ美み子こを励はげまそうとしたわけではなく、本心だった。

　由ゆ美み子この視界が狭せまくなるなんて、めくるはよく知っていたのに。

　ブレーキを踏ふむべきだったのに、めくるまでいっしょに夢中になってしまった。

　大人として止めなかった、めくるの責任である。

『もぉ～！　やすやすが格好よすぎるから悪いんだぞ☆』と思わないでもないが。

「幸い、風はないから。濡ぬれはするだろうけど、駅まで行けば何とかなるでしょ」

　傘かさを差しながら、由ゆ美み子こに告げる。

　この際、靴くつや服が濡ぬれるのは仕方がない。

　この季節ならば、多少濡ぬれてもまっすぐ帰れば風か邪ぜをひくまではいかないだろう。

　そこで、スマホを見ていた由ゆ美み子こが、「あっ」と声を出した。

　なに、と問いかけると、彼女はおそるおそるスマホを見せてくる。

「……めくるちゃん。電車止まってる……」

「………………………………」

　思わず、顔を手で覆おおう。

　最も寄よりの駅の路線が『雨の影えい響きようのため運転見合わせ』と表示されていた。

　空を見上げてみるが、今も勢いよく雨が降り注いでいる。

　まだまだやみそうにない……。つまり、電車も動かない……。

「タクシー……、しかないか……。でも、アプリで呼んでも来てくれなさそう……」

　スマホでアプリを起動してみるものの、同じことを考える人が多いのか、すぐには来てくれそうになかった。

　こんな大雨の中、果たしてタクシーが拾えるかは疑問である。

　けれど雨の中で立ち往生していては、それはそれで身体からだが冷えてしまう。

「あー、めんどくさ……。まぁ最悪、ホテルかなぁ……」

　頭を抱かかえながら、とにかくスマホを操作する。

　来るかわからないタクシーを待ち続けるより、諦あきらめてホテルに引っ込むのも手か。

　そう考えていると、由ゆ美み子こが気まずそうにこちらを覗のぞき込こんでいた。

　自責の念に駆かられているのだろうが、それより自分の身を案じてほしい。

「歌うた種たねはどうすんの」

「あたしは……、実を言うと歩いて帰れない距きよ離りじゃないから。電車止まってるなら、歩いて帰ろうかなって……」

「ふうん……」

　それなら心配ないか、とめくるは未練がましくタクシーアプリを見つめた。

　最悪ホテルに避ひ難なんするにしても、この雨の中、ホテルを目指すのも骨が折れる。

　それと同じくらい、タクシーを待つのも捕つかまえるのも面めん倒どうくさすぎる。

　どっちにしろ、余計なお金が掛かかるのも最悪。

　思わず、ため息を吐ついた。

「あ、あのー……、めくるちゃん？」

「なに。あぁ、気は遣つかわなくていいから。あんたはさっさと帰れば。わたしは何とかする」

「いや、その……。よかったら、うち来ない？」

「は？」

　予想外すぎる提案に、目が点になる。

　由ゆ美み子こは困ったような表情を浮うかべながら、指をまごまごと動かし始めた。

「いやだって、ここでタクシー待つのも大変じゃん？　いつ来るかわからないんでしょ？　ホテルに泊とまるにしても、この雨の中探さなきゃいけないわけだし。それならいっそ、うちに泊とまったらどうかなって……」

「ば……っ、な、なに言ってんの？　悪ふざけはやめてよ」

　とんでもない爆ばく弾だん発言に、柚ゆ日び咲さきめくるの皮が剝はがされそうになる。

　悪い冗じよう談だんだ。質たちの悪い冗じよう談だんだ。

　由ゆ美み子こが時たま行う、厄やつ介かいすぎるおふざけ。

　そう言われると予想していたのか、由ゆ美み子こは真しん剣けんな面おも持もちでこちらを見つめた。

「ふざけてないって。本気。だって、あたしのせいじゃん。これで風か邪ぜひいたら申し訳ないしさ。うちなら夜だれもいないし、気を遣つかわないでいいし。よく友達が泊とまりに来るから、お客さん用のパジャマもお布ふ団とんもあるからさ。どうかな」

「……いや、それ、は」

　まずいでしょ、と言いかけて、どうまずいのか、という話になる。

　柚ゆ日び咲さきめくるとしてなら、そこまで大きな問題ではない。

　確かに、『花はな火び以外の声優とはできるだけ関わらない』という掟おきてを破ってしまうが、今は緊きん急きゆう事態。

　ここで風か邪ぜをひいて、仕事に支障をきたすほうがよっぽど問題だ。

　だが、藤ふじ井い杏あん奈なとしては？

　あー、ムリムリムリムリ。やすやすの家にお泊とまり？　ムリムリムリムリ。ダメ、ダメですそんなの。ファンを家に連れ込むなんてさぁ！　それにお家うちなんて、全部やすやす色じゃん！　やすやすが生まれ育った家でしょ？　ムリムリムリムリ。だって聖地だもん。え、聖地なら巡じゆん礼れいしたくない？　したい。したい！　いや、ダメ、ダメだって。足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、絶対どうにかなる。鼻血噴ふいて倒たおれたらどうする？　後こう輩はいの家で鼻血出して倒たおれる先せん輩ぱいいる？　そもそも、「夜だれもいない」ってことは一晩ふたりきりってことでしょ？　逆に気を遣つかうって！　その意味わかってる？　わかってないんだろうなあ！

「……………………」

　杏あん奈なの反対意見が強い。決して行くべきではない、と魂たましいが叫さけんでいる。

　けれど。

　決定づけたのは、由ゆ美み子この心配そうな表情だった。

　ここで頷うなずかなければ、由ゆ美み子こはずっと気を揉もむことになる。

「……わか、った……、じゃあ、一晩、おせ、わになる、わ……」

　必死の思いで紡つむぎ出した言葉に、由ゆ美み子こはパっと顔を明るくさせた。







　雨水が溜たまった道路の中を、ふたりでざぶざぶ歩いていく。

　由ゆ美み子この言うとおり、彼女の家は歩いて行けない距きよ離りではなかった。

　多少時間は掛かかったものの、無事に目的地へ辿たどり着つく。

「ただいまー。あー、疲つかれた～」

「お、お邪じや魔まします……」

「どうぞどうぞ。遠えん慮りよしないで。ママはもう仕事行っちゃったし」

　由ゆ美み子こが扉とびらを開き、にこやかに招き入れてくれる。

　彼女の家はごく普ふ通つうの一いつ軒けん家やで、それほど特筆すべきところはない。

　けれど、めくるの目からはキラキラと輝かがやいて見えた。

　こ、ここでやすやすが暮らしているのかァ～……！

　住宅街に入った時点でドキドキしていたし、スーパーやコンビニが目に入るたびに、「え!?　ここで買い物してればやすやすに会えるかもしれないってこと……!?」と己おのれの厄やつ介かいオタクが目覚めそうになったくらいだ。マナー違い反はん。よくない。

　家の外観だって、本音を言えば写真に収めたかった。

　自分とのツーショで。

　推おしの実家を撮とるなんて常識がなさすぎるが、本人に許可を取ればいいのではないか。

　いや、絶対困こん惑わくされるだろうから取ろうとも撮とろうとも思わないが。

　とにかく、玄げん関かん口ぐちの時点で既すでに心は大おお騒さわぎだった。

「あ、待ってて、めくるちゃん。タオル持ってくるから」

　由ゆ美み子こは先に玄げん関かんへ上がり、そのまま廊ろう下かを歩こうとして、「わっとと」と靴くつ下したを脱ぬぎ始めた。めくるも靴くつ下したまでぐっしょりだ。

　しかし、目の前で推おしが靴くつ下したを脱ぬぐ姿は……。

「…………………………」

　妙みような背徳感と罪悪感があり、そっと目を逸そらした。

　辛つらい。

　由ゆ美み子こは両手に靴くつ下したを持って、裸足はだしでとたとた廊ろう下かを歩いていった。

　かわいい。

　ぽつんと取り残されためくるも、しんなり濡ぬれていた。

　いくら傘かさを差していても、あの大雨で濡ぬれずにいるのは難しい。

　由ゆ美み子こはすぐにタオル片手に戻もどってきた。

「めくるちゃーん、お待たせー。これ使って。ていうか、先にシャワー浴びちゃっていいよ。着き替がえは用意しとくから」

「あぁ……。うん、ありがと……」

　タオルをおずおずと受け取る。

　身体からだを拭ふき取とりながら、その単語について考えた。

　シャワー……、か……。

　そこまでいけば、後あと戻もどりはできない。

　外は土ど砂しや降ぶりで、さっきよりひどくなっている。

　けれど、無理を重ねればホテルに避ひ難なんするのも、タクシーを拾うことも不可能ではない。

　ここまで来ておいて何だが、めくるはまだ迷っていた。

　本当にやすやすの家にお泊とまりするの……？

　その事実と、今から過ごすであろう数時間。

　それらを想像しただけで、頭がおかしくなりそうだった。

「めくるちゃん？」

　めくるが無表情で身体からだを拭ぬぐっていたからか、由ゆ美み子こが顔を覗のぞき込こんでくる。

　それだけでも、ドキドキしてしまうというのに。

　本当に一夜を明かせるのだろうか。

　不安になっていると、何を誤解したのか、由ゆ美み子こは苦笑いを浮うかべた。

「めくるちゃん。これはめくるちゃんのルールから外れちゃうと思うし、いろいろ思うところがあるだろうけどさ。今回は完全にあたしのせいじゃん？　割り切ってくれると嬉うれしいな」

「………………」

　気を遣つかわれている。

　年下の後こう輩はいに宿を提供してもらったうえに、ここまで気き遣づかわせるなんて。

　それはさすがにダメだろう。

「いや、ごめん。お邪じや魔まする。お言葉に甘えて、先にシャワー借りるわ」

　ここで一晩過ごすことを覚かく悟ごし、めくるは心情的にようやく佐さ藤とう家の敷しき居いを跨またいだ。

　由ゆ美み子こがほっとした表情になり、めくるのほうが気まずくなる。

　このお礼はちゃんとしたもので返そう……。

　由ゆ美み子こに案内されて脱だつ衣い所じよに入ると、「ごゆっくり～。あ、服は洗せん濯たく機きに入れておいて」と取り残された。

　掃そう除じの行き届いた脱だつ衣い所じよでひとりになり、ふぅと息を吐はく。

　そこでさっさと服を脱ぬごうとして──、ふにゃふにゃとその場に崩くずれ落おちた。

　さっきまで何とか踏ふん張ばっていたけれど、ひとりになって限界を迎むかえる。

　力が、抜ぬけた。

「あぁ……、やすやすの家に、いる……、しかもわたし、シャワー浴びようとしてる……」

　その場に膝ひざを突つき、呻うめくように言う。

　いや、無理。

　どうにか堪こらえて先せん輩ぱいの顔をしていたけど、ひとりになった瞬しゆん間かんに溢あふれ出でてしまった。

　藤ふじ井い杏あん奈ながこの空間すべてに悲鳴を上げている。絶ぜつ叫きよう。

「どんな聖地巡じゆん礼れいだっつーの……。あぁもう、足に力入らない……」

　ぷるぷると震ふるえる足を𠮟しつ咤たし、めくるはどうにか立ち上がった。

　勢いよく服を脱ぬぎ捨すてて、洗せん濯たく機きに入れる。

　そこで再び崩くずれ落おちそうになった。

「推おしの家で全ぜん裸らて……。なんかこう、凄すさまじい変態になった気分……」

　やむを得ない事情とはいえ、その事実に頭がくらくらしてくる。

　何がどうなったら推おしの家で素すっ裸ぱだかになることあるの？

　なぜこんなことに……、と思わずにはいられないが、あまりちんたらしていられない。

　由ゆ美み子こだって濡ぬれているのだから、さっさとお風ふ呂ろ場ばを明あけ渡わたさないと。

　幸い、外の空気は初夏らしいもので、雨に打たれてもそれほど身体からだは冷えていない。シャワーで十分だった。

　シャワーを浴びながら、ようやく一息ついていると……。

「めくるちゃーん、着き替がえ置いとくねー」

「ひぃやぁ！」

「え、なに今の。子犬が海に落ちた？　めくるちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……。気にしないで……」

　突とつ然ぜん、浴室ドア越ごしに声を掛かけられて、口から心臓が飛び出るかと思った。

　こちとら推おしの家で全ぜん裸ら中なんですが？

　その推おし本人から声を掛かけられたら、そりゃ子犬が海に落ちたような声も出る。

　自身の醜しゆう態たいに頭を抱かかえながら、めくるはひとり熱く赤面していた。

　素すっ裸ぱだかを見られたわけでも、そもそも見られても大して恥はずかしがることでもないのに。

　我ながら、先が思いやられる……。







　家に向かう途と中ちゆうでコンビニに寄り、最低限のお泊とまりセットは購こう入にゆうしておいた。

　買ったばかりの下着を身に着け、由ゆ美み子こが用意してくれた着き替がえに袖そでを通す。

　ごくごく普ふ通つうの薄うす手でのスウェットだ。

　少し大きめだったが、特に問題はない。

　リビングに向かうと、首にタオルを巻いた由ゆ美み子こがパタパタ動き回っていた。

　どうやらもてなす準備をしてくれているらしい。

　マメな子だ。

「歌うた種たね。お風ふ呂ろありがと」

「ん。じゃあ、あたしも入ってこようかな。飲み物、冷蔵庫から好きに取っていいからー。ドライヤーはそこね。化け粧しよう品ひんもそこにあるから、勝手に使っていいよー。んじゃねー」

　由ゆ美み子こは矢や継つぎ早ばやに指示してから、さっさとお風ふ呂ろ場ばに向かった。

　手慣れてるな……、とその背中を見送る。
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　ドライヤーを手に取ると、そこでスマホが着信を知らせた。

　花はな火びだ。

　飛びつくように通話に出る。

『あ、もしもし、めくる？　雨、大だい丈じよう夫ぶ？　なんか電車止まってるみたいだけど』

「は、花はな火びぃ……」

『え、なに。こわ。財さい布ふでも落としたの？』

　めくるの弱気な声を聞いて、既すでに引いている花はな火び。

　そんな彼女に事情を説明する。

　すぐさま真しん剣けんな声こわ色いろに変わり、『……財さい布ふ落とすよりヤバいじゃん』と呟つぶやいた。

『めくる、大だい丈じよう夫ぶ？　死なない？　歌うた種たねちゃん家に一晩なんて……、耐たえられる？』

「無理。もう死んだ。何回か死んだ。なんか溢あふれそう……、まだ一時間も経たってないのに……。やすやすの家にいるっていう事実だけでもう無理……。意味不明すぎる……。あぁ……」

『出てる出てる、杏あん奈なが出てる！　気をしっかり持て、柚ゆ日び咲さきめくる！　そこで崩くずれたら、めくるとしての矜きよう持じが……、ん？　いや待てよ？　相手は歌うた種たねちゃんだよね？』

「そうだけど……」

『んー……。わかった、めくる。こうしよう。最悪の場合。最悪の場合ね？　あのね──』

　花はな火びは前置きをしてから、つらつらとある提案を持ちかけた。

　めくるは顔を曇くもらせて、怪け訝げんな声を返す。

「……いや、ちょっと待って。それってどうなの？　どっちにしろアウトじゃない？」

『鼻血出してぶっ倒たおれるよりはマシでしょうよ。それに歌うた種たねちゃん相手なら、めくるは前に一回、ひとり──』

「！　あっ！　や、やすやすがお風ふ呂ろから出てきた……！　こっちに向かってる……！」

『泊とめてくれる後こう輩はいを化け物か何かみたいに言うなよ』

　ゲラゲラゲラ、と電話口で花はな火びは笑う。

　電話を切ったタイミングで、リビングの扉とびらが開いた。

「ふいー。さっぱりしたー」

「は？」

「え、なに。なんであたし風ふ呂ろ上あがりにキレられてんの」

　めくるの渾こん身しんの「は？」に、由ゆ美み子こは訝いぶかしげにしていた。

　そりゃキレもする。

　由ゆ美み子こはバスタオルで髪かみを拭ふきながら、リビングにやってきた。

　髪かみはほどかれ、ストレートの髪かみがしっとり濡ぬれている。

　メイクは落としてすっぴんになり、年相応のあどけない顔を晒さらしていた。

　すなわち、ギャル姿の佐さ藤とう由ゆ美み子こよりも、歌うた種たねやすみに近い姿だ。

　そんな彼女がほかほかお風ふ呂ろ上あがりで出てきた時点で、到とう底てい許されることじゃない。

　それに加えて、彼女の服装だ。

　少し大きめの半はん袖そでに、下はハーフパンツというルームウェア。

　それの何が問題かと言えば、まーたへそ出しとる！

　丈たけが短くて、お腹なかが思い切り見えとる！

　確かにファッションとしてはかわいい！

　かわいいけどさぁ……！

「……歌うた種たね。そのルームウェア、加か賀が崎さきさんから許可は取ってるの」

「は？　え、なんで加か賀が崎さきさんが出てくんの？　取るわけないじゃん。部屋着だよ？」

　首を傾かしげる由ゆ美み子こに、めくるはため息を吐つく。

　部屋着なのにマネージャーから許可を取れ、とは我ながら意味不明だが、心情的にはそれくらいしてほしい。

　へそをそんな……、そんな無防備に……、事務所がＮＧ出すべき……。

　由ゆ美み子この蛮ばん勇ゆうにひとり震ふるえていると、なぜか由ゆ美み子こがニマニマとしていた。

「……なに」

「いや。めくるちゃん、そのスウェット似合ってるなって」

「……？」

　おかしなことを言う。

　何なんの変へん哲てつもない普ふ通つうのスウェットだというのに、なぜ由ゆ美み子こはそんなことを言うのか。

　眉まゆ根ねを寄せていると、由ゆ美み子こはめくるのスウェットを指差した。

「それ、ユウや乙おと女め姉さんも着てたやつだよ」

「──────────」

　聖せい骸がい布ふじゃん。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと桜さくら並なみ木き乙おと女めが着ていたスウェットって。

　なにその欲張りお宝セット……。強い奴やつと強い奴やつを組み合わせれば最強だと思ってる？　カツカレーみたいな。小学生か？　いや最強だけど！

　ていうか、そんな貴重なものをこんな、こんな、こんなラフに……！　アニメショップとかの衣い装しよう展てんみたいな感じで飾かざればいいのに！　そもそも、こんな価値あるものを来客用にしなくとも……、ほ、保存しておけば……。

　あ。

　そこで気付いてしまった。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと桜さくら並なみ木き乙おと女めが袖そでを通し、一晩泊とまったときに使われた部屋着を。

　今、自分が身に着けていることに。

　その実感だけで、背筋に凄すさまじい寒気が走る。

「……う、うた、ね。あ……、が……、よく、も……」

「ん、んん？　ご、ごめんめくるちゃん。その表情はどれ？　怒おこってるの？　笑ってるの？　悲しんでんの？　どれ？」

「ぐ……」

　もはや自分でもどんな感情なのかわからず、満足に声さえも出せず、ぷるぷる震ふるえる手を伸のばすことしかできなかった。







　その日の夕食は、由ゆ美み子こが手料理を振ふる舞まってくれた。

　やすやすの手料理。

　当然、味なんてわからなかった。

「おいしい？」と訊きかれて、「おいしい」とどうにか答えると、彼女は「よかった」と笑う。

　そのやりとりだけで、おかしくなりそう。

　だって、やすやすの手料理を食べて、「おいしい？」って……。

　夢女子の妄もう想そう？　今、妄もう想そうの中にいる？

　そうかもしれない。

　しかし、危あやうい時間はそこで終わってくれた。

　風ふ呂ろも入り、食事も終え、あとは寝ねてしまうだけ。

　それさえ乗のり越こえれば、このお泊とまりも終わりだ。

　常に歌うた種たねやすみの気配を感じるこの空間で、彼女がすぐそばにいることが堪たまらなく辛つらく、同時に幸せで仕方がなかった。苦しみと幸福の表ひよう裏り一いつ体たい。心がバカになるよ。

　けれど離はなれてひとりで眠ねむるのならば、幾いくばくか気持ちは楽になる。

　少なくとも、プシュッ！　っと溢あふれることはないだろう。

　……と、思っていたのに。

「それじゃ、そろそろ寝ねよっかー」

　由ゆ美み子こがそう言って案内したのは──、彼女の部屋、だったのだ。

　可か愛わいさもあるけどシンプルで、学生の女の子らしい部屋。

　愛あい嬌きようのある小物や友人との写真が飾かざられていて、由ゆ美み子こらしさを感じる部屋だった。

　わぁ、やすやすのお部屋だぁ！　写真いいですか？

　なんて喜べる心境ではない。

　ベッドの隣となりに敷しかれた布ふ団とんを見て、冷ひや汗あせが流れる。戦せん慄りつが走る。

　まさか。

　まさかまさかまさか……。

「……あの、歌うた種たね。わたし、ここで眠ねむるの？」

　とても贅ぜい沢たくを言える状じよう況きようでないことは百も承知で、由ゆ美み子こに尋たずねた。

　彼女は困ったような表情で頰ほおを搔かく。

「あー、嫌いやだった？　でもごめん。和室は片付いてないし、ママが朝方帰ってきちゃうからリビングはアレだし。ここで我が慢まんしてくれる？」

　申し訳なさそうに言う由ゆ美み子こに、心が痛む。

　彼女の善意は、とてもまっすぐなものだ。

　練習に付き合わせた、という後ろめたさはあっても、ここまでする必要はないのに。

『わたしはあんたが嫌きらい。だから関わるな』と言って憚はばからず、それを態度にも示す先せん輩ぱいに対して、家を宿として提供し、手厚くもてなしてくれた。

　どこまでお人ひと好よしなんだと呆あきれる反面、そのやさしさを眩まぶしく思う。

　いい子だな、と改めて実感する。

　しかし。

「わ。めくるちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　急にどうしたの？」

　めくるは足から力が抜ぬけ、その場でうずくまった。

　由ゆ美み子こは心配そうにこちらを覗のぞき込こんでくる。

　もうダメだ。

　付き合いきれない。

　彼女のやさしさに、柚ゆ日び咲さきめくるは耐たえられない。

「……歌うた種たね。誤解、しないでほしい、んだけど。泊とめてくれたことに、感謝は、してるの」

「？　ん、うん……」

　決して嫌いやがっているわけではない。

　けれど、めくるは限界だったのだ。

　溢あふれんばかりに歌うた種たねやすみを摂せつ取しゆし続け、既すでに表面張力ギリギリ、いやもはや端はしからポタポタこぼれている状態なのに。

　限界の限界、さらに限界を迎むかえても、めくるは何とか踏ふん張ばっていた。

　それが柚ゆ日び咲さきめくるとしての矜きよう持じだったから。

　しかし、これはない。

　いっしょに寝ねるのはない。同室はない。

　ラインを完全に踏ふみ越こえている。

　こぼれかけているコップに、ドボボボボ、と追加で注そそぎ込こまれて無事なわけがない。

　だから、めくるは最後の手段に頼たよるしかなかった。

　花はな火びの声が蘇よみがえる。

『んー……。わかった、めくる。こうしよう。最悪の場合。最悪の場合ね？　あのね──』

「──歌うた種たね」

「うん？」

「もう柚ゆ日び咲さきめくるは限界……。次にドアを開けたら、そこには雨で帰れなかった可哀かわい想そうなやすやすのファン、藤ふじ井い杏あん奈ながいると思って……」

「は？」

　素すっ頓とん狂きような声を聞きながら、めくるは立ち上がる。

　背中に困こん惑わくしている視線が突つき刺ささるが、説明する余よ裕ゆうもなかった。

　無言のまま扉とびらを開き、ぱたんと閉じる。

　そこで我が慢まんしていた感情が一気に噴ふき出だした。







「……なんて？」

　由ゆ美み子こはひとり、自室に取り残されていた。

　大雨で電車が止まり、帰れなくなっためくるを連れてきたのはいいものの。

　彼女は妙みようなことを言い出し、部屋を出て行ってしまった。

　いや、確かに今日のめくるの様子はおかしかった。

　家に来てから口数が少なくなっていたし、視線が泳ぐことも多い。

　事情を知らなければ、「他人の家に泊とまるから、居い心ごこ地ち悪わるいのかな」と思うくらいだが。

　由ゆ美み子こは、めくるがガチの声優ファンであることを知っている。

　推おしの家だからって緊きん張ちようしているんだろうな。

　そう結論づけて、できるだけ触ふれないようにしていたのだが……。

「！　あ、はい」

　こんこん、とノックされて、反射的に返事をする。

　いや、なぜノック？

　さらに「失礼します……」と消え入りそうな声とともに、扉とびらが開いた。

　そこにはお客さん用のスウェットに身を包み、髪かみも下ろしている柚ゆ日び咲さきめくる。

　先ほどと容姿は変わっていない。

　変わっているのは、その表情と態度だ。

　おどおどと落ち着きがなく、まるで恋こいする少女のように頰ほおを赤く染めている。

　由ゆ美み子こと目を合わせることもできず、そわそわと視線が行ったり来たりしていた。

　……この状態のめくるは、何度か見たことがある。

　ハートタルトのお渡わたし会や、めくるリクエストのやすやすひとりファンサ会のときだ。

　そう。

　彼女は声優・柚ゆ日び咲さきめくるではない。

　声優ファンの一いつ般ぱん女性・藤ふじ井い杏あん奈なちゃんである。

　それを証明するかのように、彼女は弱々しく口を開いた。

「あの……、今日は本当にありがとうございます……。泊とめてもらうだなんて……、ほんと……、恐おそれ多おおいというか、申し訳ないです……」

「あ、いえいえ……？」

　深く頭を下げるめくるに、由ゆ美み子こは困こん惑わくするしかない。

　姿は先ほどまでと同じなのに、すっかり別人のようになっていた。

　けれど、ここは由ゆ美み子こも合わせないといけないのだろう。

「全然気にしないで。ほら、もう寝ねよ？　杏あん奈なちゃんも疲つかれたでしょ？」

「ひゃあ！」

「え、な、なに……？」

「い、いえ、ごめんなさい……。な、名前を急に呼ばれたので、ビックリしただけです……」

　や、やりづらっ！

　こうなったらさっさと寝ねてしまおう、と思った矢先にこれだ。

　もうめくるは完全にファンの顔になっているし、こちらも気を遣つかう。

　いつものノリでうっかり触さわったら、失神してしまいそうだ。

　というか、こうなってくると由ゆ美み子こもまずいことをしている気分になる。

　ファンを家に連れ込むなんて。

　あまつさえ泊とめるだなんて。

　加か賀が崎さきに知れたら、頭を叩たたき割わられるくらい怒おこられるに違ちがいない。

　ぞわっとした恐きよう怖ふに陥おちいると同時に、いやいや！　と頭を振ふる。

　同業者の先せん輩ぱいを家に泊とめただけだ。

　事実としてはそれだけ！

　非難される謂いわれはない……！

「……ま、とにかく寝ねよっか」

「は、はい……。あの、もし寝ね息いきとかうるさかったら、叩たたき起おこしてくれていいので……」

「起こさないよ……、おやすみ」

「おやすみ──な、さい──」

　布ふ団とんにもぐろうとすると、なぜかめくるが苦しそうに胸を押さえた。

　慌あわてて、「大だい丈じよう夫ぶ!?」と駆かけ寄よろうとすると、彼女は手のひらを差し出してくる。

　息も絶え絶えに訴うつたえた。

「い、いえ……、お気になさらず……！　単に、やすやすとおやすみの挨あい拶さつをしたことと、この状じよう況きように胸が苦しくなっただけなので……」

「……もう寝ねるね？」

「はい……」

　横になり、はぁ……、と息を吐はく。

　何やら隣となりで緊きん張ちようしている空気は感じたが、由ゆ美み子こはさっさと目を瞑つぶった。

　由ゆ美み子こが起きていたら、きっと彼女も落ち着かない。

　奇き天て烈れつな状じよう況きようだけに眠ねむれるか心配だったが、案外すぐに眠ねむ気けはやってきた。

　外から雨の音は聞こえていたが、そのまま眠ねむりに落ちていく。







　翌朝。

　昨日は早めに寝ねたおかげか、アラームが鳴る前にぱちりと目を覚ました。

　カーテン越ごしでも部屋に陽ひが差しており、大雨が過ぎ去ったことが見て取れる。

　むくりと起き上がり、隣となりのめくるに目を向けた。

　彼女はこちらに背を向けていたが、由ゆ美み子こが起きた気配を察して振ふり返かえる。

　由ゆ美み子この部屋、しかもそこに敷しいた布ふ団とんで横になっているめくる。

　何とも珍めずらしい光景に、由ゆ美み子この顔は自然と緩ゆるむけれど……。

「おはよー……、えっと、今はどっち？」

「……柚ゆ日び咲さきめくる」

「おお、めくるちゃん。おはよう」

　藤ふじ井い杏あん奈なのターンは終わったようで、ほっと息を吐はく。

　杏あん奈なちゃんはかわいいし、普ふ段だんならファンサしてあげたいくらいだけど、こういう場ではさすがにやりづらい。

　そこで気付く。

　ぐったり疲つかれ切きっている気配がして、由ゆ美み子こは思わず問いかけた。

「めくるちゃん、ちゃんと眠ねむれた？」

「えぇ。ぐっすり。さっき目を覚ましたところだし」

「あ、そ？　それならよかった」

　疲つかれて見えたのは気のせいだったようで、由ゆ美み子こは胸を撫なでおろす。

　──由ゆ美み子このあずかり知らぬことだが。

　実はめくるは、一いつ睡すいもせずに一夜を明かしていた。

　理由は単純明快、ひたすらドキドキしすぎて眠ねむれなかったのである。

「隣となりでやすやすが寝ねてるっていうのに、わたしが眠ねむれると思う？　寝ね息いきが聞こえるたび、心臓が破は裂れつするかと思ったわ」とは、帰宅しためくるが花はな火びに伝えた言葉だ。

　由ゆ美み子こが呼吸するたびに心臓が破は裂れつしかけていては、当然眠ねむれるはずもない。

　かくして、一晩中ひたすらに胸の昂たかぶりを抑おさえ、目をぐるぐるさせ続けるという、人生で一番長い夜を明かしたあとであった。

　しかしさすがに、ここで後こう輩はいに気を遣つかわせるほど、めくるだって非常識ではない。

　よく眠ねむれた、と言うほかなかった。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　ふたりで部屋を出てリビングに向かうと、既すでに由ゆ美み子この母が帰宅していた。

　彼女はご飯を食べる手を止めて、口元を隠かくす。もぐもぐ、と動いているのが見えた。

　しゃべろうとしたが、口の中に物が入っていて控ひかえたらしい。

　母にはあらかじめ「声優の友達が泊とまる」と連れん絡らくはしてあった。

　先にめくるが口を開く。

「お邪じや魔ましています。歌うた種たねさんと同業者の柚ゆ日び咲さきめくると申します。昨晩は雨がひどく、こちらに泊とめて頂きました」

　普ふ段だんの外面のよさを発揮しながら、めくるはぺこりと頭を下げる。

　それを見て、母は穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

「あらあら、ご丁てい寧ねいに～。歌うた種たねやすみの母です。ええと、柚ゆ日び咲さきめくるさん……、あ、あのめくるちゃん？」

　母がパっと顔を明るくさせて、めくるが面めん喰くらう。

　外面が外れかけて、じろり、と由ゆ美み子こを見た。

　どうせ面おも白しろおかしく人の痴ち態たいを話してるんでしょ。

　呆あきれ半分の視線が、由ゆ美み子こに突つき刺ささる。

　そこで母が、嬉うれしそうにめくるのことを語った。

「よく由ゆ美み子こから聞いてるわ。すごく頼たよりになる先せん輩ぱいで、いつも助けてくれるって。格好よくてプロ意識の高い先せん輩ぱいなんだ～、だって。ね？　由ゆ美み子こ」

「………………」

　めくるが一転して微び妙みようそうな顔をして、母が由ゆ美み子こに同意を求めた。

　由ゆ美み子こはめくるの肩かたに手を置きながら、胸を張って言う。

「そ。すごく頼たよりになる先せん輩ぱい。めくるちゃん、いつも格好良いんだよ」

　由ゆ美み子こがストレートに答えると、めくるが赤い顔を隠かくして、「んんっ！」と咳せき払ばらいするのが聞こえた。
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　高校三年生の修学旅行。

　その前日の夜。

　千ち佳かは自室の机で『修学旅行のしおり』を読んでいた。

　修学旅行が楽しみで楽しみで、早く明日になってほしいな～、と心待ちにしていた……。

　わけではない。

　むしろ面めん倒どうで仕方なく、ため息がこぼれ落ちていた。

「学校行事で旅行って言われてもね……」

　ポン、と机の上に『修学旅行のしおり』を放り投げた。

　修学旅行なんて、ひとりで過ごすことが好きな千ち佳かとはとことん相あい性しようが悪い。

　なぜ、同級生たちと旅行に行く必要があるのか。

　延々と団体行動を強しいられるなんて、苦痛でしかない。

　しかも、行き先は京都。

　学校行事で足を運んだこともあるし、千ち佳かは京都を舞ぶ台たいにしたアニメに出ているので、仕事の関係で京都には何度も出向いた。

　観光としても目新しさはない。

　だから修学旅行は楽しみでも何でもなく、むしろ憂ゆう鬱うつと言ってよかった。

「いっそ、仕事を入れてしまってもよかったのだけれど……」

　そうしてしまえば、むしろ実りのある数日だったのではないか、とさえ思う。

　何せ、『ティアラ☆スターズライブ　〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟』が近付いている。

　レッスンもやらなくてはならないし、ほかに仕事もあった。自主練だってやりたい。

　このタイミングで、学校行事で数日も潰つぶれるのはいかがなものか。

　スケジュールを確かく認にんすると、修学旅行の日程はきっちり空白にされていた。

　この空白は、数ヶ月前から鉄てつ壁ぺきの守りで確保されている。

　マネージャーの成なる瀬せには、ちらっと「修学旅行は別に休んでも……」と伝えたことがある。

　彼女は、大おお袈げ裟さなくらいに首を振ふり、『夕ゆう陽ひちゃん、修学旅行は絶対行っておいたほうがいいよ！』と手て振ぶりをまじえて力説するものだから、押し切られてしまった。

　果たして、そこまでの価値はあるのだろうか……。

「まぁ、でも……」

　千ち佳かは再びしおりを持ち上げ、ぺらりと開く。

　目的がないわけじゃない。

　班分けのメンバーを書く欄らんに、並んだ名前を見やる。

『渡わた辺なべ千ち佳か』の隣となりには、『佐さ藤とう由ゆ美み子こ』の名があった。

　由ゆ美み子こに誘さそわれて、千ち佳かは彼女たちの班に入っている。

　班に誘さそわれたときはなかなかにこっ恥ぱずかしかったが……、それはまぁ置いといて。

　修学旅行中、由ゆ美み子ことはずっと行動をともにする。

「…………………………」

　これは、チャンスだ。

　修学旅行で由ゆ美み子こを観察しよう、と千ち佳かは考えていた。

　由ゆ美み子こは次のライブで対たい抗こうユニット、〝ミラク〟のリーダーに選ばれている。

　そして、千ち佳かは〝アルタイル〟のリーダー。

　人付き合いが苦手な千ち佳かは、正直「リーダーをやってくれ」と言われて困ってしまったし、手も焼いている。

　一方、佐さ藤とう由ゆ美み子こは異常なまでのコミュ力の持ち主。

　こう評価するのは大変癪しやくだが、彼女ほど人から好かれ、輪の中心になる人物もいない。

　それはリーダーとして、大きな強みだ。

　なぜ彼女は、あれほど好かれるのか。

　千ち佳かはそれを学ぼうと思っていた。

　それが千ち佳かの〝修学〟旅行だ。

　そう考えに耽ふけっていると、コンコン、とドアをノックされる。

「千ち佳か？　修学旅行の準備、もう終わったの？　明日からでしょう？」

　扉とびらを開けたのは、母だった。

　千ち佳かの母は、視線を部屋の中でうろうろさせながら尋たずねてくる。

　親に部屋を見られると、妙みように気まずいのはなぜだろう。

　その気まずさと母の言葉が苛いら立だちを呼び、千ち佳かはそっけなく言い返してしまう。

「もうしたわ」

　部屋の隅すみに置いてある、旅行鞄かばんを示す。

　準備は既すでにきっちり済ませてあるし、あとはもう寝ねるだけの状態。

　だというのに、それをわざわざ「もうやった？」と確かく認にんされることに煩わずらわしさを覚える。

　千ち佳かの母は表情を変えずに、その鞄かばんを一いち瞥べつした。

「ちゃんと確かく認にんした？　忘れ物は本当にない？　わたしが確かく認にんしたほうが……」

「いいから。気にしないで」

　別に見られて困るものがあるわけじゃないが、なんとなく見られたくはない。

　信用されず、子こ供ども扱あつかいされるのも腹立たしかった。

　けれど、母は納なつ得とくしない。

　嘆たん息そくしてから、腰こしに手を当てる。

「でも。前は、急に足りないものを言い始めたでしょう。しかも修学旅行前日に。自分で準備したい、絶対大だい丈じよう夫ぶだからって言うから、させてあげたけれど……。わたしがどれだけ焦あせったと思うの。あのときも千ち佳かは確かく認にんを嫌いやがったけど、あそこでちゃんと見ていれば……」

「それ、小学生のときの話でしょう!?　今はむしろ、仕事で遠えん征せいには慣れているんだから。余計な心配しないで。大だい丈じよう夫ぶだから」

　何年も前の話を持ち出され、千ち佳かは口を曲げてしまう。

　もう高校三年生だというのに、母は時折、千ち佳かを幼い子供のような扱あつかいをする。

　居い心ごこ地ちが悪くて、思わずそう答えていた。

　それでも母は納なつ得とくしていなかったが、渋しぶ々しぶといった様子で部屋の扉とびらを閉める。

　部屋に静せい寂じやくが戻もどってきて、ほっと息を吐はいた。

「…………………………」

　あれほど言った手前、どうかとは思うのだが。

　指し摘てきされてしまっただけに気になり始め、荷物を再さい確かく認にんしてみた。

　普ふ通つうに忘れ物があった。

　母の勘かんは、案外バカにできないものらしい。







　そして、修学旅行当日。

　仕事の関係でよく乗る千ち佳かにとって、新幹線に新しん鮮せん味みはない。

　それは、隣となりに座る由ゆ美み子こもそうだろう。

　新しん鮮せん味みがあるとすれば、今の千ち佳かたちは制服姿であること、周りの席には同じ学校の生徒しかいないこと。

　いつもは二人席ばかり座っているが、今は三人席であることだろうか。

　修学旅行に浮うき立たつ生徒たちは、既すでに新幹線の中でキャッキャしていた。

　普ふ段だん乗らない子たちからすると、新幹線というだけで特別感があるらしい。

　その騒さわがしさは煩わずらわしく思うけれど、その中でも由ゆ美み子こは由ゆ美み子こだった。

　修学旅行は、三年生全員が参加するし、新幹線に乗る前も乗ったあとも、たくさんの生徒が入り交じる。

　その中で由ゆ美み子こは何度も声を掛かけられていたし、声を掛かけることもあった。

　本当に、交友関係が広いこと。

　それだけに観察が捗はかどる。

　ひらひらと手を振ふってほかの生徒と言葉を交かわす、由ゆ美み子こをじっと見る。

　普ふ段だんどおりのギャルメイクに、着き崩くずしている制服。

　彼女と仕事で新幹線に乗ったとしても、こうしてわざわざ隣となりに座ることはないだろう。

　だというのに、今は彼女の隣となりに座っているのが不思議だった。

「……なにかね、千ち佳かちゃん」

　じぃ～っと見ていたら、視線に気付かれたらしい。

　怪け訝げんそうにこちらを見る由ゆ美み子こから、ぷいっと顔を逸そらす。

　しれっと答えてやった。

「べつに。用はないけれど」

「噓うそ吐つけ。さっきからずっと見てたでしょ？　なに」

「見ていないけれど？　自意識過か剰じようじゃないかしら。それとも、なに？　今わたし見られてる？　って思いながら、あなたはほかの子と会話していたの？　つまりわたしを見ていたのは、むしろあなたってことじゃないの。なに、あまり見ないでほしいのだけれど」

「こいつ……。よくもまぁペラペラと……。相変わらずごまかしが下手だな──」

「そっちこそ、イチャモンつけないでくれる？　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい──」

　ぎゃあぎゃあと言い合いに発展したところで、若わか菜なが「まぁまぁまぁ」と仲ちゆう裁さいに入る。

　若わか菜なが「三人で座ろ～！」と言い出して、由ゆ美み子こを挟はさんで三人で座っているのだが、ここに若わか菜ながいなかったら大変だったかもしれない。

　京都まで、地じ獄ごくの煽あおり合いだ。

　若わか菜なに免めんじて千ち佳かが黙だまり込こむと、前の席の話し声が聞こえてきた。

　彼女らは、千ち佳かたちと同じ班になったクラスメイト。

　彼女たちとも行動をともにするわけだが、なんだか不満があるようだ。

「でもなぁ～、せっかく修学旅行に行くんなら、北海道とか沖縄がよかったよね」

「わかる。去年は沖縄だったらしいよ？」

「えぇ～、いいなぁ。あたしも沖縄がよかったぁ。京都って、何回か行ったことあるしさ。観みるのもお寺でしょ～？　それよりも、綺き麗れいな海～！　ビーチ～！　のがよかったよね」

「でも沖縄って海以外に何があるの？」

「知ら～ん」

「シーサー」

　不満を挙げているものの、やけに楽しそうだ。

　わざわざ声を上げることはないが、千ち佳かも同意見ではある。

　せっかくなら、行ったことのない沖縄のほうがよかった。

　それは以前から、クラスメイトが口にしていた意見でもある。

　既すでに学校行事で行った人が多いのだから、その気持ちも真っ当だと思う。

　ただ、妙みようにふわふわした空気が車内に満たされていて、千ち佳かは小首を傾かしげていた。

　その空気は移動手段がバスになっても変わらず、むしろより強くなったように感じた。

　京都駅で新幹線から降り、そこからながぁい観光バスへクラスごとに乗り込む。

　みんな妙みように落ち着きがなく、車内は朝の教室よりも騒さわがしい。

　そして、観光バスは清きよ水みず寺でらに生徒を運んでいく。

　敷しき地ち内は修学旅行生で溢あふれており、様々な制服が入り交じっていた。

　あとは外国人もすごく多い。

　大体の生徒が一度は訪おとずれたことがあるようだし、風景に目新しさはなかった。

　班の六人で移動するので、千ち佳かはぼんやりついていったのだが……。

「うわぁ～！　やっぱでけー寺って迫はく力りよくあるなぁ！　あれでしょ、なんか滝たき！　滝たき飲むんだよね!?　健康になるんだっけ!?　なるか、健康！」

「待て待て。それより、えんむすびって書いてある！　恋こい占うらないの石だって。女子高生としてはまずはコレだろ！　目を閉じて辿たどり着つけるかどうかのアトラクションらしいよ！」

「アトラクションではないだろ」

　はしゃぎ倒たおしている三人を見て、由ゆ美み子こは「わはは」と笑い、若わか菜なも腹を抱かかえていて、千ち佳かは「テンションたっか……」と呟つぶやいた。

　さっきまで「京都ってさぁ……」と言っていた割に、物もの凄すごく昂こう揚ようしている。

　それは彼女たちが特別なわけではなく、制服を着た子はみんな喜色をたたえていた。

　八つ橋だ！　漬つけ物もの多いな～！　おみくじ引きたい！　お守りは～？　なんて、ちょっとしたことで声を上げている。

　由ゆ美み子こや若わか菜なだって、その表情は普ふ段だんよりやわらかく、楽しんでいるのが伝わってきた。

　早さつ速そく、恋こい占うらないの石に挑ちよう戦せんする三人を見たあと、由ゆ美み子こは辺りを見回す。

「恋こい占うらないもいいけど、あたしはお守り買いたいな。商売繁はん盛じようのやつ。加か賀が崎さきさんに買っていこ。どこにあるのかな」

「あぁ、奥じゃない？　さっき見かけた。なんかめっちゃ種類多かったよ。わたしも買っていこうかなぁ～、受験生としてはやっぱ合格祈き願がん？」

「うへぇ、修学旅行中に受験とか言わんでほし～」

　笑いながら話をしている由ゆ美み子こも若わか菜なも、やはりウキウキしていた。

　ここは清きよ水みず寺でらで、ほとんどの生徒は来たことがあって、特別感は薄うすいはずなのに。

　だれもが浮うかれていた。

　それが、千ち佳かには不思議だった。

「……ねぇ、佐さ藤とう。川かわ岸ぎしさん。みんな、来る前までは割と『京都かぁ～』って感じだったけれど。いざ来てみたらこのはしゃぎよう。どういう情じよう緒ちよなの？」

　言い回しが皮肉っぽくなってしまったが、純じゆん粋すいな疑問だった。

　少なくとも、千ち佳かは今さら清きよ水みず寺でらや京都でそこまではしゃげない。

　由ゆ美み子こと若わか菜なは顔を見合わせる。

　恋こい占うらないの石に向かって、目を瞑つぶってふらふら歩く彼女らを見て、小さく笑った。

「そりゃそうでしょ。修学旅行なんて、正直行き先はどこでもいいんだから。楽しい場所行けるに越こしたことはないけど、あくまでオマケじゃない？」

「そ～そ～。みんなと旅行って時点で、楽しさマックスだもん。みんなで新幹線乗って、バス乗って、観光地巡めぐって、ホテルでいっしょに寝ね泊とまりして……。何なら、そのホテルが一番楽しいまであるし」

「夜から本番感はある」

　ふたりとも、強く頷うなずいている。

　千ち佳かは「……そういうものかしら」としか言えなかった。

　千ち佳かには馴な染じみの薄うすい感覚だからだ。

　友達といっしょだから、みんながいるから。

　それだけで楽しい。

　そう言われても、という感じだ。

　だが、まるでそれを体現するように、同じ班の三人が騒さわぎながら戻もどってきた。

「ソフトクリーム売ってたよ、食べよ！」「わざわざ京都で？」「ソフトクリームはどこで食べてもおいしいだろうが！」「せめて宇う治じ抹まつ茶ちやにしよ」と押し合いへし合い、随ずい分ぶんとご機き嫌げんだ。

　彼女らのテンションは下がることなく、ほかの観光地も同じように巡めぐっていく。

　由ゆ美み子こも若わか菜なも、皆みなの表情はずっと明るかった。







　そのあと、バスはホテルへと流れていく。

　今日はもう、食事を取って、お風ふ呂ろに入って、眠ねむるだけ。

　千ち佳かの感覚では、ホテルは仕事のあとに向かって、眠ねむるための場所。

　もしくは、仕事の前ぜん泊ぱくで英気を養う場所。

　しかし、若わか菜なが「ホテルが一番楽しいまである」と言っていたとおり、彼女らはホテルに入ってもテンションが高いままだった。

　大広間での食事も、ワイワイガヤガヤ。

　部屋に戻もどっても、ワイワイガヤガヤ。

　別にそれが嫌いやだったわけではない。

　けれど、少しだけ身体からだを動かしたくなり、千ち佳かは鴨かも川がわ近くで自主練に励はげんでいた。

　そこにふらりと由ゆ美み子こがやってきて、いっしょに踊おどって。

　お互たがいの気持ちを伝え合ったのだが、まぁそれは置いておいて。

　若わか菜なが「お風ふ呂ろの時間だよ」と電話をくれたので、ホテルに向かって走った。

　何せ、大浴場を利用できる時間は決められている。

　一日中観光して、汗あせもかいて、それでお風ふ呂ろに入れないのはあまりに辛つらい。

　幸い、入浴開始時間からさほど経たたないうちに、脱だつ衣い所じよには飛び込めた。

「んん……」

　そして千ち佳かは、その光景に新しん鮮せんな驚おどろきを得る。

　同級生の女子たちが、こうして揃そろって素すっ裸ぱだかというのはなかなかに珍めずらしい。

　まぁだからなんだと言う話だが……、彼女らを見ていると、感じるところもある。

　千ち佳かは、己おのれの裸ら体たいを見下ろした。

　見慣れた自分の身体からだは、ほかの子を見たあとだとどうしても……。

「ねえ佐さ藤とう」

「なに？」

「わたし、ほかの人と比べても、やっぱり胸があまりないわよね」

　自分の身体からだが豊かだと感じたことはないけれど。

　こうしてはっきり対比できる状じよう況きようになると、なおさらそう感じた。

　由ゆ美み子こは気まずそうな表情になり、小声で呟つぶやく。

「……お姉ちゃんは、瘦やせすぎなんだって。ちゃんと肉ついたら、おっぱいも育つでしょ」

　そうかもしれない。

　由ゆ美み子こと比べると、どうしても自分の肉付きは悪い。

　腕うでも脚あしも細く、由ゆ美み子このような女性らしいフォルムはなかった。

　胸だけではなく、全体的に瘦やせているせいだ。

　普ふ段だんは面めん倒どうくさがって、あまりご飯を食べないせいだろう。

　反面、由ゆ美み子こは胸も大きいし、お尻しりもいい形だ。程ほどよく肉がついている。

　羨うらやましい……、と思うには身体からだが違ちがいすぎるというか、遠い世界のように感じるが。

　なので、ついじっと見てしまう。

　すると、彼女は口を曲げて嫌いやそうにした。

「あんまり人の裸はだかをじろじろ見るんじゃないよ。初めて見るわけでもなし」

「あら。見るたびに、素す敵てきな身体からだね、と思っているわよ」

「あんた、本当にこういうときだけ素す直なおになるね……」

　由ゆ美み子こが呆あきれていると、後ろからにゅっと若わか菜なが顔を出した。

　彼女も素すっ裸ぱだかだったが、体型はごくごく普ふ通つうという感じ。

　若わか菜なは「ふたりとも、どしたん？」とやってきたが、千ち佳かの身体からだを見て目を丸くする。

「うわあ、渡わた辺なべちゃん、身体からだほっそ。いやぁ細いのは羨うらやましいけど、心配になっちゃうな～。大だい丈じよう夫ぶ？　ちゃんとご飯食べてる？」

「………………」

　若わか菜なは千ち佳かの身体からだをぺたぺたと無ぶ遠えん慮りよに触さわってきた。

　腕うでやお腹なかを、ぺたぺたぺた。

　拒きよ絶ぜつするほど嫌いやではないが、恥はずかしいといえば恥はずかしい。

　お互たがい全ぜん裸らだし。

　千ち佳かの表情を見て察したのか、由ゆ美み子こは腰こしに手を当ててにやりと笑った。

「あんたも触さわられる恥はずかしさがわかった？」

　普ふ段だん、彼女の胸を散々揉もみしだいていることへの意い趣しゆ返がえしだろう。

　若わか菜なはせいぜい腕うでやお腹なかくらいで、胸までは手を伸のばしてこない。

　それでも、まぁまぁ羞しゆう恥ちを覚えた。

　真正面からしっかりと胸を鷲わし摑づかみにされたら、気まずく感じるかもしれない。

　まぁ。

　やめるつもりは、ないけれど。

　そこで、若わか菜なはぱっと顔を上げて由ゆ美み子こを見た。

「え、なに？　由ゆ美み子こ、渡わた辺なべちゃんに身体からだ触さわらせてんの？　なんで？」

「……。……んなわけないでしょ。してないよ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、由ゆ美み子こは答える。

　若わか菜なの言い方では、まるで由ゆ美み子こが進んで触さわらせているようだ。

　しかしここで、「いや、こいつが触さわりたがるから……」と否定すると、由ゆ美み子こは千ち佳かに胸を揉もませていることを口外しなければならない。

　どう転んでもおかしな状じよう況きよう。

　全否定せざるを得なくなり、結果この表情。

　確かに人には知られたくない、歪いびつな秘密だとも思う。

　同級生の胸を定期的に揉もんでるって。どういう状じよう況きようだ。

　まぁ。

　やめるつもりは、ないけれど。

　千ち佳かがしれっとそっぽを向いていたからか、何か言いたげに由ゆ美み子こが小こ突づいてきた。

　そのあとはみんなでお風ふ呂ろに入り（さすがに今回は由ゆ美み子この胸は揉もんでいない）、自分たちの部屋に戻もどった。

　床とこには六人分の布ふ団とんが敷しかれていて、その光景にほかの子たちがはしゃぐ。

　特にすることはなかったが、うだうだしている間に消灯時間になった。

　けれど、まるでそこからが本番だと言わんばかりに、部屋の中はおかしな熱が帯び始める。

　部屋の電気は消され。

　窓から月明かりだけが差し込み、各おの々おのの顔が薄うすく照らされる。

　並んだ布ふ団とんの中で、彼女たちはうつ伏ぶせで枕まくらに顎あごを置いていた。

　顔を突つき合あわせ、囁ささやき声ごえで話を始める。

「やっぱ修学旅行の夜と言ったら、恋こいバナ？　恋こいバナする？　しとく？」

「うわあ、ベタだなあ」

「ベタなのはわかってるけどさ。『好きな人だれ～？』とかやりたいじゃ～ん？」

　益体もない話を、楽しそうにしている。

　千ち佳かは気にせず寝ねようと思ったが、空気的に自分も会話の輪に入れられているようだ。

　普ふ段だんの千ち佳かならそれでも我われ関せずを通しただろうから、千ち佳かもこの空気に当てられたのかもしれない。

「あ、由ゆ美み子この恋こいバナ聞きたい！　それと、渡わた辺なべさんも！」

　班の女子が由ゆ美み子こと千ち佳かを名指しする。

　なぜ？　と千ち佳かが目を向けると、隣となりの子が「あ、声優さんの恋れん愛あい事情って聞いてみたい！」と目をキラキラさせていた。

　ふたりとも声優には興味がなさそうだが、単に知らない世界の恋れん愛あい話を聞きたいのだろう。

　彼女らの中で、話が盛り上がっていく。

「声優さんって、出会いも多そうだよね……！　実際どうなのどうなの？」

「わたし、あの人知ってる！　最近よくテレビに出てる、イケメンの人！　仕事でしゃべったりしないの？　仲良くなったりとか、ある？」

　彼女たちは千ち佳かと大して仲良くもないし、質問も興味本位でしかない。

　普ふ段だんの教室で雑に訊きかれていたら、気を悪くしたかもしれない。

　そうなると若わか菜なが気を遣つかって、「そういうのやめなって」と言ってくれるのだが、今回はなかった。

　千ち佳かが不快に感じていないことが、彼女にも伝わっているのだろう。

　由ゆ美み子こが笑いながら、さらりと質問に答えた。

「まぁ、声優同士の結けつ婚こんも珍めずらしくないしねえ。付き合う人も普ふ通つうにいるよ」

「収録の合間に話すことも多いし。それで仲が深まって……、というのは、あるんじゃないかしら」

　意外にも千ち佳かが会話に参加したことで、聞いていた子たちが湧わき立たつ。

　千ち佳か自身も、なぜわざわざ発言したのかわからなかった。

　ふたりの言葉に、若わか菜ながずずい、と身を乗り出してくる。

「え、じゃあ由ゆ美み子こと渡わた辺なべちゃんも、そういうことあるの？」

　訊きかれると思っていたようだが、それでも由ゆ美み子こは苦笑いを浮うかべた。

　ひらひらと手を振ふる。

「ないない。だって、あたしら未成年だし」

「高校生に手を出したら、さすがにまずいでしょう」

　その答えに、四人はサーっと「それもそうか……」という空気になってしまう。

　それで盛り下がったことを、申し訳なく思ったのかもしれない。

　由ゆ美み子こは、思い出したように言葉を続けた。

「あ、でも。あたし先せん輩ぱいにプロポーズされたな」

「「「プロポーズ!?」」」

　頓とん狂きような声を上げる彼女らに、由ゆ美み子こはわはは、と笑う。

　そういうことをしそう、言いそうな先せん輩ぱいなら、千ち佳かも覚えがある。

　まぁ十中八九、いつも穏おだやかに笑っているあの先せん輩ぱいだろう。

　もしふたりが結けつ婚こんしたら、別の先せん輩ぱいがそれを見て卒そつ倒とうしそうだ。

　由ゆ美み子こは冗じよう談だんを長く引っ張るつもりはないらしく、大おお袈げ裟さなウインクで締しめた。

「ま、でも。今のあたしは、仕事が恋こい人びとかな？」

　そのわざとらしい物言いに、ほかの子が「だっさ！」と噴ふき出だし、由ゆ美み子こも笑う。

　いつの間にか、千ち佳かも笑えみを作っていた。

　温かくやわらかい時間はずっと続いていきそうで、静かに終わりへ向かっていく。

　新幹線やバスの移動時間は長かったし、降りれば歩き回っていた。

　身体からだは疲つかれているうえに部屋は暗く、全員布ふ団とんで横になっている。

　あれほど楽しそうに話していたのに、いつの間にか寝ね息いきが重なっていた。

　ひとり、またひとりと眠ねむりに落ちていく中、千ち佳かはうっかり置いていかれていた。

　真っ先に眠ねむるつもりだったのに、寝ねそびれてしまった。

　目が冴さえて困っていると、隣となりからそっと囁ささやかれる。

「ねぇ渡わた辺なべちゃん。渡わた辺なべちゃんは中学の修学旅行、どこに行ったの？」

　隣となりで横になっていた若わか菜なが、いつの間にかこちらに顔を向けていた。

　瞳ひとみは眠ねむ気けでとろんとしている。

　ぼんやりした頭での、特に意味のない質問だったのだろう。

　千ち佳かも特に気負いなく、「北海道だったわ」と答えた。

　若わか菜なの返事は、「へぇ、いいねぇ」というもので、それ以上、続く様子もない。

　放っておいたら、そのまま夢の中に旅立ちそうだ。

　それでもよかったのだが、なんとなく千ち佳かは話を続けてしまった。

「でも、大して楽しんだ覚えがないのよ」

「そなの？　北海道なのに？」

「行き先は関係なくて。わたしは、ひとりでいるのが好きだから。修学旅行はずっと集団行動でしょう。わたしはあのとき、声優になるためにいろいろともがいているところだったし……、余よ裕ゆうもなかったから」

　過去を振ふり返かえりながら、独り言のように呟つぶやいた。

　相手は若わか菜なだったし、ほとんど聞いているかどうかもわからなかったし。

　彼女の気が抜ぬけた表情は、千ち佳かの心をやわらかくさせた。

　だから、かつてのあまりよくない思い出も、こうして口にできたのかもしれない。

　中学三年生。

　声優になるために劇団に入り、そこからどうにか事務所への入所を画策していた頃ころ。

　声優になれるのか、上う手まくいくのか。そんなことばかり考えていた。

　自分でも、ピリついていた時期だと思う。

　それに加えて、劇団での経験が同級生との価値観の差異を強めた。

　それでより、孤こ立りつしていたと思う。

　元々ひとりが好きだから、それ自体は大した苦ではなかったけれど。

　修学旅行のような集団行動では、面めん倒どうに思うことも多かった。

　だから。

「だから、本当は今回も気が進まなかったのよ」

　ぽつりと呟つぶやく。

　修学旅行に対して後ろ向きだったのは、今回も同じような旅行になると思っていたから。

　もしも成なる瀬せの説得がなければ、構わずに休んでいたかもしれない。

　成なる瀬せの言葉を思い出していると、若わか菜ながふわりと笑った。

「それなら、今回の修学旅行は楽しめてよかったねえ」

「え？」

　あまりにも自然にそう言われたものだから、千ち佳かはきょとんとしてしまう。

　若わか菜なはわずかに頭を動かす。首を傾かしげたかったのかもしれない。

　とろんとした瞳ひとみは、千ち佳かを見ていた。

「楽しくなかった？」

　静かに問われる。

　楽しい？　修学旅行が？

　改めて訊きかれて、考え込んでしまう。

　今日一日、どうだったろうか。

　なんだか、悪態をついたり、はしゃぐ人たちを見てばかりだった気がする。

　由ゆ美み子ことも口くち喧げん嘩かをしたし、見たことのある観光地は新しん鮮せん味みもないし。

　常にだれかといっしょで、静かに過ごせる時間はほとんどなかった。

　振ふり返かえってみても、忙せわしなく、騒さわがしく、とても千ち佳かが好むものではない。

　でも。

　そんなふうに、訊きかれてしまえば。

「──えぇ。そうね。楽しかったかも、しれないわね」

　千ち佳かは薄うすく微ほほ笑えみながら、そう答えていた。

　もう若わか菜なは目を瞑つぶって、夢の中にいってしまったけれど。

　暗い部屋の中で、起きているのは千ち佳かひとり。

　修学旅行の一日目は、どうやら幕を閉じたらしい。

　千ち佳かも追いかけるように、瞼まぶたを閉じた。

　すぐそばに人の気配があって、こんなふうに近い距きよ離りで布ふ団とんを並べて。

　いつもだったら、なかなか眠ねむれないだろうに。

　今日ばかりは、すぅっと眠ねむりに落ちていった。







「……ん」

　しばらく眠ねむったあと、千ち佳かはむくりと起き上がる。

　部屋はまだ暗いし、とても寝ね足りなかったけれど、トイレに行きたくなった。

　慣れない場所を暗くら闇やみのまま移動するのは怖こわかったが、ふらふらとトイレに向かう。

　用を足して、むにゃむにゃと布ふ団とんに戻もどった。

　すると、自分よりふにゃふにゃした声が横から聞こえてくる。

「……わたなべぇ？」

　由ゆ美み子こだった。

　寝ねぼけているのか、ほとんど目を瞑つぶった状態でこちらに話はなし掛かけていた。

　それは問いかけなのか、ただ口にしただけなのか。

　千ち佳かが迷っていると、由ゆ美み子こは再び、「渡わた辺なべぇ……？」と人の名前を口にする。

　問いかけだったらしい。

　千ち佳かもぼんやりした声で、返事をした。

「なあに」

「あんた……、今日……、きょう？　昨日……？　なんでずっとあたしのこと見てたの……」

　ふにゃふにゃと呂ろ律れつが怪あやしい中、由ゆ美み子こは疑問を口にする。

　ずっと気に掛かかっていたのか、それともたまたま脳のう裏りをよぎったのか。

　どちらにせよ、ここまで夢ゆめ現うつつなら大した意味はないだろう。

　そして千ち佳かも、だいぶ眠ねむ気けに引っ張られていた。

　由ゆ美み子こがふらふら手を伸のばしてくるので、なぜか真ま似ねをして同じように手を差し出してしまうくらいには。

　寝ねぼけ眼まなこのふたりの手が重なり、由ゆ美み子こは無意味ににぎにぎと握にぎってくる。

　その熱とやわらかさに寝ね落おちしそうになりながら、千ち佳かは答えた。

「今回、わたしもあなたもユニットのリーダーだけれど……。わたしは、あなたを見てリーダーを学ぼうと思ったのよ……。あなたは、わたしにはない魅み力りよくを持っている。だれからも好かれている。それは……、リーダーとしての強みだと思ったの……。だれからも好かれるリーダー、だなんて……、理想的でしょう……？　その、秘ひ訣けつを知りたかったの……」

　千ち佳かはぽやぽやした頭で、そんなことを口走っていた。

　普ふ段だんなら絶対に言わないけれど、ふたりともろくに頭が働いていない。

　半分夢を見ていて、お互たがいの手の温ぬくもりだけが現実に繫つなぎ止とめていた。

　由ゆ美み子こは大きく息を吸う。

　ゆっくりと吐はいてから、「バカだなあ……」と呟つぶやいた。

　その表情は、いつもよりも随ずい分ぶんと幼い。

「あたしと、あんたは、違ちがう……、でしょ。渡わた辺なべが……、あたしを真ま似ねする必要なんて……、ないよ……。だってあんたは、ひとりで立ってる姿が……、格好良いんだから……。その姿に、あたしは……、あんたに……、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに、憧あこがれたんだから……。あんたは……、そんなリーダーに……、格好良いリーダーに……、なればいいんだよ……」

　ゆっくりとゆっくりと、途と切ぎれながら由ゆ美み子こは囁ささやく。

　かと思うと、そのままするりと夢の中に戻もどっていった。

　手はきゅっと、握にぎられたまま。

　千ち佳かはそれにつられるように、いっしょになって吸い込まれるように。
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　静かに眠ねむりへ落ちていく。

　こんなふうに、普ふ段だんは言えないことでも。

　思わず口にしてしまうのが、修学旅行の魅み力りよくなのかもしれない。

　あぁいや、単に寝ねぼけているだけか。

　まぁそれはそれで。

　少なくとも千ち佳かは、彼女の言葉が──。







　最初は長いと思っていた修学旅行も、いよいよ最終日。

　いざ帰るとなると名残なごり惜おしくなりそうだが、感かん慨がいに耽ふけっている場合ではないようだ。

　皆みな、こぞってお土産みやげを買かい漁あさっていた。

　どれがいいどれがいい、と目を皿にしている。

　幸い、京都ならお土産みやげの類に困らない。

　いや困らないからこそ、みんな迷っているのかもしれないが。

　最後の自由時間に生徒たちが走り回る中、千ち佳かはぼうっと店を見て回っていた。

　そこで、由ゆ美み子こが「渡わた辺なべ～」と声を掛かけてくる。

「なに」

「コーコーセーラジオのお土産みやげに、これ買っていこうと思うんだけどさ」

　由ゆ美み子こが見せてきたのは、個包装で詰つめられた生八つ橋。

　これなら、仕事場に持って行くお土産みやげにもってこいかもしれないが……。

　千ち佳かはつい、怪け訝げんな顔をしてしまう。

「……番組にお土産みやげって、買っていくものなの？」

「さぁ。普ふ通つうは知んないけど。単にあたしが買っていきたいから、買おうかなって。でもそれなら、あんたと共同ってことにしたほうがいいかなと思って、声掛かけた」

　なるほど。純じゆん粋すいな気き遣づかいのようだ。

　同じ旅行に行っているのに、片方だけお土産みやげを買ってきたら、もう片方はまぁ気まずい。

　さすがにそれを後ろめたく思うくらいには、千ち佳かにも良識はある。

「……半分出すわ」

「あいよ」

　声を掛かけてくれてありがとう、とでも言うべきかもしれないが、さすがにそこまで素す直なおになれない。

　黙だまって半分の額を手て渡わたすと、由ゆ美み子こも黙だまって受け取った。

　この辺りは彼女のほうが大人で、普ふ通つうにむかつく。

　そこでふと気になって、彼女に尋たずねた。

「佐さ藤とう。あなたはユニットメンバーにも、お土産みやげを買っていくの？」

　千ち佳かは迷っているところだった。

　買っていったら、関係を進展させるきっかけになるかもしれない。

　結ゆ衣いに渡わたせば、子犬のようにはしゃいで受け取るだろうし。

　花はな火びには食べ物を渡わたせば、きっと喜んでくれる。

　纏まといはどうすればいいか見当もつかないが、これで心を許してくれるかもしれない。

　ただ、その行こう為いはあまりに千ち佳かの柄がらではなかった。

　なので、由ゆ美み子この意見を聞きたかったのだが……。

　彼女は意外にも、微び妙みようそうな顔をしていた。

　そろそろと視線を外して、気まずそうに頰ほおを搔かく。

　そこで、あぁ、と思い直した。

「……そういえば。あなたのところは、ごたついてるんだったわね……」

〝ミラク〟はユニットメンバー間でトラブルが発生している。

　あの由ゆ美み子こが、直前まで修学旅行に行くかどうか迷っていたくらいだ。

　この状じよう況きようで、のんきにお土産みやげを買っていくのは難しいかもしれない。

　しかし、由ゆ美み子こはぷるぷると頭を振ふった。

　ふんす、と鼻息を荒あらくして、お土産みやげに目を向ける。

「……いや。買ってくよ。お土産みやげを渡わたせるような関係に戻もどすから。うん。買う」

　表情はぎこちないものの、覚かく悟ごを決めたらしい。あれやこれやと見み繕つくろい始めた。

　その姿を見て、千ち佳かは静かに息を吐はく。

　さて、自分はどうしようか──、と考え始めると、由ゆ美み子この声がふっと頭に響ひびいた。

　ぽやぽやした声で、『あたしを真ま似ねする必要なんてないよ』と言っていた彼女。

　あのとき、由ゆ美み子こが口にした言葉たちが突とつ然ぜん脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

　けれど千ち佳かも大たい概がい眠ねむかったために、記き憶おくからほろほろと抜ぬけ落おちていきそう。

　それを何とか受け止めて、千ち佳かは口を開いた。

「…………。ねぇ、佐さ藤とう……。初日のホテルの話だけれど。わたしがトイレに起きたとき、あなたもいっしょに目を覚ましたの、覚えてる？」

「……？　え、あたし起きた？　噓うそぉ？」

　由ゆ美み子こは怪け訝げんそうにしている。どうやら覚えていないらしい。

　その表情を見るに、しらばっくれているわけでもなさそうだ。

　──あれはすべて夢だったのでは？

　そう思ってしまったが、あのときの手の温ぬくもりは記き憶おくに残っている。

　彼女の声はゆっくりと溶とけてなくなったものの、それだけは最後まで残っていた。

　千ち佳かは視線をお土産みやげの棚たなに戻もどし、その中のひとつを手に取る。

「覚えてないなら、いいわ。気にしないで」

「えぇ、なにそれ。あたしなんか言ってたの？　ちょっと、お姉ちゃん。ねぇってば」

　由ゆ美み子こは肩かたを揺ゆらしてくるが、無視する。

　あれは、まぁ。

　修学旅行という特別な夜が見せた、おかしな幻まぼろしということにしておこうか。







　そして、修学旅行は無事に終わり。

　千ち佳かは自宅へと帰ってきた。

「ただいま」

　そう答えることにどこかほっとする。

　我わが家やはやはり、安心感があった。

　今日は久しぶりに、ひとりでのんびりお風ふ呂ろに入り、自分のベッドでゆっくり眠ねむれそうだ……。そう考えると、疲ひ労ろう感かんがどっと肩かたにのしかかってくる。

　疲つかれた。

「おかえりなさい」

　母に声を掛かけられる。

　普ふ段だんはそれ以上何も言ってこないのに、今日の母はこちらの表情を窺うかがっていた。

　どこかそわそわしていて、訊ききたいことがあるのが見て取れる。

　千ち佳かはその表情に気付かないふりをして、そっと紙かみ袋ぶくろを差し出した。

「ん」

「……？　なに、これ」

「修学旅行のお土産みやげ」

「え……、あ……、ありがとう……」

　ぎこちないお礼を聞きながら、母とすれ違ちがった。

　すると、背中に声を掛かけられる。

「ねぇ、千ち佳か。修学旅行、楽しかった……？」

　今日帰った同級生の大半が、家族から言われているだろう言葉を受け取る。

　行く前の千ち佳かは、大変だった、疲つかれた、楽しくはなかった、と言いかけて、それを母にわざわざ言うのも気まずくて。

　別に、と答えることを、想像していた。

　でも。

　今は。

「……まぁ、悪くはなかったわ」とすんなり言うことができた。
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　桜さくら並なみ木き乙おと女めは、息を切らしながらその光景を見つめていた。

　客席に光る、数千本のサイリウム。

　感動や喜びに染まった、お客さんの顔。

　それを見ていると、胸がきゅうっとなって泣き出しそうになる。

　それでも乙おと女めは、精いっぱいの笑え顔がおで応えた。

「みんな──ッ！　今日はありがとぉ──ッ！　大好きだよぉ────ッ！」

　乙おと女めがそう叫さけぶと、その何十倍もの歓かん声せいがワッと返ってくる。

　乙おと女めが手を振ふりながらステージを移動すると、お客さんもそれに合わせて手を振ふり返す。

　自然に拍はく手しゆが巻き起こり、波は紋もんのように広がってどんどん大きくなっていった。

　ぴかぴか。

　きらきら。

　世界は、こんなにも綺き麗れいだ。

　あまりに幸せな光景に目を奪うばわれながら、乙おと女めはステージの袖そでに向かう。

　乙おと女めは笑え顔がおのまま、舞ぶ台たいの上から退場した。

　それを追いかけるように、地じ響ひびきのような拍はく手しゆの音、そして乙おと女めの名を呼ぶ声、「ありがとー！」という声が幾いく重えにも重なる。

　お礼を言いたいのはこちらのほうなのに、感謝の言葉を背中いっぱいに浴びた。

　頭から足の指先まで、幸せな気持ちがぎゅうっと詰つめ込こまれている。

　暗いステージ裏に向かうと、何人ものスタッフが乙おと女めを出で迎むかえてくれた。

　彼らも拍はく手しゆを送ってくれる。

「ありがとうございました……っ、お疲つかれ様さまでした……！」

　労ねぎらいの声を受け取りながら、乙おと女めは笑え顔がおで彼らの間を抜ぬけていく。

　体力が空っぽの状態で、乙おと女めは控ひかえ室しつに入っていった。

「はああああああ……、気持ちよかったぁ……っ」

　マネージャーやスタッフがいるのもお構いなしで、乙おと女めは天てん井じようを仰あおいで大きく口を開けた。

　血は勢いよく巡めぐっており、疲つかれ切きっているのに力はどんどん湧わいてくる。

　頭の中がドンドンパッパ、太たい鼓こや花はな火びが鳴なり響ひびいているように騒さわがしい。

　目の前がチカチカと光っていた。

　脳内物質がドバドバ溢あふれている。

「桜さくら並なみ木きさん。お疲つかれ様さまでした～」

「あ、プロデューサーさん。お疲つかれ様さまです！」

　楽屋に挨あい拶さつに来てくれたプロデューサーに、頭を下げる。

　彼はしみじみと「よかったですよ～。お客さんも大満足ですね」と深く頷うなずいていた。

　手応えはあったが、関係者から観みてもいいライブだったらしい。

　桜さくら並なみ木き乙おと女め、単独ライブ。

　乙おと女めは先ほどまでステージの上で数時間ライブを行い、お客さんを夢中にさせてきた。

　レッスンの成果を出せて、ファンの嬉うれしそうな顔も見られて、乙おと女め自身も大満足。

　だれもが幸せになる空間を作ることができた。

　プロデューサーも、袖そででずっと観みてくれていた。

「いやぁ、すごくよかった。それだけに、このライブが終わってしまうのが残念です。お客さんもみんな、名残なごり惜おしそうでした」

「はい。わたしもすごく楽しい時間でした。でもわたしの場合、まだまだ楽しい時間は続くんですよ。ね、水み戸とさん」

　傍かたわらにいた、マネージャーの水み戸とに話はなし掛かける。

　彼女は先ほどまで、「お疲つかれ様さまでした！　よかったです！」と笑え顔がおでいてくれたのに、今は微び妙みような表情を浮うかべていた。

　渋しぶ々しぶ頷うなずく。

「そう、ですね……。『堕だ落らくの会』ですよね……、わかっています……」

「『堕だ落らくの会』？」

　プロデューサーが聞き慣れない言葉に首を傾かしげたので、水み戸とは慌あわてて手を振ふる。

「あぁいえ、こちらの話です。今日はありがとうございました」

　水み戸とが深々と頭を下げたので、乙おと女めも同じように頭を下げる。

　プロデューサーが退出したあと、水み戸とは心配そうに肩かたを落とした。

「あの、桜さくら並なみ木きさん。あまり羽目を外しすぎないようにしてくださいね……？　明後日あさつては普ふ通つうに仕事ですし、引きずらないように……。あとあと、やりすぎると後々肌はだとか……」

「わかってますよ～。でもわたしは加減しない！　ライブもとっても楽しみだったけど、そのあとのコレがあるから、より頑がん張ばれたんだもの！」

　むん、と両手を力強く握にぎると、水み戸とははあ、とため息を返した。

　そして、立て続けに関係者が控ひかえ室しつに飛び込んでくる。

「乙おと女め姉さん！　お疲つかれ！　ライブめっちゃよかったよ～！」

「わ、やすみちゃん！　来てくれてありがと～！」

　控ひかえ室しつに現れたのは、かわいい後こう輩はいである歌うた種たねやすみ。

　彼女は満面の笑えみで、こちらに駆かけ寄よってきた。

　その愛いとおしさに、乙おと女めは昂たかぶるまま彼女を抱だき締しめようとしたが──。

　あっ、と声を上げて、すぐに手を下ろす。

「？　どしたの、姉さん」

「や、わたし終わったばかりで汗あせだくだから。抱だき着つくのはダメだなって」

「関係なーいっ」

「きゃー！」

　由ゆ美み子こがふざけながら抱だき着ついてくるので、乙おと女めはじゃれた悲鳴を上げる。

　幸せな時間だった。

　そこにさらに、涼すずやかな声が介かい入にゆうする。

「桜さくら並なみ木きさん。お疲つかれ様さまでした。ライブ、よかったです」

「紅葉もみじちゃん！　紅葉もみじちゃんも来てくれてありがとうね！　嬉うれしい！」

　黒色のミディアムヘアがとても綺き麗れいで、眼鏡がすごく似合う美人の女性。

　彼女は控ひかえめな笑えみを浮うかべて、そこに立っていた。

　秋あき空そら紅葉もみじ。

　トリニティ所属の女性声優で、乙おと女めの同期だ。

　けれど彼女は以前、体調を崩くずして声優業界から退いてしまった。

　今は会社勤めをしており、普ふ通つうの社会人として生活している。

　乙おと女めと秋あき空そらは長い期間、一いつ切さいの接せつ触しよくを断っていた。

　しかし、乙おと女めが倒たおれたのをきっかけに、後こう輩はいたちのおかげでこうして交流が生まれている。

　秋あき空そらが会いに来てくれること、自分とごく自然に会話をしていること。

　この光景が、乙おと女めにとっては胸が詰つまるほどに愛いとしいものだった。

　今日のライブは、乙おと女めがふたりを招待している。

　関係者席に横並びで、ライブを観みていたはずだ。

　由ゆ美み子こが秋あき空そらを見ながら、快活に笑う。

「すっごく楽しかったよ。乙おと女め姉さんのライブもすごくよかったし、秋あき空そらさんともいろいろ話せたし。楽しかったな～、ね、秋あき空そらさん」

「は、はい……、そうですね」

　由ゆ美み子こは人ひと懐なつっこい笑えみを秋あき空そらに向け、彼女は少しだけ恥はずかしそうに返事をしている。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、だれに対してもするりと懐ふところに入ってしまう。

　隣となりにいるのが、別事務所の先せん輩ぱいの同期。人によっては気を遣つかうだろうに、「いろいろと話せて楽しかった」と笑っているのだから、彼女は本当に人好きのするいい子だ。

　彼女の温かさに触ふれたからこそ、遠えん慮りよがちな秋あき空そらも心を開くのだろう。

　それだけに、ちょっと嫉しつ妬と。

「えぇ、ずるいなあ、ふたりとも。わたし抜ぬきで仲良くしちゃって。わたしもいっしょにライブ観みたかったな～」

「いや、姉さんのライブじゃん。なに言ってんの？」

　とぼけた会話をして、くすくすと笑う。

　そこで、彼女たちが大きめの荷物を持っていることに気が付いた。

「あ、ふたりともお泊とまりの準備は万ばん全ぜんだね？」

　乙おと女めが荷物を指差すと、由ゆ美み子こは「もちろん」と楽しそうに答え、秋あき空そらはぎこちなく「えぇ」と頷うなずいた。

　このあと、ふたりは乙おと女めの家に泊とまっていく予定だ。

　今日は土曜日。

　乙おと女めも由ゆ美み子こも明日はオフで、秋あき空そらも休みなので、「じゃあお泊とまり会しよう！」という話になったのである。

　それに意外そうな声を上げたのは、水み戸とだった。

「え、ふたりとも泊とまっていくんですか？」

　その視線が秋あき空そらに向かいそうになったのを、水み戸とは何とか堪こらえている。

　由ゆ美み子こが乙おと女めの家に泊とまるのは、それほど珍めずらしいことではない。

　ただ、そこに秋あき空そら紅葉もみじが加わると、話は変わってくる。

　水み戸との担当ではないものの、秋あき空そら紅葉もみじを潰つぶしたのは事務所であるトリニティの責任だ。

　同事務所で同期、現げん役えきの声優と潰つぶしてしまった声優。

　このふたりが仲良くしていることに、思うところがあってもおかしくない。

　けれど乙おと女めは、そんな暗い話は御ご免めんだった。

　秋あき空そらが照れるのもお構いなしに、彼女の肩かたを抱だく。

「そうでーす。今日は三人で『堕だ落らくの会』をするの！　すっごく楽しみ！」

　秋あき空そらは恥はずかしそうにしていたが、聞き慣れない言葉に顔を向ける。

「『堕だ落らくの会』？　桜さくら並なみ木きさん、それは……？」

「ふふふ、紅葉もみじちゃん。わたしたちはね、今日揃そろって堕だ落らくするんだよ……。ライブの興奮が身体からだに残ったまま、アドレナリンが溢あふれたまま、人として堕おちていくのが最高に気持ちいいんだよ……」

「え……？　あの、それ、大だい丈じよう夫ぶなやつ……？　あ、あぶないことしてます……？」

　不安そうな秋あき空そらに、由ゆ美み子こは深く頷うなずく。

「一歩間ま違ちがえれば、かなり危ないです。乙おと女め姉さんはアイドル声優として、なかなか消えない傷を作るかもしれない」

　それを聞いて、水み戸とが慌あわてて由ゆ美み子このそばに駆かけ寄よった。

　不安そうな表情で、手をパタパタさせている。

「あのあの、歌うた種たねさん……。桜さくら並なみ木きさんといっしょにいるのなら、どうか程ほど々ほどに留とどめて頂けませんか……。来週、撮さつ影えいもあるんですよ……。肌はだとか、ね？　わかるでしょう……？」

「そう言われても。姉さんは、これを楽しみに頑がん張ばってきたんですよ。中ちゆう途と半はん端ぱにやると、むしろストレス溜たまっちゃうんじゃないですか？」

　由ゆ美み子こが返答すると、水み戸とはうう、と言葉に迷った。

　一理あると思ったのかもしれない。

「……わかりました。『堕だ落らくの会』が無事に終わることを祈いのっています……」

　水み戸とは肩かたを落としながら、苦々しそうに口にした。

「ええと、結局『堕だ落らくの会』って……？」

　未いまだ困こん惑わくしている秋あき空そらの肩かたに、乙おと女めはポンと手を置く。

「すぐわかるよ。紅葉もみじちゃんもいっしょに堕おちようね。大だい丈じよう夫ぶ、絶対気持ちいいから」

「えぇ……。いや、本当大だい丈じよう夫ぶ……？　わたし今はただの会社員だから、あまり業界の闇やみとか見せないでくださいね……？」

　そんなことを話しているうちに、蒸むれた衣い装しようが気持ち悪くなってきた。

　強いスポットライトを浴びながら動き回り、全力で歌唱したのだから汗あせもかく。

　早く脱ぬぎたい。

「ごめん、ふたりとも。着き替がえちゃうね。とにかくお風ふ呂ろに入りたいな～」

　堕だ落らくするためには、しっかりと準備を整えないといけない。

　まずはお風ふ呂ろ。

　ふたりには既すでに話してあるが、これから家の近くのスーパー銭湯に行く予定だった。

　乙おと女めが着き替がえの準備をしていると、水み戸とがふたりに声を掛かける。

「おふたりとも。桜さくら並なみ木きさんといっしょに送そう迎げいしますよ。行き先は同じですし」

「え、いいんですか？　やった、嬉うれしい」

　水み戸との提案に、由ゆ美み子こは顔をパっと輝かがやかせた。







　水み戸とにマンションまで送ってもらって、乙おと女めたちは一いつ旦たん荷物を部屋に置いていく。

　ライブ帰りの乙おと女め、お泊とまりセットを持った由ゆ美み子こたちは、とにかく荷物が多い。

　それから、スーパー銭湯に直行した。

　汗あせだくの身体からだを洗い流し、髪かみも丁てい寧ねいに洗って、身体からだをしっかり綺き麗れいにしてから、広い広いお風ふ呂ろに向かう。

　少し薄うす暗ぐらく、和のテイストで落ち着きのある浴場。

　だだっ広い浴よく槽そうに足を入れると、お湯はちょっとだけ熱め。

　えいやっ、と肩かたまで浸つかると、身体からだの芯しんから声が漏もれ出た。

「あああぁああぁぁぁぁあ～……、き、気持ちいぃいぃぃ～……」

　身体からだがふわあっとしてきて、気を失ってしまいそう。

　疲つかれが湯の中に溶とけ込こんでいくようで、口からは勝手に声が出てしまう。

　あったかいぃ～……、気持ちよすぎるぅ～……。

「わはは。姉さん、おじさんみたいになってる」

「まぁライブ後のお風ふ呂ろだものね……。気持ちいいに決まってるわよね」

　脇わきにいた由ゆ美み子こは笑い、秋あき空そらは感心したように頷うなずいている。

　このまま身体からだがお湯に溶とけるんじゃ、と思うほどにとろけきっていた。

「はあぁぁ……、最高ぉ……、も、ごくらくぅ……」

　何度もため息が漏もれ出て、その気持ちよさに酔よいしれる。

　ライブ後のお風ふ呂ろは、楽しみのひとつ。

　しかも、足が伸のばせる広いお風ふ呂ろ。

　最高だ。

　文字どおり全身で堪たん能のうしていると、秋あき空そらが心配そうに顔を覗のぞき込こんできた。

「ねぇ、桜さくら並なみ木きさん。わたしたち、今日家に行ってもよかったのかしら。疲つかれてるだろうし、ゆっくり休んだほうがいいんじゃ？」

　そう思うのも当然かもしれない。

　ライブの朝はめちゃめちゃに早い。

　本番は夕方からだが、そこに至るまで準備で物もの凄すごく忙いそがしかった。

　そのまま本番を全力で走はしり抜ぬけて、今ここで溶とけている。

　目まぐるしい一日は、あっという間に過ぎていった。

　体力はすっかり空っぽ。

　ここから立ち上がるのも、相当気力を振ふり絞しぼる必要がある。

　しかし。

「身体からだは疲つかれてるんだけど、アドレナリンが出てるっていうか。頭が興奮して興奮して、ひとりでいると持て余すくらいなの。だから今日は、ふたりが遊んでくれてすごく嬉うれしいんだ」

　乙おと女めがにっこり笑うと、由ゆ美み子こは「わかる」と頷うなずいた。

　秋あき空そら紅葉もみじはそういったコンテンツに触ふれてこなかったため、共感はできなかったらしい。

　それでも、乙おと女めが本音で言っていることは伝わったのか、「それなら」と微ほほ笑えみを返した。

　ライブのあとは疲つかれていても、興奮で眠ねむれない。

　あの空間の熱気と歓かん声せいと光、それがいつまで経たっても身体からだから抜ぬけていかず、走り出したくなるような昂こう揚ようが付いて回る。

　ひとりでいるほうが辛つらいくらいだ。

「だから、今日は夜通し遊ぶぞ～！」

　乙おと女めがお湯からザパっと手を出し、大きく掲かかげる。

　由ゆ美み子こが「イエ～イ」と同じように手を挙げた。

　秋あき空そらは戸と惑まどっていたが、由ゆ美み子こと乙おと女めが見ていることに気付くと、控ひかえめに手を挙げて、「い、いえ～い……」と小さく応じた。

「よし、サウナもいっちゃお！」

　お風ふ呂ろもとことん楽しもうと思って、ざばん、とお湯から出る。

　由ゆ美み子こと秋あき空そらも、当然のようについてきてくれた。

　それは泣き出したくなるくらい、嬉うれしい光景だった。







　サウナもたっぷり堪たん能のうして、お風ふ呂ろからあがったあと。

　ほかほかしながら更こう衣い室しつから出て行くと、秋あき空そらがそれに気付いた。

　そちらを指差して、こう言う。

「桜さくら並なみ木きさん、お食事処どころがあるけど。どう、一杯ぱい」

　一杯ぱい。

　まさか、水のことじゃあないだろう。

　一日ハードな仕事をして、お風ふ呂ろにゆっくり浸つかって、身体からだはヘトヘト、喉のどはカラカラ。

　こんな状態で、ビールなんて飲もうものなら。

　ごくり。

　この世の物とは思えないほどおいしそうで、思わず喉のどを鳴らしてしまう。

　そうだろうと思って、秋あき空そらはきっと水を向けてくれた。

「あ、先にここで飲んでく？　飲みたいなら遠えん慮りよしなくていいよ、姉さん」

　お酒飲みの気持ちをわかってくれる未成年、由ゆ美み子こもそう後あと押おししてくれた。

　この火ほ照てった身体からだに冷えたビールを染しみ込こませる権利は、自分にある。

　ぐらぐらと意志が揺ゆれるものの、そこはどうしても頷うなずけなかった。

「……ふたりとも、ありがとう。実はわたし、今日のライブまでしばらくお酒を断ってたの」

「そなの？　ライブに集中するため？　でも姉さん、普ふ段だんからそんなに飲まないよね」

「うん。そうだね。でもレッスン中は身体からだを動かすし、結構飲みたい日は続いてたんだ。それでも飲まなかったのは、ライブに集中するため。それもあるよ。だけど、なにより……」

　ふう、と息を吐はいてから、ぎゅっと手を握にぎる。

「ライブが終わったあとの一杯ぱいを、心から楽しむため……！　最初の、一口のため……！　この状態で飲んだら、ぜったいぜったい、絶対おいしい！　だからね、今、冷蔵庫にはわたしが一番好きなビールが入れてあるの……！　だからそのために我が慢まんするね！」

「姉さん、『堕だ落らくの会』を楽しみにしすぎでしょ」

　由ゆ美み子こはおかしそうに笑っている。

　わざわざ禁酒までしているのだから、その反応も当然かもしれない。

　一方秋あき空そらは、その言葉が再び登場して不安そうにしていた。

「あの……。結局、『堕だ落らくの会』ってなんなんですか……？」

　最後まで説明されなかったせいで、秋あき空そらは胡う散さん臭くさいものを見る目をしている。

　確かに名前は大おお袈げ裟さだし、胡う散さん臭くさいけれど。

　これが楽しみ、というのはきっと彼女にも伝わるはず。

　そして、いよいよそのときがやってきた。

　マンションに戻もどってから、早さつ速そく準備を始める。

　夜はすっかり更ふけており、子供はもう寝ねている時間帯。

　そんな時間だからこそ──、『堕だ落らくの会』はひっそりと光ひかり輝かがやく。

「ようこそ、紅葉もみじちゃん。これが、『堕だ落らくの会』だよ」

　乙おと女めはテーブルに手を向ける。

　卓たく上じように並んでいるものは、ほとんど配達でマンションまで運んでもらった。

　おっきなピザがテーブルの中央に鎮ちん座ざしており、そのそばにはサクサクの山盛りポテト。そばにはケチャップやマヨネーズも完備。横にはナゲットとマスタードを添そえて。フライドチキンも負けず劣おとらず、存在感を主張している。

　チョコレートやポテトチップスといった、お菓か子し類も豊富。

　さらにはドーナツやワッフルも置いてあり、冷れい凍とう庫こにはアイスクリームまである。

　そして、お酒もジュースもたっぷり。

　とんでもなくハイカロリーな光景が、目の前に広がっていた。

「す、すごい身体からだに悪そう……！」

　秋あき空そらはその光景を見て、慄おののいていた。

　信じられないものを見る目で、秋あき空そらは乙おと女めを見る。

「さ、桜さくら並なみ木きさん、普ふ段だんはもっと品があるというか……、ちゃんとしてるわよね……？」

　そう、実は秋あき空そらと家で飲むのは初めてではない。

　普ふ段だんの乙おと女めなら、宅飲みではカプレーゼや生ハム、チーズやクラッカーなど、それなりに見た目が整っているものを出す。いや、枝豆や揚あげ物ものも出すけれど。

　ご飯だって、作るのならばちゃんとしたものを作る。

　普ふ段だんからこんな雑な食生活をしているわけではないが、今日は特別だ。

「今日は『堕だ落らくの会』……。身体からだに悪そうなものでも、カロリーが爆ばく発はつしてるものでも、我が慢まんせずに食べます！　しかも、ぜーんぶ宅配で済ませちゃう！　明日は家を出ないで、パジャマのままダラダラ過ごすの！　あぁ、この悪いことをしてる背徳感……！　この自じ堕だ落らくな時間こそ、『堕だ落らくの会』なんだよ……！」

　普ふ段だんは丁てい寧ねいな暮らしをしているからこそ、この反動が気持ちよくて堪たまらない。

　明日は一日休みをもらっている。

　身体からだをゆっくり休めるため、そして今まで頑がん張ばったご褒ほう美びに、自分を散々甘やかすのだ。

　ちなみに、インパクト重視で身体からだに悪そうなものばかり並べているが、サラダや普ふ段だん食べているさっぱりしたものも冷蔵庫にあるので、食べたければそっちも食べたりする。

　しかしやはり、この光景は壮そう観かんだ。

「これが、ライブ後の楽しみで……！　このために今まで頑がん張ばってきた、っていうのもあるの……！　ほら、ライブ前ってダイエットもするしね……？　でもこれは、やりすぎ……！　あぁわたしは悪人です……。でもこの罪悪感が気持ちいい……」

　乙おと女めは懺ざん悔げするように手を重ね、うっとりと言葉を並べる。

　由ゆ美み子こは、「わかる」と大きく頷うなずいていた。

　由ゆ美み子こも同じダイエット組なので、この気持ちはより伝わるだろう。

　秋あき空そらは乙おと女めの暴走とも言える様子に困こん惑わくしていたが、「頑がん張ばったご褒ほう美びが欲ほしい」「たまには羽目を外したい」というのは共感できるようだ。

　最後には、「なるほど……？」と控ひかえめに頷うなずいていた。

　とにかく、『堕だ落らくの会』開かい催さいである。

　乙おと女めはビールをキンキンに冷やしたグラスに注ぎ、秋あき空そらも同じもの、由ゆ美み子こはオレンジジュースをコップに入れた。

　三人で、それをカツン、と合わせる。

「かんぱーいっ」

「乾かん杯ぱい！　姉さんお疲つかれ様さま！」

「お疲つかれ様さまです」

　ふたりの労ねぎらいの言葉を聞きながら、乙おと女めはビールを口に流し込む。

　ふわっとした泡あわから入り、舌の上を滑すべる独特の苦み、シュワっとした炭酸の清せい涼りよう感かんが喉のどを唸うならせる。

　あとを追いかけるように、奥底から湧わき上あがる激しい刺し激げき。

　驚おどろくほどビールがスルスル入っていき、水分を欲ほつした身体からだに一気に浸しん透とうした。

　その瞬しゆん間かん、目をぎゅうっと瞑つぶり、そのおいしさに強く呻うめいてしまう。

「お……、おいしいぃぃ～……。あぁ～……。なんか……、涙なみだ出てきた……」

「そんなに？」

　乙おと女めは大きな大きなため息を吐ついて、しみじみと言ったあとに涙なみだを拭ぬぐう。

　由ゆ美み子こはポテトに手を伸のばしながら、乙おと女めを見て笑っていた。

　乙おと女めも、ピザを取るために腰こしを浮うかせる。

　どれもこれも、通常よりお金を多く払はらって、家まで配達してもらったもの。

　何とも無む駄だに贅ぜい沢たくな光景であり、以前はどうかと思っていた。

「前はね、たまの休みにこんなことしてて、どうなんだろーって思ってたんだ。前は一日休みなんて滅めつ多たになかったのに、一日中家にいてご飯も宅配で済ませて、気付いたら夕方で。だけど、こういうことをしてもいいんだ～って今は思えてね。ライブのあとくらい、自分を甘やかしてもいいじゃない？」

　熱々のピザにパクっとかぶりつくと、とろとろのチーズが口の中に広がった。

　おいし～、と感激していると、由ゆ美み子こが頷うなずく。

「姉さん、洒しや落れにならないくらい忙いそがしかったもんねえ」

「そうなの。家にいても、あんまり休まらなかったかな～。家でやる仕事も多いし。だからこそ、なのかな。こういうのを『やろう！』って決めたら、気持ちよくって……」

「水み戸とさん、渋しぶい顔してるけどね」

　その言葉に、ピザを食べていた秋あき空そらが顔を上げる。

「そういえば、困ってましたね。何か問題が？」

「やー、油物も多いですからね。お酒も飲みますし、ニキビとか顔むくんだりするかもなので。できもの作ると、なかなか消えないですし。マネージャーからするとヒヤヒヤかもです」

　由ゆ美み子こは愉ゆ快かいそうに笑っている。

　それに乙おと女めは、「でも気にしません～」とナゲットを口にした。

　サクッとジューシーで、とってもおいしい。

　何も気にせずに食べる姿を、秋あき空そらは無表情で見ていた。

　嚙かみ締しめるように言葉を紡つむぐ。

「桜さくら並なみ木きさん」

「うん？　どうしたの、紅葉もみじちゃん」

「よかったわ」

「……うん、ありがとう。さぁ、食べよう飲もう！　食べたいものあったら、追加で注文しようね！　あ、クレープ食べたいな。ふたりとも、クレープ注文しない？」

　乙おと女めの提案に、秋あき空そらの顔がひくつく。

　テーブルの上に並んだ食べ物の量を見て、眉まゆを寄せた。

「……いえ、食べ切れないでしょう。これだけでも、三人じゃ厳しいのに」

「だぁいじょうぶ！　この三人は無敵！　よし、注文しようしよう！」

　乙おと女めがご機き嫌げんにスマホを取り出したのを見て、秋あき空そらは由ゆ美み子こにそっと耳打ちをする。

「……もう酔よってる？」

「酔よってますね。疲つかれてるから回りやすいんですよ。まぁどうせこれ明日も食べるんで、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

「……できもので済むかしらね」

　ふたりの会話を聞こえないふりしながら、乙おと女めは「ふたりはどれにする？　決めないなら勝手に選んじゃうからね～」とスマホを掲かかげた。







　かくん、かくん、と首が落ちる。

　頭はぽわぽわしていて、気持ちよくって、夢の中にいるみたい。

　ふわふわ、ほよほよ。

　温かい羽う毛もうに包まれているみたいで、眠ねむってしまいそう。

　気持ちいいな～……。

「あ、姉さん。電池切れた」

「え、もう？　そんなに飲んでないと思いますけど……」

「やー、一日ライブやってますからね。アドレナリン出てても、体力は空っぽですし。そこにお酒入れると、こうなっちゃいますね。お風ふ呂ろも入りましたし、家ですし」

　テーブルの上にふにゃふにゃと突つっ伏ぷすと、本当に気持ちがよい。

　そのまま夢ゆめ見み心ごこ地ちでいると、だれかがそばに来て肩かたを叩たたいた。

　ゆっくりと身体からだを起こされる。

「ほら、姉さん。寝ねるのはいいけど、歯は磨みがきだけはしようね～。それからベッドいこ」

「ううん～……」

「はいはい、連れて行くよ～」

　肩かたを抱だかれて、どこかに連れて行かれてしまう。

　たぶん、洗面所だ。

　年下の女の子に介かい抱ほうされるなんて、なんて情けない先せん輩ぱいなんだろう。

　でも、これが心ここ地ちよかったりしちゃうのだ。

　悪い先せん輩ぱいだなあ。

「はい、姉さん。歯磨みがいて」

「ん～……」

　由ゆ美み子こが歯ブラシに歯は磨みがき粉こをつけて渡わたしてくれたので、シャコシャコと歯を磨みがく。

　しばらく磨みがいて口をゆすぐと、由ゆ美み子こは手を引いてベッドまで連れて行ってくれた。

　そのまま、ぱたーん、とベッドに倒たおれ込こむ。

　好き放題食べて、お酒を飲んで、ライブの幸福感を背負ったまま眠ねむる。

　はぁ、なんて気持ちいいんだろう……。

　断言できる。

　今、世界で一番わたしが幸せ。

　すとーんと眠ねむりに落ちていきそうだったけど、身体からだの奥底に興奮が灯ともしびとしてちょっぴり残っていた。

　それでわずかに意識を保っている。

　夢の入り口の前で、由ゆ美み子こと秋あき空そらの会話を聞いていた。

「歌うた種たねさん、手慣れてますね……」

「え？　あ～、まぁお酒飲む人の介かい抱ほうは慣れてるんで。姉さんがあんなふうになるのは、珍めずらしいですけど」

「そっか……。でも、不思議ですね。まさか、この三人でお泊とまり会をするなんて。去年のわたしに言っても、信じなかったと思うわ」

「わはは。あたしもそう思います」

「……歌うた種たねさん」

「はい？」

「あなたと初めて会ったとき。わたし、かなりキツいことをあなたたちに言ったわ。あのときは、ごめんなさい」

「えぇ？　それって、あたしらが押おし掛かけたときですよね？　しょうがないですよ、あれは。あたしらが悪いですって」

「ううん。だって、歌うた種たねさんたちが来てくれたおかげで、今こうしていられるんだもの。すごく感謝してるんです。本当にありがとう」

「……あたしは、何もしてませんよ。……と、までは言いませんけど。最後に勇気を出したのは、秋あき空そらさんじゃないですか。最後の一歩が、なにより勇気が必要な、重い一歩だってことはあたしにだってわかりますよ」

「……うん。そうね」

「それより秋あき空そらさん、お話聞かせてくださいよ。あたしアレ聞きたいな。『ただすぐ』の話。あたしアレ好きなんですけど、どうしても気になる回があって……」

「あぁ……、それは……、まず、当時の……、そうそう、監かん督とくが……」

「……え、……そうだったん……、なるほど……。へぇー……。それで……」

　少しずつ、彼女たちの声が遠くなる。

　大好きな人たちの声を聞きながら、桜さくら並なみ木き乙おと女めはゆっくりと幸せな夢へと沈しずんでいった。







　そして、翌朝。

　ぱちりと目を覚ました乙おと女めは、カーテンから漏もれる光を目に留とめた。

　むくり、とベッドから身体からだを起こす。

「あぁ～……、すっごく寝ねたぁ～……」

　伸のびをしながら、呻うめくように声を上げる。

　身体からだは筋肉痛でバキバキなところもあるが、頭はスッキリしていた。

　時計を見ると、かなりの時間を眠ねむっていたことがわかる。

　疲つかれてたんだなぁ、としみじみ感じた。

「ん」

　隣となりに目を移すと、由ゆ美み子こと秋あき空そらが来客用の布ふ団とんで眠ねむっていた。

　由ゆ美み子こは掛かけ布ぶ団とんをめくりあげており、左ひだり腕うでが投げ出されている。

　口を開けて気持ちよさそうに眠ねむっていた。

　秋あき空そらは横を向いて、穏おだやかな寝ね息いきを立てている。

　ふたりとも乙おと女めが起きたことには気付かず、スヤスヤと眠ねむっていた。

　昨夜、遅おそくまで話し込んでいたのかもしれない。

「ふふ……。こんな、幸せな光景ってないなあ……」

　きっとだれも想像なんてできなかった、この三人でのお泊とまり。

　由ゆ美み子こたちが繫つなぎ止とめてくれた、眩まぶしくて目を細めたくなるような、あまりに素す敵てきな光景。

　それにちょっぴり涙るい腺せんが緩ゆるんでしまったけれど、楽しい時間は終わっていない。

　乙おと女めはすぅっと息を吸い、その声を彼女たちに浴びせた。

「ふたりとも、起きて～！　まだまだ『堕だ落らくの会』は続くんだよ～！」

　今日は、三人とも一日休み。

　楽しい時間は、たっぷりとあるのだ。







　マネージャーが心配していた『堕だ落らくの会』は、無事に終わった。

　ニキビができることもなかったし、体調も絶好調。

　メリハリは大事なので、今日からバリバリ仕事するぞ～！　とアフレコ現場にやってきた。

　すると、見覚えのない声優に声を掛かけられる。

「おはようございます。カラメル・プロモーションから来ました、綿わた菓が子しモコです。よろしくお願いします」

「あ、はーい。桜さくら並なみ木き乙おと女めです、よろしくお願いしますー」

　新人声優の挨あい拶さつだった。

　声優ははじめましての人には、自ら挨あい拶さつに行くのが礼れい儀ぎだ。

　ベテラン声優に新人が挨あい拶さつの列を成なしているのも、見慣れた光景。

　乙おと女めも挨あい拶さつされることには慣れたものの、新人の顔を覚えるのはとても大変。

　何せ、数が多い。

　由ゆ美み子こは一度話した相手なら大体忘れない、という特技を持っているが、こういうときに羨うらやましくなる。

　頑がん張ばって覚えよう……、と額に指を当てていると、さらに別の人から声を掛かけられた。

「すみません、桜さくら並なみ木きさん。カラメル・プロモーションの南な雲くも沙さ樹きです。少し、お時間よろしいでしょうか」

　名めい刺しを差し出すその人には、見覚えがあった。

　背中まで届くふわふわの髪かみに、やわらかい表情。

　カーディガンがよく似合う、おっとりした雰ふん囲い気きのお姉さん。

　由ゆ美み子この事務所のマネージャーだから、印象に残っていたけれど……。

「お疲つかれ様さまです。あれ？　カラメルなんですか？　確か、前はチョコブラウニーだったような……？」

　乙おと女めが首を傾かしげながら名めい刺しを受け取ると、そこには確かにカラメル・プロモーションと書かれていた。

　南な雲くもは照れくさそうに髪かみを撫なでる。

「覚えて頂いていて、光栄です。えぇ、以前はチョコブラウニーだったんですが、事務所を移りまして。今はカラメルにおります」

「そうだったんですね。えぇと、それで何か御ご用ようですか？」

　乙おと女めが尋たずねると、南な雲くもは穏おだやかな笑えみを深くする。

「えぇ。ここでは何なので、あとでお時間頂けませんか。桜さくら並なみ木きさんにご相談があるんです。はい、所属事務所について。──あぁ、わかってしまいますか。そうですね、事務所移い籍せきのお誘さそいになりますね──」
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　声優事務所チョコブラウニーにて。

　加か賀が崎さきりんごは、自分のデスクで仕事に勤いそしんでいた。

　騒さわがしい彼女たちの会話を耳にしながら。

「澪みお！　この前受けたオーディション、受かったよ！　おめでとう～！　頑がん張ばったねえ、努力の成果が出たよ！　偉えらいよ、澪みお～！」

「本当!?　うわあ、ありがとう！　南な雲くもちゃんのおかげだよぉ～！」

　ふたりともはしゃぎながら、わちゃわちゃと抱だき合あっている。

　相手は二は十た歳ちそこそこの新人なので、マネージャーの南な雲くも沙さ樹きはそれなりに年上だ。だが、まるで友達のような距きよ離り感かんを見せていた。敬語もなしで、ちゃん付けで呼ばれている。

　学校にこういう先生、常にひとりくらいいたな……。

　お互たがいに心を許しているようで、ふたりからは自然体な笑え顔がおが溢あふれている。

　喜ぶときはともに喜び、悲しむときはともに悲しむ。

　それは結構なことだが、きゃいきゃいしている横で加か賀が崎さきは仕事しているので、うるさいと言えばうるさい。

「あっ……」

　加か賀が崎さきがちらりと見ると、澪みおと呼ばれた女性と目が合う。

　途と端たんにばつが悪そうな顔になり、声のトーンを落とした。

　それに気付かない南な雲くもは、テンション高く声を掛かけているが。

　それとも、加か賀が崎さきだから気を遣つかっていないだけか。

　気にせずに加か賀が崎さきが仕事をしていると、事務所に入ってくる女性が見えた。

　加か賀が崎さきは手を挙げて、彼女に声を掛かける。

「あぁ。松永、こっち来てくれるか」

　彼女はまだ十代なので、顔立ちはまだまだ幼い。

　その表情を緊きん張ちようの色に変えて、身体からだを少し硬かたくさせた。

　おそるおそる、加か賀が崎さきのデスクにやってくる。

「松永。前に受けたオーディション、合格だ。おめでとう」

　そう伝えると、松永の顔はぱあっと明るくなった。

　歳とし相応の表情になったあと、深々と頭を下げる。

「ありがとうございます！　頑がん張ばります！」

　ハキハキとした声でそう言い、丁てい寧ねいに下げていた頭を上げる。

　嬉うれしそうではあるが、露ろ骨こつにはしゃぐことなく堪こらえているようだ。

　それ以上は何も言わず、加か賀が崎さきからの指示を待っている。

「……あぁ」

　資料を彼女に手て渡わたし、一通りの説明をしてから帰らせた。

　さっきまで真面目な顔ではい、はい、と頷うなずいていたのに、事務所から出て行くときは満面の笑えみを浮うかべていた。足取りも軽い。今にも鼻歌とスキップが出てきそうだ。

　喜んでいるじゃないか。

　加か賀が崎さきは頰ほお杖づえを突ついてペンを回し、隣となりの南な雲くもを見る。

　彼女はひとりでパソコンに向かっていたので、なんとなく感じたことを南な雲くもに尋たずねた。

「南な雲くも先せん輩ぱい」

「なあに？」

「あたしって、こわい？」

「え？　性格が？　顔が？　雰ふん囲い気きが？　どれ？」

「そんなに選せん択たく肢しあるのかよ、あたし……。どれも聞くの嫌いやなんだが……」

「ちなみに答えは全部、『イエス』で～す」

　手をパっと広げておどける南な雲くもを、軽く睨にらみそうになる。

　さっきまで担当声優とはしゃいでいたからか、無意味にテンションが高い。

　面めん倒どうになって仕事に戻もどろうとすると、南な雲くもは慌あわてて言葉を付け足した。

「うそうそ、冗じよう談だん。なに、どうしたの、りんご。そんなこと訊きくなんて」

「や……、あたし、若い子から怯おびえられてる気がするんですよ。たまたま担当の子がそういう性格なのかなって思ってたんですけど、どうも違ちがうような」

「あ～……」

　南な雲くもは自分のふわふわの髪かみに触ふれながら、そっと目を逸そらす。

　言いにくいことがあるときの、彼女の癖くせだ。

　だが特に隠かくすことなく、南な雲くもは困ったような顔で答えてくれた。

「ま～、りんごを前にすると、緊きん張ちようするのはわからないでもないよ。りんごって、ピシッ！　ってしてるでしょ？　若い子からすると、仕事の人！　って感じがして緊きん張ちようしちゃうのかも。怖こわがってるとか、嫌きらってるわけではないと思うよ」

「そうかな……」

　南な雲くものようなやわらかな雰ふん囲い気きや、親しみやすい空気は自分にはない。

　言ってしまえば、それは加か賀が崎さきが望んだものでもあった。

　仕事上のドライな関係、線を引いた関係。

　加か賀が崎さきはそのほうが仕事が捗はかどると思っているし、実際やりやすかった。

　南な雲くもが友人のように接するのはそれがやりやすいからだろうし、なにより楽しそうだ。

　そこは一長一短で、どちらが優すぐれているという話ではない。

　だから単に気まぐれで尋たずねてみただけなのだが、南な雲くもは悩なやんでいると思ったらしい。

　彼女は自分の両りよう頰ほおに指を当てて、笑え顔がおを作ってみせる。

「気になるなら、もっとフレンドリーになってみよう。喋しやべり方も変えるといいかもね。一いち人にん称しようを『りんごちゃん』にするっていうのは、どう？」

「りんごちゃん、そういうの似合うと思います？」

　答えると、南な雲くもはおかしそうにけらけら笑っていた。

　笑うのはあんたくらいだよ、と加か賀が崎さきも笑いを嚙かみ殺ころす。

　ほかの人にコレを言ったら、きょとんとされるか聞こえないふりをされそう。

　南な雲くもは一通り笑ったあと、こちらの顔を覗のぞき込こんできた。

「でも、りんごはそういうシャキ！　っとしたとこがいいんだよ？　実際、仕事バリバリできるんだし。りんごの担当、いっぱい活かつ躍やくしてるじゃない」

「そうでもないですよ」

　謙けん遜そんでもなく、本音でそう答える。

　確かに加か賀が崎さきりんごの担当声優は、一部はかなりの活かつ躍やくを見せている。

　頭角を現している新人もいる。

　けれど、加か賀が崎さきの売り方は接し方といっしょで、どこかドライだ。

　やるべきことだけをやらせて、遊びはできるだけ最小限。

　売れるのが難しいと判断すれば、切り捨てる算段も早々に付ける。

　リソースは限られているのだから、それが間ま違ちがいだとも思わない。

　逆に南な雲くもは、担当がやりたいことをできるだけやらせてあげる。

　チャンスはできるだけ分わけ与あたえ、みんな揃そろって生き残ることを目指している。

　仕事が増えやすいのは当然、加か賀が崎さきのほうだ。

　けれど親身になってくれるのは、圧あつ倒とう的てきに南な雲くも沙さ樹きのほうだった。

　疑問や不満が出てきても、南な雲くもには言えても加か賀が崎さきには言えないかもしれない。

「…………………………」

　南な雲くもの担当の子たちはいつも楽しそうで、『夢を追っている』感じがする。

　たとえ夢破れたとしても、精いっぱいやった彼女たちは『悔くやしいけど、頑がん張ばった！』と最後には胸を張れる気がした。

　彼女たちは人生を懸かけて、声優の道を歩む。

　誇ほこりを持って険しい道を行くのか、疑問を持ちながら整備された道を進むのか。

　果たして、どちらが幸せなんだろう。

「加か賀が崎さきさん、ちょっといい？」

　声を掛かけられて顔を上げると、社長が手招きしていた。

　彼女はそのまま社長室に引っ込んだので、加か賀が崎さきは立ち上がって社長の元に向かう。

　社長は椅い子すに腰こし掛かけて、テーブルの上にあるファイルを手に取っていた。

「うちの養成所に、よさそうな子がいてね。加か賀が崎さきさんに見てもらいたいの」

　チョコブラウニーは養成所も経営している。

　見込みのある子は所属か預かりになるが、それまでマネージャーには関わりがない場所だ。

　こうして、声を掛かけられるまでは。

　社長は、ファイルを加か賀が崎さきに差し出す。

「養成所生のひとりが、『プラスチックガールズ』に合格してね。将来有望でしょう？　この子を預かりにしようと思ってて」

「へえ。それは有望株かもしれないですね」

　プラスチックガールズ。

　オリジナルの深夜アニメで、新人女性声優を優先的に採用していた作品だ。

　イベントやライブなどの展開が多いうえに、若手を求めていることもあって、新人声優にとってはかなり期待度の高い作品だった。

　加か賀が崎さきの担当の子も受けさせたが、残念ながら不合格。

　競争率も高いし、しょうがないと思っていたのだが……。

　加か賀が崎さきはファイルを受け取り、ぺらりと開く。

「……ちゅうがくせぇ～？」

　ファイルの中のプロフィールデータには、セーラー服姿のあどけない少女の写真が貼はってあった。

　髪かみは綺き麗れいだし、整った顔立ちの女の子だが、表情に緊きん張ちようが滲にじみ出でている。

　なにより、まだ中学生。

　高校生の声優は今時珍めずらしくもないが、さすがにここまで若い子は担当したことがない。

「こんな若い子に声優やらせるんですか。いくら何でも中学生は早くありません？」

「うちにいないだけで、そんなに特別ではないと思うよ。まぁアイドル声優だから、若いに越こしたことないし。スタートは早いほうが有利だ」

「それはそうですが……。まぁ、学生なら失敗しても立て直しもしやすいか……」

　加か賀が崎さきがぼそりと呟つぶやくと、社長が苦笑いする。

「デビュー前から、失敗することを考えないでほしいな」と苦言を呈ていした。

　加か賀が崎さきは、じっとその子の顔を見つめる。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こ。

　どんな子なのかは、写真とプロフィールデータだけでは窺うかがい知しれない。

　社長は身を乗り出し、加か賀が崎さきの持つファイルに指を差した。

「それで、その子を加か賀が崎さきさんに受け持ってもらいたくてね」

「……まぁ。そういう話でしょうね」

　加か賀が崎さきは頭を搔かきながら、ファイルを閉じる。

　有望株を任せてもらえる信しん頼らいは、嬉うれしい。

　だが、気持ちのいい返事はできなかった。条件を述べる。

「さすがにあたしの担当減らさないと受け持てないですよ。まるきりの新人なわけですし。そうだな……、古井が余よ裕ゆうありますよね？　それなら、古井に中里を……」

　現状で加か賀が崎さきの仕事はパンパンに詰つまっているし、とても面めん倒どうを見られない。

　新人ならば、教えることも付つき添そいも多くなってしまう。

　自分の担当声優、ほかのマネージャーの仕事量を頭に浮うかべ、それをパズルのように当てはめていった。

　この人選なら、声優もマネージャーも特に問題はないだろう。

　かなり妥だ当とうな案を出したつもりだし、その説明もしようとしたのだが。

「古井さんに金子さんを受け持ってもらったら、どうかな」

　社長に遮さえぎられ、加か賀が崎さきは眉まゆを顰ひそめる。

「金子さんは、芸歴十年超こえてるんですよ。新人の古井に持たせるには、荷が重いです。難しい人ですし。どうしても金子さんを外すなら、引ひき継つぎ相手はせめて他の人にすべきです」

　年ねん齢れい的にも、経験的にも、古井と金子では上う手まくいかない。

　そう思っての進言だったが、社長はそっと目を逸そらした。

「……だからだよ。もう十年なんだ。途と中ちゆうから加か賀が崎さきさんに入ってもらって、こうなんだから。ねぇ、加か賀が崎さきさん。わかるでしょう」

「…………。そういうことですか」

　社長の真意がわかり、加か賀が崎さきも意見を引っ込める。

　そういうことなら、古井に任せても問題はなかった。

　いや、相手がだれであろうと影えい響きようはないだろう。

　加か賀が崎さきは、金子を『難しい人』と称しようしたが、それは決して性格のことではない。

「わかりました。じゃあ、金子さんに話しておきます。この中学生──、佐さ藤とうさんとの顔合わせはいつですか？」

「あぁ、それがね。まず──」

　社長と、『次の声優』について話を始め、金子の行く末は数分で決まった。

　加か賀が崎さきだって人の子だ。心が痛まないわけではない。

　思うところはあるし、やるせなくも感じる。

　でも、それを見て見ぬふりをするのも、この仕事では重要なことだった。







　数日後。

　金子を、事務所の会議室に呼び出した。

　いつものように穏おだやかな笑えみを浮うかべながら、金子は部屋に入ってくる。

　彼女は三十歳を超こえたばかりだが、どこか疲つかれた雰ふん囲い気きのせいか、もっと上に見えた。

「加か賀が崎さきさん、お疲つかれ様さまです」

「お疲つかれ様さまです。すみません、呼び出して」

　いえいえ、いいんです、と金子は笑えみを崩くずさない。

　いつもニコニコと笑っている、腰こしが低くてやさしい女性だった。

　癖くせの強い声優たちに比べると、彼女は群を抜ぬいて接しやすい。

　加か賀が崎さきの向かいに座った金子に、大して意味のない仕事の話を振ふる。

　そうして、できるだけ何気なさを装よそおいながら、それを口にした。

「それで実は、あたしは金子さんの担当から外れることになりまして。古井という若い子が新しい担当になります。今度、顔合わせに連れてくるので……」

　世間話をするかのように、まるで大したことがないように、加か賀が崎さきは話を進める。

　しかし、彼女の反応は実にわかりやすかった。

　えっ、と小さく声を上げて、愕がく然ぜんとした表情で加か賀が崎さきを見つめる。

　まるで、愛していると信じてやまなかった恋こい人びとに、突とつ然ぜん別れ話を告げられたかのようだ。

　それならば彼女は、聞き分けのいい恋こい人びとと言っていいかもしれない。

「そ、うですか……、そっか……。加か賀が崎さきさん、お忙いそがしい、ですもんね……。ううん、加か賀が崎さきさんに付いてもらったのに、売れなかったわたしが……、悪い、ですもんね……」

「……金子さん。別に、マネージャーが付かないわけじゃないんです。古井は新人ですが、筋がいい。きっと金子さんの力になってくれます。ですからそんな……」

　加か賀が崎さきの言葉は、既すでに金子には届いていなかった。

　彼女は顔を伏ふせて、唇くちびるを嚙かんでしまう。

　ぽろりと、涙なみだが一粒つぶ落ちるのが見えた。

　……チョコブラウニーは声優と所属契けい約やくを交かわし、一年ごとに契けい約やく更こう新しんをする。

　仕事がなければ契けい約やく終しゆう了りよう、事務所を出て行ってもらうことになる。

　これは、そこに至るまでの戦力外通告と言っても過言ではない。

　ずっと鳴かず飛ばずの金子を、加か賀が崎さきは尽じん力りよくしても売り出すことはできなかった。

　仕事を多少回すことができても、それ以上の成果が出せない。

　ここでマネージャーが加か賀が崎さきから、新人の古井に替かわってしまったら。

　古井は金子の扱あつかいに困るだろうし、率そつ先せんして売ろうとも思わない。

　仕事はおろかオーディションの話も減り、金子はやがて契けい約やくを切られるだろう。

　それを彼女もわかっているだけに、こうして静かに涙なみだを流している。

　夢が潰ついえる音がした。

「……………………」

　加か賀が崎さきだって、彼女を売ってやりたかった。

　この数年間、いっしょに働いた日々はなかったことにはならない。

　オーディションに受かって、ともに喜んだことも。

　アフレコ現場で奮ふん闘とうする彼女を見て、心の中で応おう援えんしたことも。

　いつもやさしく笑っていて、年下の加か賀が崎さきに気を遣つかってくれていたことも。

　でも、それはしょうがないことだ。

　リソースは限られている。

　加か賀が崎さきは目を逸そらして心を守り、痛みを伴ともなわないように努力する。

　けれど、南な雲くも沙さ樹きだったなら。

　いっしょになって、わんわんと涙なみだを流すのだろうか。







　金子と入いれ替かわりで、加か賀が崎さきは佐さ藤とう由ゆ美み子こという新人を担当することになる。

　まだ中学生だった由ゆ美み子こは、母親といっしょに事務所へ挨あい拶さつに来ていた。

　セーラー服を着た、いかにも中学生といった風ふう貌ぼうの少女に、

「この子と二に人にん三さん脚きやくでやっていくのか……」と不安になったことは否いなめない。

　何せ、加か賀が崎さきは相手が若ければ若いほど、怖こわがられる傾けい向こうにある。

　ただ、由ゆ美み子こは不思議な子だった。

「佐さ藤とう。現場まで車で行くから。一時間くらい掛かかっちゃうけど」

　社用車で、現場に向かうときの話だ。

　加か賀が崎さきが社用車に乗り込むと、由ゆ美み子こは車を一通り眺ながめ、躊ちゆう躇ちよなく助手席に乗ってきた。

　普ふ通つう、タレントは後部座席に座る。

　子供だからどこに座っていいのかわからないのか？　と思ったが、ここでわざわざ、「あのな。こういうときは後ろに座るもんだ」と指し摘てきするのもどうだろう。

　本人がいいのなら、どこに座ってもいいわけだし。

　迷いながら発進させると、由ゆ美み子こは真っ先に確かく認にんをしてきた。

「加か賀が崎さきさん。運転中って、話してても大だい丈じよう夫ぶですか？　仕事のこととか考えます？」

「ん？　いや。ただ運転するだけだから、問題ないが。何か訊ききたいことでもあるのか？」

「や、一時間もあるなら、いろんな話ができるなって」

　由ゆ美み子こは、ニッと可か愛わいらしい笑えみを浮うかべる。

　こういった言葉をごく自然に言えて、本音であることが伝わるのが、彼女のすごいところ。

　その一時間、由ゆ美み子こは本当に楽しそうにただ雑談をしていた。

　加か賀が崎さきも、楽しかった。

『話すのが好き』で、一方的に話してくる人もいるが、そういった人たちともまた違ちがう。

　年下特有のいやらしい甘え方をするわけでもなく、するりと懐ふところに入ってくる。

　由ゆ美み子こはやけに距きよ離りの詰つめ方が上う手まい、可か愛わいげのある女の子だった。

「加か賀が崎さきさーん、オーディションのテープ録とりたいんだけどー」

「んー。あとで行くから待ってろー」

「うーい。待ってるー」

　事務所で由ゆ美み子こと話をしていると、同じマネージャーの古井が目を丸くしていた。

　加か賀が崎さきに耳打ちしてくる。

「あの子、今年入った子ですよね。養成所からの」

「ん。由ゆ美み子こ……、佐さ藤とうのことか。それがどうかした？」

「いや……、加か賀が崎さきさんにため口なので。びっくりしました」

　そう言われて、加か賀が崎さきは思い返す。

　いつの間にか、由ゆ美み子この敬語が外れている。最初は、ちゃんと敬語を使っていたのに。

　それがいつからなのか、わからない。

　加か賀が崎さきにため口を使う年下は、ほかにいない。年上ですら、敬語を使う人が多いくらいだ。
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　古井が驚おどろくのも無理はなかった。

　敬語が使えない子なら注意すべきだが、そういうわけでもない。

　なにより、「由ゆ美み子こが敬語で話してきたら気持ち悪いな」と、この時点で感じているのだから、不思議なものだった。

　由ゆ美み子この人ひと柄がらの良さは、類たぐい稀まれなる長所だ。

　だが、そんな子はやっかみの対象になることもある。

　特に加か賀が崎さきは、チョコブラウニーではやり手だと言われていたし、事務所が由ゆ美み子こに力を入れているのもわかった。

　中学生という若さ、デビュー作から仕事に恵めぐまれ、輝かがやかしいスタートを切った期待の新人。

　そのうえ、気安く加か賀が崎さきと話しているところから、加か賀が崎さきのお気に入りに映ったらしい。

『プラスチックガールズ』は由ゆ美み子こがオーディションで勝ち取ったものなのに、「あれは加か賀が崎さきが頑がん張ばっただけ」と嘯うそぶく者も出てきた。

　一度、現場のトイレから、目を赤くした由ゆ美み子こが出てくるのも見ている。

　その風評が収まったのは──、『プラスチックガールズ』以外の役にはあまり恵めぐまれず、仕事のない日々が続いたからだろう。

　今までは『加か賀が崎さきのお気に入り』だったのに、やがて『加か賀が崎さきに見てもらっているのに、売れない子』と周りの見る目も変わっていった。

　……実を言うと。

　担当を替かえられそうになったこともある。

　無理を言って、「歌うた種たねやすみだけはやらせてくれ」と願い出たが、それが押し通せただけでも、今まで頑がん張ばった甲か斐いがあった。

　周りがどう言おうと、売ってやりたい。

　加か賀が崎さきが心からそう思えたのは、由ゆ美み子こが初めてかもしれない。







　それだけに、『裏営業疑ぎ惑わく』の件は堪こたえた。

　あのときのことは忘れもしない。

　出社したら突とつ然ぜん、血相を変えた同どう僚りようからスマホを見せられた。

「加か賀が崎さきさんっ！　ブルークラウンの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひって、歌うた種たねさんと同じ高校だったよね……!?」

　スマホに映っていたのは、配信動画のアーカイブ。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが学校の教室で、配信者によってプライベートの姿を暴かれたものだった。

　彼女は配信者を殴なぐり飛とばし、激げき昂こうし、教室から走り去っていった。

　被ひ害がいは夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだけにとどまらず、歌うた種たねやすみの身元まで割れてしまった。

　それに加えて。

「あたし、今日で声優生命終わるかもしれない」

　由ゆ美み子こはそう言って加か賀が崎さきからの電話を切り、『夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひさんのお話をさせてください。ニュースのこと、今朝の配信動画についてです』と、独断で宣言した。

　その配信は夜に、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』で行う、と。

　このときの事務所の慌あわてっぷりは、もうひどいものだった。

　由ゆ美み子この知らないところで、洒しや落れにならないレベルのてんやわんやだった。

　特に顔を青くしていたのは社長だ。

　普ふ段だん、社長が声を荒あららげることは滅めつ多たにない。

　しかし、この日だけは別だった。状じよう況きようが状じよう況きようだけに当たり前だ。

「加か賀が崎さきさん……っ！　歌うた種たねさんとまだ連れん絡らく取れないの!?　電話掛かけてる!?」

「……掛かけています。ですが、出なくて」

「出なくて、じゃないよ！　出さなきゃダメでしょう!?　今ってまだ学校？　それとも家？　もう直接、向かったほうが……、あぁなんでこんなことに！」

　社長が真っ青な顔で頭を搔かきむしり、怒ど鳴なり声ごえを上げる。

　周りのマネージャーやデスクが気の毒そうに、遠巻きに加か賀が崎さきたちを見つめていた。

　由ゆ美み子こが、何かをやらかそうとしているのは明白だった。

　担当が問題を起こせば、その責任はマネージャーが負う。

　それはそのまま事務所の責任なので、社長が喰くい止めようと必死になるのは当然だ。

　既すでに深い傷を負っていて、そこから血が噴ふき出だしている。

　あとは出血量をどこまで抑おさえられるか。そんな段階に至っていた。

　ここで由ゆ美み子こを止めなければ、歌うた種たねやすみやチョコブラウニーは当然として、周りにまでダメージを与あたえてしまう。

　それらはすべて、まるごと事務所に跳はね返かえってくる。

　だから加か賀が崎さきは、必死で由ゆ美み子こを止めなければならないのだが……。

「加か賀が崎さきさん！　今から歌うた種たねさんの家に直接向かうよ！」

　社長は車のキーを持って、加か賀が崎さきに摑つかみ掛かからんばかりの勢いで言う。

　加か賀が崎さきは考える。

　由ゆ美み子この居場所は限られているし、見つけること自体は難しくない。

　家や学校にいなかったとしても、最終的にコーコーセーラジオを収録しているスタジオを張っていれば、きっと捕つかまえられる。

　そうすべきだ。

　絶対に。

　歌うた種たねやすみを守り、チョコブラウニーを守り、自分自身を守るにはそれしかない。

「……………………」

　加か賀が崎さきは、隣となりのデスクを見やる。

　加か賀が崎さきをこの業界に誘さそい、声優たちとふわふわ笑っていた先せん輩ぱいはもういない。

　南な雲くもは傷の痛みに耐たえられず、この事務所を去った。

　今、どこで何をしているかわからないし、彼女の痛みに加か賀が崎さきが寄より添そうこともなかった。

　けれど、もし彼女がここにいたならば。

「……社長。まずは、ブルークラウンに連れん絡らくしましょう。謝罪の必要もありますし、対処の話もしないといけません」

「そんなことはわかってるよ！　でもその前に歌うた種たねさんを何とかしなきゃ、対処も何もないでしょう!?　あっちだって、歌うた種たねさんの首根っこ摑つかんでなきゃ、先にやることあるでしょって話になるよ！」

「それは、歌うた種たねを止める前提の話でしょう？」

　加か賀が崎さきの言葉に、社長の勢いが止まる。

　意味がわからない、とばかりに加か賀が崎さきをまじまじと見つめた。

「歌うた種たねが何をしようとしているのか、大体の見当はつきます。それは向こうも同じでしょう。そしてそれは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを救う起死回生の一手かもしれない。歌うた種たねをどうこうするより、彼女の行動を踏ふまえて、ダメージコントロールすべきです」

　何を言ってるんだ、と頭の中の自分が叫さけぶ。

　ここは由ゆ美み子こを捕つかまえて、黙だまらせて事務所に放り込んだほうがいい。

　ネットに出てしまった宣言は、今ならうやむやにしてしまえる。

　あとは由ゆ美み子こにドギツイ説教を喰くらわせて、それで終わり。

　それでいいはずなのに。

「……歌うた種たねさんは、どうなってもいいって言うの？　彼女がやろうとしていることは、『歌うた種たねやすみ』を終わらせる行こう為いだよ。それに、こんな問題を起こすような子を、これからもうちが面めん倒どう見られると思う？」

　社長の問いは当然だ。

　歌うた種たねやすみがやろうとしていることは、己おのれを犠ぎ牲せいにして夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに手を伸のばす行こう為い。

　到とう底てい、見過ごせるはずがない。

　それは由ゆ美み子こもわかっているだろうに、それでも彼女はその選せん択たく肢しを取った。

　由ゆ美み子こは、周りの人を蔑ないがしろにすることは決してない。

　彼女がそこに至るまで、どれほどの覚かく悟ごと決意があったのか、加か賀が崎さきには伝わっている。

　だからこそ。

「歌うた種たねを、クビにはさせません。そのために、あたしは動きたいと言っているんです」

　社長は加か賀が崎さきのまっすぐな眼まな差ざしを受けて、奥おく歯ばを強く嚙かんだ。

　しばらく無言で見合っていると、その力が緩ゆるむ。

　諦あきらめるように天てん井じようを仰あおいだ。

「わかったよ。歌うた種たねさんの担当は加か賀が崎さきさんだ。あなたが処理できるというのなら、それを信じるよ。結果がどうなるかはわからないけど、大人はやるべきことをやろう」

　社長はスマホを取り出す。

　加か賀が崎さきは心の中だけで、深いため息を吐ついた。

　ブルークラウンやコーコーセーラジオのディレクター、ほかにもいろんな人に根回しして、あの番組は強行された。

　結果的に歌うた種たねやすみは無視できない大ダメージを受けたし、加か賀が崎さきだって事後処理で駆かけ回まわることになった。

　肝きもを冷やしたし、失ったものも多く、いろんな覚かく悟ごもしたけれど。

　それでも、後こう悔かいはなかったと思う。







　由ゆ美み子ことともに歩んだ数年間は、加か賀が崎さきにとっても思い出深いものだ。

『歌うた種たねやすみ』と名付けたのも加か賀が崎さきなので、『歌うた種たねやすみ』が生まれてから今までずっと、加か賀が崎さきが面めん倒どうを見てきた。

　だからこそ、由ゆ美み子こがステージの上で泣き出したときは、心にくるものがあった。

『あー……、いや……、本当に……。いろいろ、あって……。いろいろ……』

『ティアラ☆スターズライブ　〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟』の公演中、煌きらびやかな衣い装しように身を包んだ由ゆ美み子こが、ＭＣ中に涙なみだを堪こらえていた。

　加か賀が崎さきはステージ裏で、モニター越ごしにその光景を見つめている。

　初しよっ端ぱなから感かん極きわまってどうするんだ、とマネージャーとしては注意したくなるが。

　このライブ自体、由ゆ美み子こは慣れないリーダーという役割に四苦八苦していたし、それを何とか乗のり越こえてこの場に立っている。

　トラブルに見み舞まわれながらも、みんなを率いてリーダーをやり切った。

　あんな、緊きん張ちようでガチガチになっていた中学生が。

　立派になったな──、と思って眺ながめていたら、由ゆ美み子こは今までのことを思い出し、普ふ通つうの女の子のように泣き始めたのだ。

　そして、隣となりにいた千ち佳かに肩かたを抱だかれている。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは由ゆ美み子こがいなかったら、今この場にはいない。

　由ゆ美み子こが己おのれの身を顧かえりみず手を伸のばしたからこそ、千ち佳かは今でも由ゆ美み子この隣となりにいた。

「……あぁ、やば」

　加か賀が崎さきは涙なみだが滲にじむのを感じて、目元を指で擦こすった。

　昔に比べて、最近涙なみだもろくて仕方がない。

　由ゆ美み子この成長した姿を見ていると、すぐに目が潤うるんでしまう。

　こんな姿、由ゆ美み子こ本人にはもちろん、周りにも見られるわけにはいかない。

　ぐっと堪こらえていると、隣となりにそっと人が近付いてきた。

「加か賀が崎さきさん、ちょっといいですか？」

「水み戸とさん？　どうかされましたか」

　隣となりにやってきたのは、トリニティのマネージャー、水み戸とだ。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めのマネージャーで、加か賀が崎さきとも交流のある女性。

　彼女は声を抑おさえながら、おずおずと尋たずねてきた。

「カラメル・プロモーションがやたらと動いているのって、知ってます？」

「あぁ……。何かと行ぎよう儀ぎが悪い、って話は聞いていますね」

　平常心で答えたけれど、その名前には警けい戒かいしてしまう。

『お前んところから独立した奴やつが、えらく好き勝手やってんなあ？』と睨にらまれても、おかしくないからだ。

　しかし、これは単なる雑談、というより愚ぐ痴ちの類らしい。

　水み戸とはため息を吐つく。

「そうなんですよ……。いろんな事務所に引ひき抜ぬきの声を掛かけてて、げんなりします。それで、うちの桜さくら並なみ木きもやられまして」

「え、移るんですか？」

　思わず驚おどろきの声を上げる加か賀が崎さきに、水み戸とは苦く笑しようする。

「そうなってたら、わたしもこんなのんびり話できてないですよ……。断った、って言ってました。でもほんと、勘かん弁べんしてほしいです。今、桜さくら並なみ木きに抜ぬけられたら……」

　水み戸とは両りよう腕うでを擦さすりながら、口を曲げた。

　トリニティは比ひ較かく的てき新しい事務所で、桜さくら並なみ木き乙おと女めはトリニティの稼かせぎ頭がしら。

　彼女に抜ぬけられたら、事務所のダメージはさぞかし大きいだろう。

　桜さくら並なみ木き乙おと女め、秋あき空そら紅葉もみじという新人を売り出して、「最近、トリニティ調子いいなあ」なんて言われていたのも過去の話。

　秋あき空そらを潰つぶした挙句、乙おと女めまで失うことになれば目も当てられない。

　ただ、乙おと女めを知る加か賀が崎さきからすると、水み戸との心配は必要ないように感じた。

「桜さくら並なみ木きさんは、あまり移い籍せきしたがるような人には見えませんが」

　これが単に、「カラメルほんまあいつらええ加減にせえよ」という愚ぐ痴ちならば、加か賀が崎さきも「せやな」と相あい槌づちを打つところだが。

　水み戸とは乙おと女めの移い籍せきに怯おびえているように見えた。

　事務所の待たい遇ぐうに納なつ得とくがいかない、もっと上を目指したい、という野心的な声優や、単に職場の環かん境きよう改善のために移い籍せきをする声優は、いくらでもいる。

　そういった意味では、トリニティはそれほど魅み力りよく的てきな事務所ではない。

　けれど、乙おと女めはのほほんと残っていそうな印象があった。

　野心家にも見えないし、環かん境きように不満があるなら倒たおれる前に移っているだろう。

　そんな加か賀が崎さきの疑問に、水み戸とは首を振ふってしまう。

「最近は……、そうでもないんです。前と違ちがって……、目標、みたいなものがあるみたいで。以前と比べて目の光も強いんです。上を目指すのはマネージャーとして嬉うれしいことですが、移い籍せきもその手段にされると困るんですよ～……」

　がっくり、と肩かたを落としてしまう。

　どんどん上を目指した結果、事務所からも立ち去ってしまった……、ではマネージャーからすると洒しや落れにならない。

　しかし、あの桜さくら並なみ木き乙おと女めに目標とは。

　良いい意味でも悪い意味でも、自然体でのほほんと声優をやっているイメージがあったが。

　あとでじっくり見ておこう、と内心で考えていると、水み戸とがこちらを見上げていた。

　その瞳ひとみの色が、少しだけ濃こくなっている。

「桜さくら並なみ木きから移い籍せきしたい、って言われても、加か賀が崎さきさん取っちゃダメですよ～」

　水み戸とが笑え顔がおのまま、冗じよう談だんまじりでそう言ってくる。

　顔は笑っているが、実際のところは牽けん制せいだろう。

　乙おと女めが本気で移い籍せきを検討していた場合、仲のいい歌うた種たねやすみの伝つ手てを使って、チョコブラウニーに移るのはありえない話ではない。

　カラメルは蹴けるのにチョコブラウニーを選ぶ理由はあまりないような気もするが、少なくともチョコブラウニーには由ゆ美み子こと加か賀が崎さきがいる。

　こうやって警けい戒かいしているあたり、水み戸とは上から「ちゃんと手た綱づな握にぎっとけよ」とでも言われたのかもしれない。

　加か賀が崎さきが「大だい丈じよう夫ぶですよ」と苦く笑しようすると、水み戸とは雑談モードに戻もどった。

「そういえば、チョコブラウニーさんは大だい丈じよう夫ぶなんですか？　カラメルから声掛かけられたりしてません？」

「うちは大だい丈じよう夫ぶですね、今のところ。検討中で、黙だまっている声優はいるかもしれませんが」

　加か賀が崎さきの言葉に、「怖こわいこと言いますねえ」と水み戸とは笑う。

　笑い事ではないが、加か賀が崎さきも笑っておいた。

　──加か賀が崎さきは、小さな噓うそを吐ついた。

　所属声優が移い籍せきの誘さそいを掛かけられたかどうかは、確かく認にんできていない。

　だが、マネージャー加か賀が崎さきりんごは、既すでに引ひき抜ぬきの話を持もち掛かけられていた。

　南な雲くも沙さ樹きの手によって。
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　声優は案外、出張が多い。

　出張という言い方は違い和わ感かんを持たれるかもしれないので、遠えん征せい、とでも言おうか。

　とにかく、仕事でほかの地域に出向くことは多かった。

　作品由来のイベントとなると、都内以外で行われるのもよくあること。

　藤ふじ井い杏あん奈なだって、そういったイベントにはよく遊びに行っていた。

　そして、柚ゆ日び咲さきめくるも例外ではない。

　めくるは品川駅の新幹線ホームを目指して、てくてくと歩いていた。

　明日、合同のアニメイベントが開かい催さいされる。

　そこに『ティアラ☆スターズ』が参加しており、めくるも出演する予定になっていた。

　東京から離はなれた場所なうえに、早朝の集合なので当日東京発では間に合わない。

　今日移動しておいて、ホテルで一泊ぱくし、明日の仕事を迎むかえる予定だ。

　いわゆる、前乗りというやつ。

　めくるは小型のキャリーバッグをゴロゴロ転がしながら、ホームを進んでいた。

　すると。

「……おおう」

　自じ販はん機きで飲み物を買う女性に見覚えがあり、無意識に声が出た。

　星ほし空ぞら見み上あげさんだ！

　すごい！　本物！　ファントムのメリア！

　帽ぼう子しをかぶっているものの、めくるが見み紛まがうはずがない。

　新幹線には芸能人がよく乗っているとは言うが、めくるはいつも不思議な気分になる。

　ここに、声優が乗ってるのかぁ……、と。

　そわそわドキドキしてしまう。

　自分も声優なのに。

　彼女も、明日のイベントに参加予定だった。

　きっとめくるが乗る便に、彼女も乗る予定だ。

　新幹線の乗車券はイベント側が用意してくれている。そのせいなのか、同じ時間帯に偏かたよることも多かった。

　星ほし空ぞら見み上あげはめくるのほうに目を向けることなく、その場から立ち去っていく。

　めくるは、彼女と面識はない。

　ファンとして一方的に知っているだけ。

　明日会えば、「はじめまして」と挨あい拶さつするけれど、今すべきことではないだろう。

　気付かなかったふりをして、めくるは新幹線を待っていた。

「……そういえば」

　めくるはポケットに入れていた、新幹線の乗車券を取り出す。

　マネージャーから席がどうのこうの、というメッセージが送られていた気がするけど、なんだったっけ。

　急いでいて流し読みしたため、内容をよく覚えていない。

　スマホを取り出そうとしたが、先に新幹線がやってきた。

　スマホから手を離はなして行列に並び、さっさと乗り込む。

　中は混雑していて、席はどんどん埋うまっていった。

「……………………」

　めくるは、新幹線に乗ると昔の話をよく思い出す。

　まだめくるが藤ふじ井い杏あん奈なでしかなかった、学生時代。

　昔好きだった、声優ラジオでの会話だ。




『この前のイベントの話なんですけどね。行きの新幹線ですよ。この子が前のほうの席に座ってて。なんか立ち上がってたので、トイレにでも行くのかなって、わたしは見てたんですけど。彼女、そこで思い切り転びまして』

『あれめっちゃ恥はずかしかった！　なんか視線感じると思って振ふり返かえったら、この人めっちゃニヤニヤしてたし！　死ぬかと思った！』




　当時中学生だった杏あん奈なは、この会話で驚おどろいたものだ。

　新幹線、別々の席なんだ、と。

　仲良さそうなのに、わざわざ別の席に座るんだ、と。

　何とも学生らしいというか、子供っぽい勘かん違ちがいである。

　いくら同じパーソナリティだからって、隣となり同士の席に座る意味がない。

　無意味に気を遣つかうし、部活仲間じゃないんだから。

　あくまで仕事の同どう僚りようみたいなものだから、可能なら別々で座りたいだろう。

　いや、もちろん例外はある。

　プライベートで仲のいい人たちや、一部の人は隣となり同士で座っている。

　めくるだって、花はな火び相手ならそうしていた。

　けれどそれは一部の話であって、普ふ通つうはそうじゃない。

　考えればわかることだし、もし自分のファンがそう思っていたら、「そんなわけないでしょ」と呆あきれてしまうが、当時は杏あん奈なも若かった。許してほしい。

　仕事で新幹線に乗るたび、そのことを思い出してしまう。

　だからこそ、乗車券を見ながら自分の席に辿たどり着ついたとき、その光景に目を疑った。

「あ、めくるちゃんだ。おはよう～！　今日はよろしくね」

「おはようございます」

「……………………………………」

　新幹線の三人席。

　窓まど際ぎわには桜さくら並なみ木き乙おと女め、通路側には夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの姿があった。

　彼女たちもめくると同じく、『ティアラ☆スターズ』でイベントに参加予定だった。

　そこでメッセージの内容を思い出す。

　あれには、ほかの声優が隣となりの席に座るかも、と書かれていたのではなかったか──。

「……おはようございます」

　その場で顔を覆おおい、崩くずれ落おちそうになりながら、めくるは何とか平静を装よそおう。

　まずい。

　いくらなんでもこれはまずい。

　隣となりに桜さくら並なみ木き乙おと女めって。

　なに？　そういう夢シチュ？　いや、想像したことはあるよ？　新幹線は有名人だって利用するし、隣となりに声優さんが座る可能性はゼロじゃないからね？　もし自分の推おしが隣となりに座ったらどうしようキャ～なんて可か愛わいらしい妄もう想そうは、杏あん奈なだってしたことがある。

　でも、これはない。これはない。

　乙おと女めはニコニコとこちらを見ていて、きっと話はなし掛かけてもくるだろう。

　今から数時間、それに耐たえろというのか？

　こんなにも近くで桜さくら並なみ木き乙おと女めを摂せつ取しゆして、自分の身体からだは果たして無事だろうか。

　焼肉店でも、乙おと女めは隣となりの席ではあった。

　しかし、ここまで近い距きよ離りではなかったし、いざとなれば身体からだを離はなせた。トイレにだって逃にげ込こめた。というか、逃にげ込こんだ。

　はっ、トイレ？　トイレにこもればいいのでは？

　今から数時間、トイレに引きこもれば……、いやいやいくら何でも迷めい惑わくだし不自然すぎる。

「どうかしたんですか」

　千ち佳かが、抑よく揚ようのない声を掛かけてくる。

　問題はここにもある。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。

　こっちはこっちで、何をしでかすかわからない。

　暇ひま潰つぶしやなんとなく、特に意味もなくこっちにダメージを与あたえる行こう為いをしかねない。

　ある意味、歌うた種たねやすみより質たちの悪い後こう輩はいなのだ。

　せめて、千ち佳かではなく由ゆ美み子こであれば、最悪助けを求められたのに……。

　隣となりには悪あく魔ま（小こ悪あく魔まかもしれない。かわいいね！）、もう隣となりには聖女。

　このふたりに挟はさまれるのって、天国と地じ獄ごくどっちなんだろうね？

　ぐるぐると頭の中で考えながら、とにかくめくるはキャリーバッグを荷物棚だなに上げた。

　そのあと真ん中の席に座るわけだが、通るときに千ち佳かの足に自分の足が触ふれてしまった。

　違ちがうんです、わざとじゃないんです、邪よこしまな思いがあるわけじゃないんです……、と心の中で謝りながら、何とか席に着く。

　すると、乙おと女めが早さつ速そく声を掛かけてきた。

「さっき、夕ゆう陽ひちゃんとだれがここに座るんだろうね～、たぶんほかの声優だよねって話をしてたんだ。それがめくるちゃんだなんて、嬉うれしいなあ」

　ちっっっっっっっっっっっっか。

　以前、ハートタルトのお渡わたし会に参加した際、あまりの近さに「こんなに近付いて大だい丈じよう夫ぶ!?　えぇ、ダメでしょこんなん、触さわれるじゃん！　ダメでーす、ダメダメ！　うーわ、ちっっっか！」と卒そつ倒とうしそうになったが、そのときよりも断然近い。

　こんな近いことある？

　ヤバい、鼻血出そう。

「なんだか、旅行みたいで楽しいね！」

　そう思っているのは、あなただけです。

　千ち佳かは言うまでもないし、めくるはこの地じ獄ごく（やっぱり地じ獄ごくだったわ）に今から数時間、身を焦こがさなくてはならない。

「そうですね」

　何とか笑え顔がおで返すものの、この顔もそんなに持たないぞ。

　ていうか、さくちゃん、いい匂においするぅ……。やだぁ、こんなこと考えたくない……、変態みたいじゃん……、申し訳なさすぎる……。あぁでも、笑え顔がおもさらさらの髪かみも纏まとう香りも素す敵てきすぎますぅ～……。あぁガチ恋こいが、ガチ恋こいが加速するぅ……！　助けてぇ……。

「何事もないといいですけど」

　千ち佳かがめくるにだけ聞こえる声量で、ぼそりと呟つぶやいた。

　顔が引きつりそうになりながら、めくるは千ち佳かのほうを向──こうとしたが、あまりに綺き麗れいな横顔に怯ひるんで前に向き直った。

　そのまま口を開く。

「……何もしないでよ。本当に。頼たのむから」

「そこは柚ゆ日び咲さきさんの心がけ次し第だいじゃないですか」

　千ち佳かが含ふくみ笑わらいをする。

　こ、こいつぅ～……！

　悪あく魔まだ、この子……。人のことを手玉に取らないでほしい。こちとら変な感情に目覚めないか、必死で堪こらえているのに……。

　だって夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに翻ほん弄ろうされるなんて、どういう妄もう想そう？　ちょっとこじらせすぎじゃない？　罪深すぎる。さすがに本人もそれを知ったら引くでしょ……。あぁもうだれか助けてー！

　先が思いやられる……、というより、一分先すらどうなっているかわからない。

　いっそ眠ねむってしまいたいが、こんな環かん境きようで眠ねむれるなら声優オタクなんてやってない。

　必死で息が浅くならないようにしながら、今まであった嫌いやなことを振ふり返かえっていた。

　プラスにマイナスをぶつけて、相そう殺さいするのだ。

　今は減ってきたけれど、現場で理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けることもあった。

　いい加減で、適当で、「でもこいつは無名だから別にいいだろ」といったような侮あなどり。こっちが何も言えないからって、人としてどうなのだ、という態度。反面、少し仕事が増えてくると、手のひらを返したように妙みように馴なれ馴なれしくなって、それはそれで腹が立つ──。

「めくるちゃん、めくるちゃん。お菓か子し食べる？　これおいしいよ」

　そんな嫌いやなことなんて、全部吹ふっ飛とんじゃいますね？？？？？？？？

　こんな幸福を前に何の不満があるっていうの？？？？？？？

「ありがとうございます、いただきます」

　めくるは乙おと女めからお菓か子しをもらって、口に運ぶ。味わからん。

　嫌いやなことじゃダメだ、もっと悲しいこと考えよ……。花はな火びと大おお喧げん嘩かして、絶ぜつ縁えんしたらって考えるか。ごめん、花はな火び。今だけ想像で絶交するね。許して。親友のピンチだから。

「夕ゆう陽ひちゃんもどうぞ。あ、めくるちゃん前ごめんね」

　乙おと女めが前かがみになって、めくるの席を経由して千ち佳かにお菓か子しを差し出した。

　彼女の髪かみがさらりと目の前で流れて、花の香りがふわりと浮うかぶ。

　彼女の端たん整せいな横顔がすぐそばに、あった。

「ありがとうございます」

　千ち佳かが受け取ると、彼女は姿勢を戻もどした。

　またさらりと髪かみが揺ゆれる。

「…………………………………………………………」

　なに考えてもダメだこれ。

　頭の中真っ白になっちゃう。

　もういっそ、気絶させてくれないかな。だれか後頭部あたり殴なぐって。

　乙おと女めは楽しそうに話はなし掛かけてくるだろうし、逃にげ場ばもない。

　いよいよ、柚ゆ日び咲さきめくるは終わりかもしれない。

　まさか、こんなところで声優としての死を迎むかえるなんて。

　すみません、『十人のアイドル』でいっしょになったみなさん。

　柚ゆ日び咲さきめくるは、ここまでみたいです──。

　しかし、ここでめくるは九死に一生を得る。

　なんと、新幹線が動き始めて間もなく、乙おと女めが寝ね息いきを立て始めたのだ。

　すぅすぅと眠ねむる姿はどこまでも美しいが、見ないようにすればどうにかなる。

　よかった、生き残った！　と心の中で万ばん歳ざいしていると、もう隣となりにも動きがあった。

　彼女も眠ねむそうに、あくびを嚙かみ殺ころしている。

　その視線に気付いたのか、千ち佳かはめくるを見て、乙おと女めを見た。

「わたしたち、昨日の夜にハートタルトで番組に呼ばれていたので。ちょっと寝ね不ぶ足そく気味で」

　なるほど。

　スケジュールの嚙かみ合あわせが悪いと、こうなることはままある。

　ふたりには悪いが、めくるにとっては好都合だった。

「……それなら、あんたも寝ねてれば」

「はい。そうします」

　そう答えてから、千ち佳かはすぐに目を瞑つぶる。

　それを見届けてから、めくるは、ほ～っ……、と息を吐はいた。

　ふたりに挟はさまれたときはどうなることかと思ったが、眠ねむっているなら逃にげ切きれる。

　生き延びた。

　めくるも目を瞑つぶっていれば、眠ねむれはしなくても意識せずに済む。

　その場から逃にげ出だすように、めくるも瞼まぶたを閉じた。

　……………………。

　一いつ切さいの視覚情報を遮しや断だんするために、とにかく暗くら闇やみの中に身を置いていた。

　もしかしたら、こんな状じよう況きようでも少しは眠ねむっていたのかもしれない。

　しかし突とつ如じよ、ふわり、といい匂においが鼻に届く。

　温かい熱を肩かたに感じる。

　しかも、両方から。

「………………？」

　ぼんやりした頭で目を開くと、その場で叫さけび出しそうになった。

　額に銃じゆう口こうを突つき付つけられていたら、こんな気分になるかもしれない。

　騒さわぐな、騒さわいだら殺す。

　声を上げた途と端たん、自分自身がガラガラと崩くずれるのは目に見えていた。

「────────────」

　だから、必死で堪こらえる。

　泣きそうになりながら、必死に口を押さえる哀あわれな被ひ害がい者しやのように。

　あの、桜さくら並なみ木き乙おと女めがめくるの肩かたに頭を載のせ、すぅすぅと眠ねむっていても。

　あの、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがめくるの肩かたに頭を載のせ、すぅすぅと眠ねむっていても。

　至近距きよ離りで見ても全く色いろ褪あせない、いや至近距きよ離りだからこそいろいろと狂くるいそうになる乙おと女めの美しい顔立ち。聖女としか思えない、その神聖さ。そんな彼女の顔が自分の肩かたに載のっている。密着している。伝わってくる、乙おと女めの体温と髪かみの香り。

　千ち佳かの前まえ髪がみがさらりと流れて、可か愛わいらしい顔がしっかりと見える。鋭するどい瞳ひとみは瞼まぶたに隠かくされ、ただの美少女がやわらかな寝ね顔がおを晒さらしていた。反面、小さな唇くちびるから漏もれる吐と息いきはやけに艶つやっぽく、めくるの脳を痺しびれさせる。

　バカが考えたサンドイッチか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

　以前、由ゆ美み子こと千ち佳かに挟はさまれたときも似たような感想を抱いだいたが、今回もひどい。

　言ってしまえば、あれは彼女たちの作戦、意図的であった。

　けれど今回は偶ぐう発はつ的てき。

　だからこそ、言いたい。

　こんなことある？？？？？？？？？？？？？？？？？？

　頭がくらくらしてきて、心臓がドッドッドと嫌いやな音を立て始める。

　血の巡めぐりがおかしい。キツい酒を飲んだかのように、顔がおそろしく熱かった。

　そのせいで息は荒あらくなり、鼓こ動どうはどんどん速度を増していく。

　ドッドッドッド、ドドッドドッドドッドド、ドクドクドクドクドクドクドク。

「あ──────」

　助けて、と声を漏もらしそうになる。

　手を伸のばしたくなる。

　この状じよう況きようはどこまで続くのか。

　命の灯ひは消えずに済むのか。

　突とつ然ぜんのデスマッチに、めくるはただ耐たえるしかなかった。







　結論として、めくるが絶命に至ることはなかった。

　新幹線から降りたあと、ふらふらと倒たおれそうにはなったし、血の気は引いていたし、鼻血が出ていないか何度も確かく認にんする羽目にはなったけれど。

　とにかく無事に目的地には辿たどり着ついたし、ホテルにチェックインもできた。

　明日の本番よりもよっぽど緊きん張ちようしたし、異常なまでの疲つかれが身体からだを覆おおっていたが。

　頭の血の巡めぐりも数段落ちていたらしく、イベントのことで打ち合わせした際、めくるには珍めずらしくポカをやらかしたくらいだ。

　軽く落ち込みながら、めくるはホテルの自室に戻もどってくる。

　ベッドに横になりながら、「あー……」と意味のない声を上げた。

　柚ゆ日び咲さきめくるが崩くずれかけている。

　とんでもない状じよう況きように死にかけ、めちゃくちゃ疲つかれていたとはいえ、打ち合わせは仕事だ。

　おろそかにしていいはずがない。

　よくない、よくないぞー……、と戒いましめているうちに、ウトウトしてしまった。

　やっぱり、疲つかれていたんだろう。

「……ん」

　コンコン、というノックに目が覚めて、身体からだを起こす。

　見慣れない視界のせいで、今、自分がどこにいるのかわからなくなってしまった。

　時計を見ると、寝ねるには早いとはいえ、しっかりと夜の時間。

　だれだろう。

「はい」と返事をしてから扉とびらを開けると、そこには乙おと女めが立っていた。

　乙おと女めの部屋は、すぐ近く。

　新幹線と同じく、ホテルもまとめて取ってもらっているし、お互たがい部屋に入る姿も見た。

　ここに来るまでの道中、乙おと女めに「夜、部屋に行ってもいい？」と訊きかれたのを覚えているが──、何と答えただろうか。

　突とつ然ぜんの乙おと女めの訪問に胸がひどく高鳴り、慌あわてて、柚ゆ日び咲さきめくるの仮面をかぶる。

「めくるちゃん、こんばんは。……あれ、もしかしてもう寝ねちゃってた？」

「あぁいえ、大だい丈じよう夫ぶです。どうかしたんですか、桜さくら並なみ木きさん」

「あ、うん。もしよかったら、なんだけど。……軽く、飲まない？」

　乙おと女めは照れくさそうに笑いながら、持っていたスーパーの袋ふくろを持ち上げる。

　どうやら、お酒を買ってきたらしい。

「……………………」

　普ふ段だんのめくるなら、どうにか断っていたかもしれない。

　けれど、今日の打ち合わせでフォローを入れてくれたのは、乙おと女めだった。

　さらにここ最近、彼女にはお世話になったことがいくつかある。

「明日は朝早いので」と断るには、重なったものが多すぎた。

「……軽くなら。どうぞ」

「やったっ。ありがと、めくるちゃん」

　ぱあっと笑え顔がおになる乙おと女めに、かわいい～～～～～～～～～～と絶ぜつ叫きようしそうになる。

　家だったら、絶対その場で膝ひざを突ついていた。

　無自覚の魅み力りよくを振ふりまいて、困った人だ……、でもそんなところも好き……、とふにゃふにゃしそうな自分を抑おさえながら、めくるは部屋に招き入れる。

　乙おと女めに椅い子すを譲ゆずって、めくるはベッドに座った。

　乙おと女めはわくわくした様子で、お酒の缶かんを手て渡わたしてくる。

　乙おと女めはお酒好きではあるのだが、どちらかと言うと酒より人と飲むのが好きなんだろう。

　缶かん同士を軽く触ふれ合わせ、「乾かん杯ぱい」と言葉を重ねる。

　幸い、仕事を持ち出せば話題には事欠かない。

　そういった話題を回すのは、ラジオ声優と呼ばれた柚ゆ日び咲さきめくるの得意分野だ。

　しばらくふたりでお酒の缶かんを傾かたむけ、何とはなしに話していると。

　多少酔よいが回ったらしい乙おと女めが、ぽつりとこう言った。

「……ねぇめくるちゃん。めくるちゃんは、事務所移い籍せきって考えたことある？」

「移い籍せき、ですか」

　ラジオではなかなか話せない話題が出てきて、めくるは頭の回転が止まりそうになる。

　改めて動かすように酒を口に含ふくみ、ゆっくりと己おのれの気持ちを言葉にした。

「わたしは……、特に。ブルークラウンにはよくしてもらってますし。移い籍せきを考えるほどの不満は、今のところないですけど」

　そもそも、ブルークラウン自体が声優業界の中ではかなりの大手事務所だ。ここから高望みをするにはハードルが高い。

　今は成なる瀬せ珠しゆ里りという敏びん腕わんマネージャーもついており、ますます離はなれる理由がなかった。

　めくるの返事に、乙おと女めはそっかぁ、と苦く笑しようする。

「めくるちゃん、ブルークラウンだもんねえ。そりゃ考えないか」

「……桜さくら並なみ木きさんは、移い籍せきを考えているんですか？」

　当然の問いに、乙おと女めはとぼけたように目を逸そらして首を傾かしげる。

　髪かみがさらりと揺ゆれて、彼女が持っていた缶かんも揺ゆれた。

　その可か愛わいらしい仕草に心臓が跳はね上あがるが、乙おと女めはすぐに笑って答える。

「そうだねぇ。いいところからお誘さそいがあったら、考えちゃうかもね。実は前にね、カラメルから移い籍せきしないか、って声掛かけられたんだ」

「カラメルですか……」

　桜さくら並なみ木き乙おと女めが移い籍せきを考えているのは、そこまで不自然ではない。

　彼女の所属するトリニティはそれほど大きな事務所ではないし、マネージメントの失敗で乙おと女めは一度潰つぶれている。

　秋あき空そら紅葉もみじに至っては、引退に追い込まれた。

　事務所を見限って移い籍せきを考えていても、不思議ではない。

　以前の乙おと女めならともかく、今の乙おと女めなら。

　ただ、移い籍せき先さきがカラメル・プロモーションとなると、何とも言えない気持ちになった。

「……桜さくら並なみ木きさん、カラメルに行くんですか？」

「ううん。断ったよ」

　その答えを聞いて、ほっとする。

　自分の気持ちを話しても大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「そうですよね。カラメルって、立ち上げたばかりで不安なところも多いですし」

　これがブルークラウンや習なら志し野のプロダクションだったら、話は別だが。

　……というか、普ふ通つうに移い籍せきできるんじゃないか？

　ブルークラウンは元々アイドル声優に強いので、桜さくら並なみ木き乙おと女めだったら大だい歓かん迎げいだろうし、的確な売り方をしてくれるのではないか。

　そうなったら、彼女はさらに飛ひ躍やくするかもしれない。

　そして、乙おと女め自身がそれを求めている。

「移い籍せきを考えているのは、目標のためですか。日本一の声優になる、という」

　以前、乙おと女めから教えてもらった話だ。

　アルコールをしこたま摂せつ取しゆして、口の滑すべりをよくしてからようやく教えてくれた、胸に秘めた彼女の大きな目標。

　──日本で一番の声優になりたくて。

　大それた目標だ。

　しかし、桜さくら並なみ木き乙おと女めはそれを視野に入れていい声優だ、とめくるは思う。

　ファンとしても、同業者としても。

「…………………………」

「……？　どうかしました？」

　乙おと女めはなぜか、唇くちびるを尖とがらせて黙だまり込こんでいた。

　こちらを恨うらみがましくジトッと睨にらみ、頰ほおの赤みはより強くなっている。

　かわいい。

　……え!?　か、かわいい！　な、なにその顔！　な、なんで？　え、初めて見る顔！　か、かわいい～！　なにそれ、ちょっと、しゃ、写真いいですか!?　いやいいです、脳のう裏りに焼き付けます！　これはもう一生忘れません！　脳に直接刻まれましたはいもう消えませーん！

　そんなふうに心が大おお騒さわぎするほど、乙おと女めは見たことがない顔（かわいい）をしていた。

　拗すねるというか、膨ふくれているというか。

　乙おと女めは「もぉ～！」とぷんすかしながら、こちらに身体からだを寄せてきた。

「目標のことは言わないでよぉ！　恥はずかしいんだから！　めくるちゃん、このことほかの人に言ったら本当に怒おこるからね！」

「い、言いませんよ……、大だい丈じよう夫ぶです……」

　酔よいが回っているのか、乙おと女めはぽかぽかぽかぽか、と叩たたいてくる。

　力は入っていないから全く痛くない。

　それでも、めくるは今すぐ顔を伏ふせて絶ぜつ叫きようしたかった。

　か、かわいいよぉ～～～～～～～～～～～～～～～。

　なにこのかわいい人……。前から思ってたけど、酔よってるさくちゃんって、もうなんか、もう、もうもうもう！　そんなん見せないでください……、死んじゃいますから……。

　乙おと女めはしばらく叩たたいて満足したのか、はぁー……、と大きく息を吐はいた。

　普ふ段だんどおりのやさしい表情に戻もどり、めくるに向かって微ほほ笑えむ。

「でもね、めくるちゃんとこうして話せるのはとっても嬉うれしいんだ。目標とか、仕事のこととか。たまにでいいから、付き合ってくれると嬉うれしいな。だって、せっかくの同期なんだし。わたし、めくるちゃんともっと仲良くなりたいから」

「────────」

　その控ひかえめな笑え顔がおに、めくるの何かが壊こわれそうになる。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めは一番のライバルだった秋あき空そら紅葉もみじを失ったものの、ほかにも同期の声優はいる。付き合いが悪いのだから、めくるに固こ執しつする必要はないはずだ。

　それでも乙おと女めはめくるを誘さそい続けてくれたし、いつの間にかこうして部屋でお酒を飲むような間あいだ柄がらになった。

　めくるの壁かべを察してほかの声優は離はなれていったし、めくるもそれを望んでいた。

　柚ゆ日び咲さきめくるを守るためだから。

　でも、歌うた種たねやすみや夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと出会って。

　何かが、変わり始めたのかもしれない。

　ひとつの、考えが浮うかんでしまう。

　彼女たちがめくるの──、藤ふじ井い杏あん奈なを知っても、なおも近付いてくるように。

　乙おと女めは、めくるの素を知ったとしても。

　事情をきちんと話せば。

　本当のめくるを受け入れてくれるのではないか──。

「どうしたの？　めくるちゃん」

　思ったよりも近い場所に乙おと女めの顔があり、ビクッと身体からだを引きそうになる。

　いつもどおり、無む警けい戒かいな彼女の接せつ触しよく。

　きっと乙おと女めは、目の前にいる同期が自分のことを好きで好きでしょうがない、なんて考えたこともない。

　その危あやうさに、すべてぶちまけたくなってしまう。

　彼女のライブもイベントもお客さんとして行っているし、ラジオも聴きき込こんでいるし、ＳＮＳだって欠かさず見ている。

　本当はもっと、桜さくら並なみ木き乙おと女めのことを詳くわしく知りたかった。

　話してみたかった。

　ドクドクドクドク、と血が巡めぐる。

　今度こそ、アルコールによって。

　酒の勢いを借りて……、なんて、よくあることだ。

　このありえないシチュエーションにアルコールが加わり、土台がぐらぐらと揺ゆれ動うごく。

　めくるのブレーキを壊こわす要素は、これ以上ないほど積み重なっており。

　そのひとつがぽろっと崩くずれるように、めくるの口からも言葉がこぼれ落ちた。

「桜さくら並なみ木きさん。わたし、桜さくら並なみ木きさんのことが好きなんです」

「え？　ありがとう。わたしもめくるちゃんのこと、好きだよ？」

「そうじゃ、なくて……」

　乙おと女めは顔を近付けたまま、首を傾かしげる。

　好き、なんて言葉を交こう換かんしたせいで、めくるはどうにもならなくなっていた。

　アクセルは既すでにベタ踏ぶみで、二度と戻もどらないほど強く踏ふみ込こんでいる。

　柚ゆ日び咲さきめくるに、ピシリとヒビが入った。

　あぁもうダメだ、どうにでもなれ、という気持ちで、清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるつもりで、めくるは思おもいの丈たけをぶちまける。

「わたし、ただの声優オタクで……、仕事に支障が出るからずっと黙だまってたんですけど、さくちゃんのことめちゃくちゃ好きなんです……！　ただのファンなんです！　ライブもイベントもラジオもずっと追いかけてて……！　お渡わたし会にも行きました！　ファンクラブにも入ってます……！　ずっとずっと、大好きで……、応おう援えんしてます大好きです──！」

　──言ってしまった。

　勢いのまま、すべてぶちまけてしまった。

　めくるはさぞかし、おかしな表情をしていただろう。

　乙おと女めはぽかんとした顔で、めくるをまじまじと見つめていた。

　完全に頭が動いていないように見える。

　徐じよ々じよに顔が赤くなっていき、「え、あ、え、そ、そうだったの……!?」と動どう揺ようして、視線が忙せわしなく動いた。

「ふぁ、ファンクラブは、ほ、本物だねぇ……？　お、お渡わたし会も……？」

　乙おと女めはひたすらに髪かみを撫なでていて、どうしていいかわからないようだ。

　言うべきじゃ、なかったかもしれない。

　困らせるだけだと、わかっていたのに。

　でも、口に出した言葉は取り消せない。

　乙おと女めは少し目を伏ふせて、頭を整理しているようだった。

「そ、そっか……、めくるちゃん、そんなにわたしのこと好きだったんだ……。し、知らなかったなぁ……、しかも想像以上の本気っぷりだね……？」

「すみません……」

　既すでに後こう悔かいの気持ちでいっぱいになり、めくるはしゅんとなる。

　乙おと女めは慌あわてて、「ううん、そんなことない！」と手を振ふった。

　にんまりと、聖母のような笑えみを浮うかべる。

「嬉うれしいよ～！　なんだぁ、それなら早く言ってくれればよかったのに！　わたしのファンなら、いっぱいファンサするね！　これからはもっと、仲良くしよう？」

　そう言うや否いなや、乙おと女めはめくるをぎゅうっと抱だき締しめてきた。

「あ、あわわわわわわわわわわわわわ!?」

　さ、さくちゃんに抱だき締しめられている！

　こ、こんなことあっていいの!?

　めくるの頭は爆ばく発はつしそうになっているのに、乙おと女めの攻こう勢せいは止まらない。

　乙おと女めはこちらの肩かたに顔を埋うめ、嬉うれしそうに笑った。

「めくるちゃんが、こんなに喜んでくれるなんて嬉うれしいなぁ。今まではあんまり遊べなかったけど、これからはいっぱい遊べるね！」

「いや、あの、さくらなみきさん、わ、わたしもげんかいがありますので……」

「いいよ、限界超こえちゃっても。あぁもう、めくるちゃんかわいいなあ。相思相愛なんだし、もう結けつ婚こんしちゃう？」

「け、結けつ婚こん!?　いや、そ、そんな、そもそもさくちゃんはやすやすと結けつ婚こんするって……！」

「あ、そっか。じゃあ三人で結けつ婚こんしよっか。きっとやすみちゃんも許してくれるよ」

「さ、さくちゃんとやすやすの三人で結けつ婚こん……!?」

　な、なんだそれ。

　あまりにもオタクの妄もう想そうすぎる。

　今までもそう思うようなことは何度かあったけれど、いくらなんでも！

　いくらなんでもこれは夢だ……！

　夢に、夢に違ちがいない──！

「……はっ」

　ガバリと身体からだを起こす。

　部屋は真っ暗だった。

　中ちゆう途と半はん端ぱな睡すい眠みんを取ったせいで頭が痛みを訴うつたえる中、めくるは慌あわてて電気を点つける。

　時刻は深夜。

　ゴミ箱のそばには、綺き麗れいにまとめられた空あき缶かんが置いてあった。

　テーブルの上も片付けられていたが、小さなメモだけが残っている。

　そこには、『めくるちゃんが寝ねちゃったから、部屋に戻もどるね。楽しかったよ！　付き合ってくれてありがとう！　乙おと女め』と書かれていた。

「……………………本当に、夢」

　呟つぶやいて、そのままベッドにひっくり返る。

　どうやら、乙おと女めと飲んでいる最中に眠ねむってしまったらしい。

　疲つかれとアルコールのせいだ。

　乙おと女めが来る前にうたた寝ねしていたくらい、めくるは疲つかれていた。

　そこにお酒が入れば、ダウンも早い。

　まさか、乙おと女めの前で潰つぶれてしまうなんて。

　乙おと女めに失礼なことをした、という後こう悔かいもあるけれど。

　それよりもよっぽど深い、不快な想おもいが胸にこみあげてきた。

「う、うぐううううううううう……！」

　頭を抱かかえて、ゴロゴロと転がり回る。

　いくらなんでも、いくらなんでも、あの夢はひどい。

　オタクの妄もう想そうにしたって、ライン越こえてるだろなんだあれ！

　最悪だ、最悪だ、最悪……！

　こ、こんな罪深い妄もう想そうが自分のうちから出てきたことに、自己嫌けん悪おが凄すさまじい。

　なんてものを見るんだ……！

「……いや、まて。どっから、夢？」

　乙おと女めが部屋まで来たのは、現実。

　いっしょにお酒を飲んだのは、現実。

　どこまで自分は起きていて、どこから自分は眠ねむっていた……？

「言ってないだろうな……、言ってないだろうな……、言って、ないだろうな……!?」

　ハッハッハ、と息が荒あらくなった。

　アルコールが回っている状態で、話し込んでいたのは間ま違ちがいない。

　問題はどこまで話したのか、記き憶おくにないこと。

　く、口を滑すべらせていないだろうな……!?

　かといって、本人に「変なこと言ってませんでした？」と確かく認にんするのはあまりに怖こわい。

　だって、もし。

『あ～。わたしのこと好きって言ってくれたよ。あと、ファンってことも！』

　なんて言われてしまったら。

　そうじゃなくとも、近いことを言われてしまったら。

　もうおしまいだ。

「あああああああああああああああ～～～～～～～～～」

　頭を抱かかえて、枕まくらに向けて絶ぜつ叫きようする。

　自分の中の柚ゆ日び咲さきめくるを信じるしかなかった。
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　担当声優には、入れ込まないほうがいい。

　加か賀が崎さきりんごがそう学んだのは、先せん輩ぱいマネージャーである南な雲くも沙さ樹きの姿を見ていたからだ。

「……南な雲くも先せん輩ぱい。大だい丈じよう夫ぶですか」

　深夜に差さし掛かかった、ある日の事務所。

　事務所に残っているのは、加か賀が崎さきと南な雲くものふたりだけだった。

　彼女は黙だまってデスクに向かっていたが、疲つかれた顔でこちらを見る。

　その表情には暗い影かげが差し込み、目の奥の輝かがやきは失われていた。

　だというのに、彼女は「大だい丈じよう夫ぶだよ、りんご」といつものように笑うのだ。

「一回、休んだらどうですか」

　チョコブラウニーが激務なのは疑いようがないが、休めないわけじゃない。

　何なら、南な雲くもの仕事を自分が肩かた代がわりしてもよかった。

　彼女には休養が必要だ。

　けれど南な雲くもは、それさえも己おのれの罰ばつであるかのように、小さく首を振ふった。

「ううん、頑がん張ばらないと……。わたしが、頑がん張ばらないとあの子たちは……」

　南な雲くもはうわ言のように呟つぶやき、デスクに向き直った。

　南な雲くものデスクには、いくつも写真立てが飾かざってある。

　彼女の担当声優たちが、笑え顔がおで写っていた。

　その中のひとりが、本日、この事務所を去った。

　その子はこのまま引退するらしい。

　彼女は涙なみだを流しながら、「これからも頑がん張ばってね」と南な雲くもに告げて、声優業界からも立ち去っていった。

　十八歳でチョコブラウニーに所属し、南な雲くもが随ずい分ぶんと可か愛わいがっていた子だ。

　彼女も南な雲くもに懐なついていたし、姉し妹まいのようにいつも仲が良さそうだった。

「…………………………」

　その関係は、危あやういものだと加か賀が崎さきは思う。

　ドライな関係を保つ加か賀が崎さきでさえ、才能ある声優が潰つぶれていく様を見るのは辛つらい。

　なぜ売れないんだ、自分のマネージメントが悪いのか？　と自問自答することも多かった。

　声優が自分の前から立ち去るたび、心にヒビが入っていく。

　その痛みは癒いえることなく、積み重なるのみ。

　それを南な雲くもは、多く、強く抱かかえている。

「すごく……、いい子、だったんだけどな……」

　南な雲くもはか細い声で呟つぶやき、写真を見つめる。

　あぁ、いい子だったんだろう。

　写真の中の声優たちは、いい子ばかりだったんだろう。

　だが、それだけではこの業界で生き残れない。

　どうすることもできず、自分たちは立ち去る背中を見送ることしかできなかった。

「……担当、減らしてもらったらどうですか」

　南な雲くもにそう提案する。

　ただでさえ忙いそがしいのに、南な雲くもは担当を受け持ちすぎだ。

　いや、ほかのマネージャーに比べて、特別数が多いわけではない。

　南な雲くもはやり方がまずかった。

　ひとりひとりに入れ込みすぎるのだ。

　事務所もマネージャーもリソースは限られているのだから、多少切り捨てる声優が出てくるのは仕方がない。

　そういうものだからだ。

　なのに南な雲くもは、すべての担当声優を売ろうとして足あ搔がいて、それができなくて、ボロボロになって、その結果。

　こんなふうに、なっている。

「そんなこと、できないよ」

　南な雲くもは懺ざん悔げのように答えた。

　南な雲くもにはできないと思った。

『手持ちから切り捨てる声優を選べ』だなんて。

　彼女は、もう限界だったんだろう。

　ほどなくして、南な雲くもは声優事務所チョコブラウニーを辞やめた。

　人をこの世界に引っ張り込んでおいて、なんだそれは、と思わないでもない。

　実際、引き留めもした。

　でも、一生分の涙なみだを流し切ったような顔の彼女に。

「わたしでは、あの子たちを幸せにできない」と言われてしまったら。

　加か賀が崎さきもまた、南な雲くもを見送ることしかできなかった。

　辞やめたことに関しては、もう仕方がない。

　そこは割り切れる。

　しかし、それ以降。

　連れん絡らくが全く取れなくなったことは、許せなかった。







「やっほー、りんご。こっちこっち」

　個室から顔を出し、のほほんと手を振ふる南な雲くもに、加か賀が崎さきは本気でイラっとする。

　薄うす暗ぐらい完全個室の居酒屋は、仕事の話をするにはちょうどいい。

　加か賀が崎さきには馴な染じみ深ぶかい雰ふん囲い気きだが、南な雲くもとはあまり来たことがなかった。

　個室にさっさと引っ込んだ南な雲くもにため息を吐つき、加か賀が崎さきは追いかけるように足を踏ふみ入いれる。

　大して広くもない個室は、間接照明でほのかに照らされていた。

　仕事よりも、カップルで来たほうがいい雰ふん囲い気きかもしれない。

　加か賀が崎さきはサングラスを外しながら、彼女の向かいに腰こしを下ろした。

　南な雲くもに言いたいことは山ほどある。

「先せん輩ぱい。今まで、どこで何をやってたんですか。連れん絡らくもつかないし、あたしがどれだけ心配したと……」

「やぁ、ごめんごめんて。まま、まずは飲み物。なに飲む？　最初はビール？」

　南な雲くもはマイペースにメニューを差し出してくる。

　こんなふうに人の話を遮さえぎり、加か賀が崎さきを振ふり回まわせるのは南な雲くもくらいかもしれない。

　大きなため息を吐ついても、どこ吹ふく風だ。

「わたしは何から飲もうかな～。どうしようかな～」

　南な雲くもは楽しげにメニューを眺ながめている。

　ふわふわの髪かみは数年前と変わらず、顔立ちもあまり変わっていない。

　大学時代は年上に見られることを悩なやんでいたが、今となっては実じつ年ねん齢れいより若く見える。

　Ｖネックのニットを着ていて、胸むな元もとには控ひかえめなネックレス。

　下はロングスカートを穿はいており、壁かべにはジャケットが掛かかっていた。

　服の趣しゆ味みは少し変わったかもしれない。

　いや、雰ふん囲い気きも？

　加か賀が崎さきには、既すでにわからなくなっていた。

　とにかくふたりともビールと、適当なおつまみを注文する。

　食べ物の趣しゆ味みまでは変わっておらず、ふたりには馴な染じんだおつまみばかり南な雲くもが注文するものだから、それはなんだか悔くやしかった。

「それで。言い訳を聞かせてもらいたいんだが」

　ドスの利きいた声で尋たずねても、南な雲くもは構わずにビールをこくこくと飲む。

「おいし～」と堪たん能のうしてから、ゆっくりと加か賀が崎さきを見た。

　やわらかな笑えみを浮うかべて、調子よく言う。

「忙いそがしかったんだってぇ。ずぅっと走り回ってたんだから。……りんごなら、その理由ももうわかってるんじゃない？」

　さっきまではぐらかしていたくせに、急速に本題に切り込んでくる。

　やはり彼女は、この数年で変わったかもしれない。

　舌打ちを堪こらえながら、加か賀が崎さきはビールを一口飲んだ。

「……事務所を立ち上げた、と聞きましたが」

「そうなの。名めい刺しどーぞ」

　南な雲くもはジャケットのポケットに手を伸のばそうとして、届かなかったらしい。

　よっこいせ～、と立ち上がり、そこから名めい刺しを一枚取り出した。

　礼れい儀ぎも何もなく、机の上を滑すべらせて寄こしてくる。

　手に取って、その文字列に目を向けた。

『株式会社カラメル・プロモーション　代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちよう　南な雲くも沙さ樹き』

　それを見て、途と方ほうもなく悲しくなるのはなぜだろう。

　南な雲くもはそんな加か賀が崎さきの気持ちには気付かず、もしくはあえて無視をしているのか、ニマニマとこちらの顔を見ていた。

　どんな言葉を期待しているのかは、伝わる。

　それでも加か賀が崎さきは黙だまっていた。

　何も言わない加か賀が崎さきに痺しびれを切らしたのか、南な雲くもはお気楽に言葉を並べる。

「社長って柄がらじゃないんだけどね～。まぁお飾かざりよ。みんなに言われたから、とりあえずやってるだけ。実際、業務はマネージメントで現場に出てばっかだし。いつまで社長を名乗ってるかはわかんないかな～」

　何がおかしいのか、ふふふ、と笑いながらグラスを傾かたむける。

　愛いとおしそうに名めい刺しに目を向けた。

「いい事務所よ。立ち上げに関わった人たちは、みんな優ゆう秀しゆうだし。わたしも、頑がん張ばろうって思える。ようやく、ようやくね」

　その声には、いろんな感情が込こめられていた。

　しんみりとした瞳ひとみの中には、既すでに別の世界が広がっている。

　加か賀が崎さきは加か賀が崎さきで、様々な感情が胸の中で渦うず巻まいていた。

　言いたいことが喉のどにつっかえていたが、そのまま飲み下す。

　そうではなく、言うべきことを言わなければならない。

「事務所の立ち上げは、別に好きにすればいい。ですが、なぜあんなことをしたんですか」

「あんなことって？」

「随ずい分ぶんと行ぎよう儀ぎが悪いじゃないですか。他事務所からの引ひき抜ぬきや、強ごう引いんな営業。悪い噂うわさが絶えないですよ。カラメルの話を持ち出すだけで、ピリつくことがあるくらいだ」

　自然と、加か賀が崎さきの声は低いものになっていく。

　南な雲くもは頰ほおをポリポリと搔かいて、するりと目を逸そらした。

「そこまで目くじら立てること？　別に犯罪ってわけじゃないんだし。そりゃまぁ、多少のマナー違い反はんはあったけど、強く糾きゆう弾だんされるようなことじゃないと思うなぁ」

　開き直るつもりらしい。舌打ちをしたくなる。

　ただ、南な雲くもの言うとおりではあった。

　カラメルがやっていることは、周りから白い目で見られることはあれど、罪を犯おかしているわけじゃない。マナーやルールの範はん囲いでしかなかった。

　本音を言えば加か賀が崎さきだって、「引ひき抜ぬかれるほうが悪いだろ」と思っているし、ねじ込んで売り込むのはむしろ加か賀が崎さきの分野だ。

　こっそりやれよとは思うものの、「やんちゃな事務所だなあ」くらいで大して気にしない。

　その気持ちを見み抜ぬいたように、南な雲くもは指し摘てきする。

「大体、引ひき抜ぬかれたほうが相手事務所を悪く言うのは当たり前。そんなの、うちに限ったことじゃない。真に受けてちゃ世話ないよ。しかもそれを、りんごが言っちゃう～？」

　からかうような笑えみを浮うかべ、南な雲くもはこちらに人差し指を向けた。

　そう、加か賀が崎さきはむしろそっち側。

　自分だったらもっと上う手まくやったが、文句があるとすればそれくらい。

　別に好きにすればいい、と思う。

　会社の代表が、南な雲くも沙さ樹きでなければ、だ。

　搦からめ手てが下手で、不器用でまっすぐ進むことしかできないのが、加か賀が崎さきの知る南な雲くもだった。

　いつの間に、こんなことをやるようになったんだ。

　そんな南な雲くもを見て、何とも言えない無力感に襲おそわれていた。

　そういった感情を見ないふりして、加か賀が崎さきは問いかける。

「……南な雲くも先せん輩ぱい。どういうつもりなんですか。なぜこんなことをしている？　声優をマネージメントしたいなら、ほかにいくらでもやり方があっただろう？」

　一番尋たずねたいことを、加か賀が崎さきは口にした。

　南な雲くもが事務所を去ったのは、仕方がないと思う。

　彼女は心が折れてしまったから。

　ただ、なぜこの世界に戻もどってきたのか。

　なぜこんな方法を取ったのか。

　加か賀が崎さきはそれをずっと知りたかった。

　南な雲くもが、『コネと貸しは、多ければ多いほど役に立つ』と言っていたように、彼女は人脈を使って仲間とともに事務所を立ち上げた。

　風の便りでそう聞いたとき、なぜ、と思った。

　声優のマネージメントをしたいのなら、戻もどってくるなり、別の事務所に行くなり、方法はあったはずなのに。

　……いや。

　それに関して、一番訊ききたかったのは。

「なぜ、自分を誘さそってくれなかったんだ」という一点かもしれない。

　それを素す直なおに口にするには、加か賀が崎さきは大人になりすぎてしまったけれど。

　南な雲くもは目を細めて、寂さびしげに笑う。

　とうとうと語った。

「……わたしはね、りんご。前々からチョコブラウニーのやり方には……、ううん。今の声優業界には、ずっと疑問があったの。声優の数は今や膨ぼう大だい。たくさんの声優がいるけど、売れるのは一ひと握にぎり。なのに、年々声優志望者は増えているし、毎年新しい子がたくさん入ってくるわけだけど──、なんで、そんなことをするの？」

　どういう意味だ、と南な雲くもを見つめる。

　彼女は目を伏ふせて、淡たん々たんと答えた。

「成功した一ひと握にぎりの子たちの下には、何十倍もの人が涙なみだを流している。それはある意味、仕方がないと思う。椅い子す取とりゲームなんだし、そういう世界だもの。──その子たちを、一いつ生しよう懸けん命めいバックアップした結果だと言うのなら、ね。でも、現実は違ちがうでしょう？」

「……………………」

　やはりそこか、と加か賀が崎さきは思う。

　きっと彼女は、ずっとそこに疑問があったのだろう。

「事務所は、売る声優を選ぶわ。売れると思った子には、全力を注ぐ。多少強ごう引いんにでもねじ込んでいく。……でも、選ばれなかった子はどうなるの？　諦あきらめるしかない？　事務所が力を入れたら、売れたかもしれないのに？　せっかく声優になれて、人生を懸かけて頑がん張ばろう！　と思ってる子から、そこでハシゴを外しちゃうの？　──それって、おかしいでしょう？」

　おかしくない。

　それは、仕方のないことだ。

　すべての声優を売り出すことはできないのだから、ある程度は諦あきらめてもらうしかない。

　マネージャーとして、そうはっきりと言える人はいるだろう。

　けれど、加か賀が崎さきは達観するには経験が浅かったし、開き直るには経験しすぎた。

　加か賀が崎さきでさえ、声優が間引きされるのは心苦しいし、自ら抜ぬく芽を選んだときは胸が痛む。

　捨てられた花が枯かれ果はてる様は、選ばれたにせよ、選んだにせよ、あまりに惨むごい。

　彼女たちは夢を持って、マイクの前に立ったのに。

　自分たちは、ガラス越ごしに「あの子は難しいな」と指を差さなければならない。

　それに、南な雲くも沙さ樹きが耐たえられるはずなかったのだ。

「だから、わたしはこの事務所を作ったの。ほかの事務所と違ちがって、むやみに声優を生まない。少数精せい鋭えい、少ない声優を確実に売っていく。事務所に入った子たちは、最後まで面めん倒どうを見る覚かく悟ごで、大事に大事に育てる。もうあの子たちを泣かせない。みんなで幸せになるの」

　南な雲くもは力強い瞳ひとみで、そう告げる。

　カラメル・プロモーションは南な雲くも沙さ樹きの理想を象かたどったもの。

　それが、悪いとは言わない。

　成功するかどうかは別として、理想を形にするのは立派なことだ。

　だが、その手段には物申したくもなる。

「……なら、なんで引ひき抜ぬきなんてやるんですか。売れてる奴やつらをわざわざ他事務所から引っ張ってくる理由はないでしょう。自分たちで育てればいい」

　加か賀が崎さきの問いに、南な雲くもはにぱっと笑う。

　手を広げて、「そこは商売なので～」とおどけた。

　以前の加か賀が崎さきなら、冷ややかな視線で彼女を刺さすのだろうが、今は表情を変えない。

　反応を期待していたわけではないようで、南な雲くももすぐに顔を戻もどした。

「新人だけの少数精せい鋭えいなんて、難しいのはわかるでしょう？　確実に稼かせげる子は必要なの」

　諦あきらめたように呟つぶやいてから、南な雲くもは前のめりになる。

「でも、引ひき抜ぬいた子たちは納なつ得とくしてうちに来たのよ。わたしたちは声を掛かけただけ。カラメルの待たい遇ぐうに、さらに売れることに、期待して。その子が上を目指すために。その環かん境きようを用意できなかった事務所に、とやかく言われる筋合いはないわ」

　据すわった目で彼女は言い切る。

　雰ふん囲い気きが変わって見えたのは、この目のせいだろう。

　その奥に覚かく悟ごを感じる。

　南な雲くもは声優を切り捨てる覚かく悟ごができず、その心労に耐たえかねてともに潰つぶれた。

　けれど今の彼女の目には、別の覚かく悟ごが宿っている。

「うちに来た子たちは、ちゃんと面めん倒どうを見る。そのためなら、何だってやるわ」

　多少汚きたないことでも、後ろ指をさされるようなことでも、今の南な雲くもなら所属声優のためにやってしまうんだろう。

　自分たちの声優が守れれば、それでいい。

　随ずい分ぶんと、危あやうい理想と覚かく悟ごを掲かかげたものだ。

　それを、加か賀が崎さきは指し摘てきする。

「ほかの事務所から敵視されることでも、か？　引ひき抜ぬくにしても、あそこまで波風立てることはなかったでしょう。松まつ井い綾あや乃ののことですよ。なぜよりによって、事務所がセット売りしている声優を狙ねらう？　あんたらが無理に引ひき抜ぬいたせいで、松まつ井いと井い村むらの関係は断絶した。マネージャーが嘆なげいていたよ、こんなはずじゃなかったって。それが南な雲くも先せん輩ぱいの理想ですか？」

「よく知ってること」

「あれだけ派手にやっていれば、耳に入る」

　ティーカップ所属の松まつ井い綾あや乃のは、カラメルに引ひき抜ぬかれている。

　松まつ井いと井い村むらは元々関係が悪化していたが、その件で決定的になった。

　ティーカップは、あのふたりには以前のような関係に戻もどってほしかったし、セット売りも続けていきたかった。

　それなのに、カラメルがすべて壊こわしてしまった。

　文句を言われる筋合いはない、と開き直るのはいささか横暴ではないか。

　少なくとも、加か賀が崎さきならそんな物件には手を出さない。

　汚きたないことさえする覚かく悟ごは結構だが、南な雲くもにはその境目や塩あん梅ばいが曖あい昧まいに思えた。

　ギリギリグレーと、ギリギリ黒、は近いようで全く違ちがう。

　そんな加か賀が崎さきの懸け念ねんを前に、南な雲くもはまっすぐに視線を返す。

「りんご。そんなことまでは、知らない」

「………………」

　南な雲くもはふっと息を吐はき、視線を逸そらす。

「さっきも言ったけど。わたしは事務所の子たちは、全力で守るつもり。でも、ほかの子やほかの事務所までは知らない。どうなってもいい。たとえ、うちが原因で潰つぶれてしまっても、構わない。うちの事務所が守られるのなら、喜んでやるわ」

　あぁ。

　そこまでの覚かく悟ごがあるから、悪評さえも背せ負おい込こもうと言うのか。

　南な雲くもはもう、明確に区別している。

　すべての声優の夢を叶かなえることはできないのだから、手が届く範はん囲いだけでも。

　それ以外は眼中にないどころか、必要とあらば排はい除じよすら辞さない。

　それが彼女の理想の代だい償しようで、それでも求めた場所なのだろう。

　だからだろうか。

　今の南な雲くもは、とても穏おだやかな顔をしている。

　それを見ていれば、何か言う気も起きなくなってしまった。

　まるでそれを見み越こしていたかのように、南な雲くもはにっこりと微ほほ笑えむ。

「それで、りんご。あなた、うちに来ない？」

「………………」

　予想はしていた。

　声優を引ひき抜ぬこうとする会社だ、マネージャーまで手を伸のばしても何ら不思議はない。

　その理由を、南な雲くも自身が口にしていく。

「りんごみたいな敏びん腕わんマネージャーなら、大だい歓かん迎げい。待たい遇ぐうだってよくするわよ。あなたの能力に見合ったお給料を渡わたせると思うわ。それに、今みたいな無茶苦茶な働き方をしなくてもいい。元チョコブラウニーの社員が言うんだから、説得力あるでしょ？」

　冗じよう談だんめかして、南な雲くもは笑う。

　そして、なにより心が動く言葉を告げられた。

「またいっしょに働きましょう、りんご。りんごが来てくれたら、わたしは嬉うれしい」

　それが一番の殺し文句かもしれない。

　今よりも待たい遇ぐうがよくなるうえに、また南な雲くもと働ける。

　そこに何の不満があると言うのか。

　そのうえ、南な雲くもは照れくさそうに笑った。

「なんで、今まで連れん絡らくしてこなかったんだ、って言ったわよね。それは、少しでも早くりんごを迎むかえに行くため。それでがむしゃらに頑がん張ばってきたの。だって、どこかでりんごの顔を見ちゃったら、気が緩ゆるんじゃいそうでしょ？　心配を掛かけたのは、悪かったと思ってるわ」

「………………」

　あの名めい刺しを見ていれば、まるきり噓うそだとも思えない。

　その表情で、言葉で、すべてを許しそうになるのだから、よくないな、と思う。

　そんな加か賀が崎さきの葛かつ藤とうを無視して、南な雲くもは前のめりになった。

「それで、どう？　りんご、うち来ない？」

　まるで、子供の遊びの誘さそいだ。

　南な雲くものわくわくした顔に、加か賀が崎さきは呆あきれた表情を作る。

　改めての問いだけに、心の準備はできていた。

「バカ言わないでください。あたしの担当を放って、出て行けるわけないでしょう」

　こう答えるほかない。

　すんなりと言えたと思う。

　転職に対しては、それほど抵てい抗こうはない。

　今の事務所に愛着はあれど、固こ執しつするほどではなかった。

　ただ、今受け持っている担当声優については別だ。

　彼女らをほっぽり出して、自分だけ出て行くことなんてできない。

　加か賀が崎さきの答えに、南な雲くもは意外そうに目をぱちくりとさせた。

　幸せそうに目を細める。

「嬉うれしいなあ。りんごにも、そう思える子ができたんだ」

　以前の加か賀が崎さきしか知らない南な雲くもなら、そう思うかもしれない。

　南な雲くもは子供の成長を喜ぶかのように、やさしい笑えみを浮うかべた。

「ちょっと心配だったんだ。わたしがこの世界にりんごを引き込んじゃったけど、りんごはとってもドライだったから。好きじゃないと、この仕事は続かないでしょう？　りんごなら、ほかにいくらでもいい仕事は選べただろうし……」

　南な雲くもの知る加か賀が崎さきは、今よりもずっとそっけなかった。

　彼女のように声優に入れ込んでも、辛つらいだけだと思っていたから。

　実際、辛つらいことのほうが多い。

　それでも、この仕事を続けるうちに変わっていったものはある。

　南な雲くもの影えい響きようでもあるし、担当声優の影えい響きようでもある。

　それが良いいか悪いか、今はわからないけれど。

　昔の加か賀が崎さきだったら、彼女の誘さそいはきっとふたつ返事で受けていた。

　いや、むしろ。

　南な雲くもが辞やめた時点で、加か賀が崎さきもこの業界を去っていたかもしれない。

　けれど加か賀が崎さきは残り、南な雲くもはこうして戻もどってきた。

　年月が、経験が、人を変える。

『だれかさんがいなくなって、随ずい分ぶんと経たちますからね』と皮肉のひとつでも言おうかと思ったが、言ってもしょうがないのでグラスを持ち上げた。

　これでこの話は終わり。

　そう思っていたのだが、南な雲くもは意外な提案を持もち掛かけてきた。

「なら、その子も連れてきたら？　何人もってわけにはいかないけど、りんごが入れ込んでる子なんてそう多くないでしょ？　ひとりふたりなら、連れてきても構わないよ」

「え？」

　グラスを持つ手を止めて、南な雲くもをまじまじと見つめる。

　彼女は冗じよう談だんのつもりはないようで、にっこりと笑った。

「マネージャーごと移い籍せきする子も、珍めずらしいわけじゃないからね。いっしょに来ればいいよ。その子にとっても、りんごにとっても、いい環かん境きようになるんじゃないかなあ。うちは大事に囲うから。人によるけど、チョコブラウニーより売り出せるんじゃない？」

「………………」

　考える間が欲ほしくて、加か賀が崎さきは今度こそグラスに口を付ける。

　口の中を苦みで満たしながら、由ゆ美み子この顔を思おもい浮うかべていた。

　歌うた種たねやすみを、完かん璧ぺきに売り出せたとはとても言えない。

　そもそもチョコブラウニーは、若い女性声優をすべてアイドル声優として売り出すし、役やく柄がらもそれに縛しばったものしか受けさせない。

　由ゆ美み子こは、悪役や敵てき役やくが合っているにもかかわらず、そういった適性は無視されてきた。

　こればかりは事務所の方針だと思って吞のみ込こんできたが、現場との乖かい離りがなくなるならそれに越こしたことはない。

　今の歌うた種たねやすみは、チョコブラウニーから特別売り出されているわけでもなかった。

　由ゆ美み子こにとっても、自分にとっても、いい環かん境きように変わるかもしれない。

　由ゆ美み子こを連れて行って、南な雲くもとまたいっしょに働ける。

　それは、加か賀が崎さきがなによりも望んだ世界じゃないだろうか──。

「ま、持ち帰って、ゆっくり考えて頂ちよう戴だい。今日はこの再会に乾かん杯ぱいってことで」

　南な雲くもは子供のような笑え顔がおのまま、グラスをこちらに近付けてくる。

　そういえば、話に夢中で乾かん杯ぱいも忘れていた。

　全く調子のいい……、とは思うものの、加か賀が崎さきの唇くちびるも笑えみの形に変わっている。

　カツン、とグラスが小さくぶつかり合った。







　加か賀が崎さきはレッスンルームにやってきて、その光景にため息を吐ついた。

　由ゆ美み子こが、一心不乱に振ふり付つけの練習に励はげんでいたからだ。

　その険しい表情は、完全に入り込んでいる。

『ティアラ☆スターズライブ　〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟』を控ひかえ、ある時期を境に由ゆ美み子こは自主練にのめり込むようになった。

　ほどほどにしろ、と言っているのに聞きやしない。

　今も加か賀が崎さきの入室には気付かず、鏡から目を離はなさなかった。

　かといって、無理やりに止めるのもまた違ちがう。

　加か賀が崎さきにできることは、せいぜい彼女を見守ることだけだった。

　由ゆ美み子こが満足するまで自主練を行ったあと、加か賀が崎さきは車で彼女を家まで送っていく。

　夜の街が窓に映り、由ゆ美み子この顔に反射していた。

「ごめんね、加か賀が崎さきさん。熱中しちゃった」

　助手席の由ゆ美み子こが、照れくさそうに笑う。

　加か賀が崎さきはふっと息を吐はいてから、彼女をじろりと見た。

「あたしは根を詰つめるな、って言ったはずなんだけどな。年々言うこと聞かなくなってきて、まぁ……。昔は、なんでも素す直なおにはいはいって聞いてたのになぁ」

「そうだっけ？　でも今だって十分いい子でしょ？」

　ばかたれ、と言葉を返すと、由ゆ美み子こはおかしそうに笑った。

　穏おだやかな時間だった。

　加か賀が崎さきとしても心休まる、ちょっとした休息。

　けれど、由ゆ美み子こからは明らかな闘とう志しが滲にじみ出でていた。

　由ゆ美み子こをここまで駆かり立たてるのは、相応の理由があるはず。

　もし悩なやみや相談があるのなら、彼女のほうから口にするだろう。

　この時間は、そのためでもあった。

　そのことには、きっと由ゆ美み子こも気付いている。

　でも加か賀が崎さきは、もしかしたら自分のために由ゆ美み子こに会いにきたのかもしれない。

「…………………………」

　一いつ瞬しゆん、会話が途と切ぎれる。

　長い付き合いだ、沈ちん黙もくも気まずくはなかった。

　今回は相談もなさそうだし、放っておいたら由ゆ美み子こは楽しい話題を持ち出してくる。

　由ゆ美み子ことおしゃべりに興じるのは癒いやされるが、そこに流れるわけにはいかない。

　彼女に、訊ききたいことがあるからだ。

「なぁ、由ゆ美み子こ。由ゆ美み子こは、今の事務所に不満ってあるか？」

　唐とう突とつな加か賀が崎さきの質問に、由ゆ美み子こは目を丸くした。

　怪け訝げんそうな顔で、加か賀が崎さきを覗のぞき込こむ。

「えぇ、なにそれ。チョコブラウニーへの忠誠度チェック？　あたしなんかした？」

「ただの雑談だよ。面談でもない。ほら、最近引ひき抜ぬきの話をよく聞くだろう。それで、訊きいてみたくなっただけだ」

「あぁ、そういうこと？　んー、あたしには関係ないんじゃない？　万が一声を掛かけられたとしても、移い籍せきは考えないと思うよ。チョコブラウニーには拾ってもらった恩があるし」

　由ゆ美み子こは静かに笑う。

　基本的に、歌うた種たねやすみの自己評価は低い。

　デビュー当初はともかく、苦戦した時期のほうが長いし、仕事も多くはないからだろう。

　歌うた種たねやすみの才能を信じる加か賀が崎さきからすれば、彼女の卑ひ屈くつな物言いは辛つらくなる。

　ただ、続く言葉には心が温かくなった。

「でもまぁ、一番は加か賀が崎さきさんがいるからだと思うよ。加か賀が崎さきさんがいる限りは、チョコブラウニーから離はなれないんじゃない？」

　由ゆ美み子こはごくごく自然にそう言った。

　加か賀が崎さきりんごは己おのれの評価を把は握あくしているし、担当声優から頼たよりにされている自覚がある。

　それでも、由ゆ美み子こにそう言ってもらえるのは嬉うれしかった。

『じゃあ由ゆ美み子こ。あたしがいっしょに移い籍せきしよう、と言えば、ついてくるか？』

　そう尋たずねれば、きっと彼女はきょとんとして、理由を聞いて、ゆっくりと考えてから、最後には「いっしょに行く」と言うんだろう。

　だからこそ、それを実際に口にするのは怖こわかった。

「…………………………」

　加か賀が崎さきは、歌うた種たねやすみをもっと売ってやりたいと思っている。

　彼女を光ひかり輝かがやく場所に連れて行きたい。

　報むくわれてほしい。

　力いっぱい、笑っていてほしい。

　由ゆ美み子こが傷付く姿は、見たくないとずっと思っていた。

　進路相談のときに思わず、『声優をやめる選せん択たく肢しもある』と口にしてしまったくらいで。

　彼女はこれから先も、いろんなことに傷付きながら前に進んでいく。

　いずれどこかで、膝ひざを折ってしまうかもしれない。

　カラメルに行けば、そんな痛みから守ってやれるのではないか。

　自分たちが傷を肩かた代がわりしながら、綺き麗れいな道を歩ませてやれるのではないか。

　由ゆ美み子このことを思うのならば。

　自分のことを思うのならば。

　そうすべき、なんだろうか。







『ティアラ☆スターズライブ　〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟』当日。

　加か賀が崎さきは由ゆ美み子こを、家まで迎むかえに行っていた。

　ライブは夕方からだが、集合は早朝。

　これから会場で念入りに準備をして本番に挑いどむので、朝から大おお忙いそがしだ。

「おはよう、加か賀が崎さきさん」

「あぁ、おはよう」

　由ゆ美み子こは普ふ段だんどおり、助手席に乗り込んだ。

　ライブ前の由ゆ美み子こはやたらとテンションが高く、「うわぁ、緊きん張ちようする～」「もう本番なんて信じらんないよ」「楽しみだなぁ」と繰くり返かえし、加か賀が崎さきは苦く笑しようしながら聞くのが定番だった。

　持ち前の明るさをライブ会場に持ち込み、元気に盛り上げるのがいつもの彼女だ。

　けれど、今日の由ゆ美み子こは違ちがう。

「────────────」

　無言で、前に視線を向けている。

　楽しそうに話す、普ふ段だんの由ゆ美み子この姿はなかった。

　あぁきたか、と加か賀が崎さきは思う。

　歌うた種たねやすみは時折、信じられないほどの集中力を発揮する。

　周りが見えない、聞こえないくらいに入り込み、実力以上のパフォーマンスを見せる。

『幻げん影えい機き兵へいファントム』で魅みせた超ちよう越えつした演技は、その集中力から生み出されたものだ。

　……理想を言えば、これを意図的に出せればいいのだが。

　本人でもコントロールが利きかないうえに、なにより当人に自覚がなかった。

　彼女がこの状態ならば、今日のライブは安心して見られる。

　邪じや魔まをせず、加か賀が崎さきは黙だまって運転していた。

　普ふ段だんのふたりを知る人からすれば、「歌うた種たねさん、また加か賀が崎さきさんが怒おこるようなことした？」と思われそうな空気ではあったけれど。

　会場入りしたあと、挨あい拶さつをしながら楽屋に向かう。

　楽屋前では、千ち佳かと成なる瀬せのコンビと鉢はち合あわせになった。

「あ！　おはようございます、加か賀が崎さきさん！」

「おはようございます、成なる瀬せさん」

　成なる瀬せのぴょんと跳はねるような挨あい拶さつに、加か賀が崎さきはにっこりと愛あい想そよく挨あい拶さつを返す。

　由ゆ美み子こと千ち佳かは、顎あごを上げる、小首を傾かしげる、という互たがいに挨あい拶さつとも言えない挨あい拶さつをしてから、楽屋に入っていった。

　その挨あい拶さつ自体は、いつもどおりだが……、雰ふん囲い気きが違ちがう。

　ピリッとした空気の中に、違い和わ感かんが滲にじみ出でていた。

　由ゆ美み子こがあれほど自主練に励はげんでいたのも、張はり詰つめているのも、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが関係しているのだろう。

　成なる瀬せと加か賀が崎さきは楽屋の外で、顔を寄せ合って言葉を交かわした。

「歌うた種たねさん、随ずい分ぶんと集中してますね。目つきが違ちがいます」

「えぇ、かなり気合入ってるみたいで。たぶん、夕ゆう暮ぐれさん絡がらみだと思うんですが」

　そう答えると、成なる瀬せは苦笑いをこぼした。

「そうだと思います。夕ゆう陽ひちゃんも、涼すずしい顔をして闘とう志しメラメラって感じで。気合が伝わってきます」

　どうやら、あちらも同じような状じよう況きようらしい。

　ふたり並んで、その関係にしみじみと思いを馳はせる。

「あのふたりは、すっかりライバルですね」

「はい。ありがたいことです。毎回、仕事がいっしょになってほしいくらいですよ」

　本人たちが聞いたら、本気で嫌いやがりそうなことを口にする。

　だが、マネージャーとしては嬉うれしい状じよう況きようだ。

　互たがいに意識し、高め合い、実力以上の力を発揮する。

　そこで得た評価は、それぞれ本人たちのものになる。

　特に由ゆ美み子こは、自分ではあの集中力をコントロールできないのだから。

　意識する相手というのは、つくづくありがたいと思う。

　そこでスマホに連れん絡らくが入ったので、成なる瀬せと別れて電話ができる場所に向かった。

　廊ろう下かを進んでいると、やけにキラキラした女性が前から歩いてくる。

　彼女は加か賀が崎さきに気が付くと、パっと笑えみを浮うかべた。

「あ。おはようございます、加か賀が崎さきさん」

「おはよう、桜さくら並なみ木き」

　ここ最近、さらに輝かがやきを増した桜さくら並なみ木き乙おと女めだった。

　加か賀が崎さきと乙おと女めは現場で何度も顔を合わせているし、由ゆ美み子こを交えて三人で食事に行ったこともある。気安い関係だ。

　電話を掛かける用もあるし、ここで別れてもよかったのだが、訊ききたいことがあった。

　少し雑談をこなしてから、大おお袈げ裟さにならないよう尋たずねる。

「そういえば桜さくら並なみ木き。カラメルに引ひき抜ぬかれそうになったんだって？」

　何か一言言っておけば、乙おと女めのマネージャーである水み戸とへの心証もよくなるだろう。

　そんな下心があっての質問だったが、乙おと女めは面めん喰くらったようだ。

　照れくさそうに頰ほおを搔かく。

「あ、まぁ、はい……。なんだか、いろんな人に訊きかれてる気がします。そんなに噂うわさになってるんですか？」

「まぁ。今をときめく人気声優、桜さくら並なみ木き乙おと女めが声掛かけられた、って聞いたらな。多少ざわつくのもしょうがないだろ」

　そこは本音で答える。

　数年前までかわいいだけの小こ娘むすめだったのに、その数年で彼女はメキメキと頭角を現した。

　この世代では、間ま違ちがいなくトップ声優だ。

　少し前まで脆もろさや甘さがあったのに、今はそれも消えている。

　そのためか、乙おと女めの輝かがやきはより強くなっていた。

　だからこそ、由ゆ美み子こたちはこのライブで、「こんな人相手にどう戦えばいい？」と頭を抱かかえていたのだ。

　そして、乙おと女めは意外にも己おのれの評価を間ま違ちがえない。

　加か賀が崎さきの言葉に謙けん遜そんを挟はさむことなく、「そういうものですか」と笑った。

　水み戸とのことを考えれば、ここで「育ててくれた事務所は、大事にしたほうがいいぞ」とでも言いい含ふくんでおくべきなんだろうが。

　つい、カラメルへの興味が勝ってしまった。

「……なんで、カラメルを蹴けったんだ？」

　その問いに、乙おと女めは意外そうに首を傾かしげる。

　他事務所のマネージャーとしては、踏ふみ込こんだ質問だったかもしれない。

　取とり繕つくろうつもりはなかったが、加か賀が崎さきは言葉を繫つなげていった。

「カラメルは、トリニティよりいい条件を提示したんじゃないか。移い籍せきすれば、ガンガン推おしてもくれただろう。上を目指しているのなら、移い籍せきは悪い選せん択たくじゃないと思ってな」

　これはあらかじめ、水み戸とから話を聞いていたから言えたことだ。

　実際に加か賀が崎さきは、乙おと女めは事務所への義理で残ったと思っていた。

　それだけに、上、という言葉を出したのは乙おと女めも驚おどろいたらしい。

「わかるものなんですね」と乙おと女めが感心していたので、加か賀が崎さきは「見ていれば大体な」としれっと答える。

　乙おと女めは深く頷うなずいたあと、さらりと恐おそろしいことを言った。

「うーん、そうですね。声を掛かけてくれたのがブルークラウンや習なら志し野のだったら、わたしも行っちゃったかもしれないです」

　あまりにあっさり言うものだから、加か賀が崎さきのほうが冷ひや汗あせをかいた。

　そんなこと言っていたら、本気で引ひき抜ぬきに来るぞ。

　どっちの事務所だって、桜さくら並なみ木き乙おと女めなら喉のどから手が出るくらい欲ほしいだろうに。

　水み戸とが頭を抱かかえる姿が想像できる。

　水み戸とには気の毒だが、それはつまり。

　乙おと女めには、事務所を変えてもいいと思えるくらいの、何かができたようだ。

　トリニティへの恩義はあるだろうが、案外「その恩は返しただろう」くらいに考えているのかもしれない。

　それは事実でもあった。

　なら、なぜその状態でカラメルを蹴けったのか？

　乙おと女めはしばらく考え込んでから、己おのれの気持ちを口に出す。

「カラメルは──、そうですね……。曖あい昧まいな表現になるんですけど、『違ちがう』って思ったんです。上う手まく、言葉にできないんですけど」

「違ちがう？　胡う散さん臭くさい、じゃなくて？」

　加か賀が崎さきの返しに、乙おと女めは苦笑いする。

「最初はちょっぴり怪あやしいな～、って思っちゃいましたけど。でも、社長さんと話してたら、誠実な人だなぁって思いましたよ。声優への愛が強いな～、って。きっとあの事務所の子たちは、大事にしてもらえるでしょうねぇ」

　乙おと女めは朗ほがらかに笑っているが、加か賀が崎さきは内心で動どう揺ようを抑おさえていた。

　南な雲くも本人が声を掛かけているとは、思っていなかったからだ。

　南な雲くもから直接話を聞いているのなら、そのまっすぐすぎる思いや理想は、乙おと女めにも届いたかもしれない。

　だからこそ、思う。

「なら、なんで断ったんだ？　よさそうだったんだろ？」

「うーん……。繰くり返かえしになって申し訳ないんですけど、『違ちがう』って思っちゃったんですよね……。上う手まく説明できない、感覚的な話なんですけど……」

　乙おと女めは申し訳なさそうに答える。

　加か賀が崎さきは軽く詫わびてから、乙おと女めと別れた。

　ひとりになると、乙おと女めと南な雲くもの話が頭の中で混じっていく。

「………………」

　乙おと女めの感覚は、正しい。

　言葉にできないだけで、直感的にカラメルに違い和わ感かんを持っているのだろう。

　おそらく、以前の乙おと女めならその違い和わ感かんに気付かなかったように思う。

　水み戸とが言うように、今の乙おと女めは目がギラついて見える。

　のほほんとした印象は薄うすくなっていた。

　だから、『違ちがう』と感じたのではないか。

　加か賀が崎さきはスマホで連れん絡らくを返し、ついでに煙草たばこの一本を吸ってから、楽屋に戻もどった。

「加か賀が崎さきさん」

　戻もどる途と中ちゆうで声を掛かけられる。

　愛あい想そのいい笑え顔がおをした、柚ゆ日び咲さきめくるだった。

　ただ、普ふ段だんよりも笑えみが若じやつ干かんぎこちない。

　常に完かん璧ぺきな仮面をかぶっているだけに、珍めずらしい。

「どうも、柚ゆ日び咲さきさん。どうかしましたか？」

　加か賀が崎さきも笑えみを返す。

　基本的に加か賀が崎さきは、他事務所の声優には仕事先の人間として接する。

　千ち佳かや乙おと女めは特別だ。

　それは、めくるのほうも同じ。

　ごく一部の声優を除いて、彼女は他た人にん行ぎよう儀ぎな対応をする。

　愛あい想そがいいので、嫌いやな感じはしないが。

「はい。加か賀が崎さきさんに、お聞きしたいことがあって。歌うた種たねさんのことです」

「歌うた種たねが、どうかしましたか？」

　少し身構える。

　めくるは以前、加か賀が崎さきの前で由ゆ美み子こをボコボコにこき下ろしたことがあった。

　柚ゆ日び咲さきめくるは、仕事に不誠実な後こう輩はいには厳しい言葉を掛かける。

　その話は知っていたが、まさか由ゆ美み子こがその対象になる日が来るなんて。

　あのときは、めくるに理があったと思うけれど。

　だからこそ、また由ゆ美み子こが何かやったのか、と不安を覚えた。

　加か賀が崎さきの声がやや硬かたくなったことに、めくるは困ったように笑う。

「どうかした、という話ではないんです。ただ──、歌うた種たねさんがやけに張はり詰つめているので。彼女とわたしは違ちがうユニットですが、前回はいっしょでしたし……。あっちでは多少のごたつきもありました。今回も何かあったのなら心配だな、と思いまして」

　ふむ。

　心配してくれただけらしい。

　確かに、今の由ゆ美み子こは平常ではない。

　ただ、加か賀が崎さきから話せることはほとんどなかった。

「わたしも気に掛かけているのですが……。すみません、詳しよう細さいまではわからなくて。でも、問題が起きたわけではないと思いますよ」

　そう答えると、めくるは小さく笑う。

「そうですか。すみません、変なことを言って」

　花のような笑え顔がおを残し、彼女はそのまま踵きびすを返かえそうとした。

　わざわざ言うことではないかもしれないが、興味本位で声を掛かけてみる。

「ありがとうございます、柚ゆ日び咲さきさん。歌うた種たねを気に掛かけてもらっているみたいで」

　めくるの笑え顔がおが、ほんのわずか固まる。

　けれどすぐに、ふわっとしたやわらかさが戻もどった。

「いえ。事務所は違ちがえど、後こう輩はいですから。特別なことはしてないですよ」

　小さく頭を下げて、めくるは今度こそ立ち去っていった。

　淡たん泊ぱくで事務的で、ビジネスライクな態度を一いつ貫かんする姿は好感が持てるけれど。

　めくるの小さな背中を見送ってから、加か賀が崎さきは息を吐はく。

「よくもまぁ、あの柚ゆ日び咲さき相手に距きよ離りを詰つめられるもんだ……」

　由ゆ美み子こたちは最近、めくるとも仲良くしているらしい。

　あの壁かべをどうやって壊こわしたのか、聞いてみたいものだ。







　ライブは進んでいく。

　加か賀が崎さきは、舞ぶ台たい裏うらのモニターで歌うた種たねやすみの姿を見守っていた。

　彼女は今、レオンとしてステージで『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』を歌っている。

　その姿に、加か賀が崎さきは心底見み惚とれていた。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはステージに出ない、と聞いたときは心配になったし、彼女が袖そでから叫さけんだときは驚おどろかされた。

　でも、由ゆ美み子こはまるでそうなるのが当然とばかりに、たったひとりでマイクに歌を吹ふき込こんでいる。

　海うみ野のレオンを降ろした由ゆ美み子こを前に、だれもが息を吞のんでいた。

　あぁ、これこそが歌うた種たねやすみの真骨頂。

　声優だけが、到とう達たつできる領域。

　それを目まの当あたりにして、加か賀が崎さきの肌はだは粟あわ立だっていた。

　歌うた種たねやすみから目が離はなせず、心の奥から強い感情が湧わき立たってくる。

　由ゆ美み子こひとりでは、そこに届いたとはとても思えない。

　むしろ本人は無む我が夢む中ちゆうなだけで、何がなんだかわかっていないだろう。

　この状じよう況きように至ったのは、周りの力があったから。

　歌うた種たねやすみを強く意識し、時には手を貸し、時には敵対しながらも、その奥に彼女への信しん頼らいを持った人たちがいたから。

　加か賀が崎さきだって、そのひとり。

　そして、由ゆ美み子こ自身の力があったから。

　彼女が歩んできた険しい道が、ボロボロになりながら歩き続けた経験が、彼女の今までのすべてがあるから、この結果がある。

　由ゆ美み子こなら、やってくれると思っていた。

　あぁ本当に。

　立派になって。

　少し前まで、まるきり子供みたいな顔をしていたくせに。

　加か賀が崎さきりんごは、声優事務所のマネージャーという仕事が、性しように合あっていると思っている。

　自身が優ゆう秀しゆうだと知っているし、それだけの働きを今までしてきた。

　時折、どうしようもなく嫌いやになることもあるけれど。

　こうして──、どうしようもなく愛いとしくなる瞬しゆん間かんもあるのだ。

「あたしは──、声優が好きだよ、先せん輩ぱい」

　加か賀が崎さきの前で、声優のよさを熱弁していた彼女を思い出す。

　もし彼女に面と向かって訊きかれても、昔なら「どうだろうね」とはぐらかしただろうけど。

　今ははっきりと、そう言える気がした。







　夜の街を加か賀が崎さきはひとり歩いていく。

　鬱うつ陶とうしい雨が降りしきるので、傘かさをきゅっと握にぎっていた。

　傘かさを忘れたサラリーマンが慌あわてて駆かけていったが、それ以外に通行人はいない。

　耳みみ障ざわりな雨音を聞きながら、加か賀が崎さきは目的の場所に辿たどり着つく。

　店の前は喫きつ煙えん所じよらしく、そっけなく灰皿が設置されていた。

「やっほー、りんご」

　南な雲くもは、以前と変わらぬやわらかな笑えみを浮うかべていた。

　手をひらひら振ふる彼女以外に、人ひと影かげはない。

　店も明かりはついているが、中の様子までは見えなかった。

　まるで世界にふたりしかいないような錯さつ覚かくに陥おちいりながら、加か賀が崎さきは傘かさを閉じる。

　店の軒のき下したに入って、彼女を見た。

「入ろっか」

　南な雲くもが笑え顔がおのまま、店を指差す。

　それに加か賀が崎さきは首を振ふった。

　それだけで、今日の目的は果たされる。

　南な雲くもはまさかそこまで、簡潔に返事されるとは思っていなかったらしい。

　固まった笑え顔がおで、加か賀が崎さきを見つめている。

　だから加か賀が崎さきは、はっきりと答えた。

「南な雲くも先せん輩ぱい。あのときの返事をするよ。あたしは、南な雲くも先せん輩ぱいのところには行けない」

「………………」

　南な雲くもは、笑えみを浮うかべたままだった。

　やがて、ゆっくりと問いかけてくる。

「……理由を、聞いてもいい？　言ってはなんだけど、りんごにとってもお気に入りの子にとっても、いい転職になると思うわよ？　それとも、その子に断られた？」

　南な雲くもの問いに、加か賀が崎さきは再び首を振ふった。

　会社の条件を見れば、カラメルはチョコブラウニーよりも恵めぐまれている。

　南な雲くもの理想を否定するつもりもない。

　加か賀が崎さきだって、そこに強い魅み力りよくを感じたのは事実だった。

「南な雲くも先せん輩ぱいの会社、いいとは思います。あたしだって、志半ばで去った声優をたくさん見てきた。これ以上、あんな思いをしなくていいのなら、そのほうがいい。大事に育てて、綺き麗れいに花開いて、大人たちが一いつ生しよう懸けん命めい守る。……本来なら、そうあるべきなんじゃ、とも思うよ」

「なら」

「でもね、先せん輩ぱい」

　加か賀が崎さきが南な雲くもの声を遮さえぎると、彼女は悲しそうな顔をする。

　それを見ないふりをして、加か賀が崎さきは過去に思いを馳はせた。

　南な雲くもに誘さそわれて声優業界に来て、ひとりになっても歩き続け、担当の声優たちと出会って。

　その先に、あのライブの光景があった。

「大切にされて、花開く──、そんな環かん境きようだからこそ輝かがやく子はいると思います。苦労なんて知らない、って顔をして、無敵のような自信を持って。自身が特別だと自覚できるから、人を惹ひき付つける。本物のスター。きっと南な雲くも先せん輩ぱいの事務所は、そんな子が集つどうんでしょう」

　それが間ま違ちがいだとは思わない。

　ピカピカに輝かがやいて、自信満々に胸を張って、周りからしっかりと背中を押されて。

　強い輝かがやきだからこそ、目を奪うばわれる。

　余計な苦労を背せ負おい込こむことなく、ただまっすぐに前を向いている。

　それはきっと、素す晴ばらしいことだ。

　由ゆ美み子こみたいに仕事がなくて鬱うつ々うつとすることなく、進路に悩なやんだりせず、先せん輩ぱいに泣かされることなく、だれかに嫉しつ妬とすることなく。

　事務所からの戦力外通告を恐おそれなくてもいい。

　南な雲くもが作った世界は魅み力りよく的てきだったし、由ゆ美み子こを連れて行きたい、とも一時は考えたけれど。

　でも。

「あたしはもう、見てしまったんだよ。泣きながら、ボロボロになりながら、悩なやみながら、だれかに嫉しつ妬としながら。そんな今までがあるから──、到とう達たつできる演技があるってことを」

　もし由ゆ美み子こが、順風満まん帆ぱんな声優人生を送っていたら、どうだろう。

　由ゆ美み子こが悩なやみから解放されて、わはは、と楽しそうに笑っていれば、加か賀が崎さきは心から穏おだやかな気持ちになれたと思う。

　とても幸せな光景だ。

　でも、今までのことがあったから。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに負けたくない、という想おもいから始まり、様々な感情が彼女の中に渦うず巻まき、満たされないからこそ、必死に手を伸のばしたからこそ、ファントムやティアラであれほどの力を発揮した。

　だれもが、目を奪うばわれたあの演技。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも桜さくら並なみ木き乙おと女めでさえも嫉しつ妬とさせた、あの熱。

　それは、決して南な雲くもの事務所では培つちかえないもの。

　もしふたりで移い籍せきすれば、南な雲くもは約束どおりに由ゆ美み子こを守ってくれるだろう。

　無理やり仕事をねじ込んでくれるかもしれない。

　由ゆ美み子こも最初は喜ぶかもしれないが──、それでは彼女のためにならないし、どこかで本人も疑問に感じるのではないか。

　しかし、そんな理由では南な雲くもは納なつ得とくしない。

　するわけがない。

「苦労することがいいこと、だなんて。りんごには珍めずらしい、前時代的な考えじゃない？　本気で言ってる？」

　南な雲くもは、少しだけ失望したような目を向けてくる。

　加か賀が崎さきは、それに手を振ふって答えた。

「いや。単に、あたしの担当には水が合わないって話です。声優は苦労すべき、なんて思っちゃいない。これは本当に。南な雲くも先せん輩ぱいの理想は、立派だと思っていますよ」

　苦労してきたからこそ力を発揮する声優もいれば、そうでない子もいる。

　由ゆ美み子こが魅みせた輝かがやきは、おそらくカラメルではくすんでしまう。

　由ゆ美み子こがこれから先も、夢を追いかけるのであれば。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』を目指すのであれば。

　彼女の持つ圧あつ倒とう的てきな感情の爆ばく発はつ、だからこそ辿たどり着つけるあの領域。

　それが、必要なのだ。

　……油断すると、本当にそうか？　と疑念が頭をもたげる。

　由ゆ美み子こから苦労を取り除けるのならば、そのほうがいいのではないか。

　つい、そんなことを考えてしまう。

　担当を守ってやりたい、と思っているのは、何も南な雲くもだけではないのだ。

　南な雲くもは軽く首を振ふり、怪け訝げんそうな目を向けた。

「ひとりの声優のために、りんごは諦あきらめるの？　りんごにとって、絶対いい環かん境きようになるのに。その子がうちに合わないかどうかなんて、わからないのに。かもしれない、ひとりの子のために、環かん境きようを変えることを諦あきらめちゃうの？」

「あたしは、マネージャーだからな。声優を支えるのが仕事なんですよ。主役は声優であって、あたしじゃない。あたしの都合で環かん境きようを変えろ、なんて言い出したら本ほん末まつ転てん倒とうだ」

　そこは決して間ま違ちがえてはいけない、と加か賀が崎さきは思う。

　自身の力を疑いはしないけれど、矢や面おもてに立つのはあくまで声優。

　それを支えるのが、自分たちマネージャーのはずだ。

　きっと由ゆ美み子こは、「いっしょに事務所を移い籍せきしないか」と誘さそえば、「加か賀が崎さきさんが言うのなら」とついてくる。

　しかし、由ゆ美み子こにいい影えい響きようを与あたえると断言できないのなら。

　その懸け念ねんだけで、移い籍せきしない理由としては十分だ。

　南な雲くもは、不ふ愉ゆ快かいそうに鼻にしわを寄せた。

「今の事務所に残って、それで、その子が潰つぶれちゃったら？　立ち上がれなくなったら？　それで声優をやめちゃったとしても、それでもりんごは、その環かん境きようがいいって言えるの？」

「それはあたしがさせない」

　はっきりと断言する。

　南な雲くもの心配はもっともだ。

　チョコブラウニーに居続けるのが由ゆ美み子こにとって最善か、と言われれば、話はまた別。

　このまま苦労し続け、最終的に潰つぶれる可能性も十分にある。

　南な雲くもはそれが辛つらくて、チョコブラウニーから離はなれた。

　ほかの事務所に行くことなく、すがるように自分の理想を立ち上げている。

　でも加か賀が崎さきは、チョコブラウニーに残った。

　時折嫌いやになるほど、痛みを覚える。

　これから先も傷は増えていくだろう。

　それでも逃にげ出ださず、その痛みをずっと覚えていることが、加か賀が崎さきなりの彼女たちへの敬意でもあった。

　そして。

　加か賀が崎さきりんごは──、歌うた種たねやすみの演技に惚ほれ込こみ、成功を信じている。

　絶対に、潰つぶれさせたりはしない。

　環かん境きようのせいだと諦あきらめず、自分ができる精いっぱいを注いで、彼女たちを支える。

　それこそがマネージャーの本ほん懐かいだ、と加か賀が崎さきは思う。

『声優が好きだ』と思わせてくれた、今までの担当のためにも。

　ただ、この話を断ったのは、それだけが理由ではなかった。

　南な雲くもの事務所には、懸け念ねん点がある。

「カラメルが、『商売だから』と開き直って、強ごう引いんなことも、多少汚きたないことでも実行するのは、潔いさぎよいと思いますよ。理想だけの甘あまちゃんよりも、あたし好みだ。ただな」

　加か賀が崎さきは胸ポケットから煙草たばこを取り出し、火を付ける。

　煙草たばこの先せん端たんから煙けむりが立つのを見ながら、続けた。

「南な雲くも先せん輩ぱいは『そんなことまでは知らない』と切って捨てていたが。それでも、松まつ井い綾あや乃ののことは擁よう護ごできない。踏ふみ越こえすぎだ。あんなやり方をしていれば、いつか孤こ立りつしかねない。横の繫つながりがなくなってもおかしくない」

　乙おと女めがカラメルに覚えた違い和わ感かんも、そこにあるんだと思う。

　今の桜さくら並なみ木き乙おと女めは後こう輩はいの歌うた種たねやすみにも張り合い、「悔くやしい！」と人目を憚はばからず悔くやしがり、新たな目標に向かって闘とう志しを燃やしている。

　競きそい合あうだれかがいるから。

　ともに歩く仲間がいるから。

　松まつ井いと井い村むらも、かつてそんな関係だったのに。

　カラメルがそれを断たち切きってしまった。

　そんなことを続けていれば、南な雲くもたちの周りにはいずれだれもいなくなる。

　南な雲くもは加か賀が崎さきに言葉を突つき付つけられた途と端たん、瞳ひとみが揺ゆれた。

　深呼吸とともに目を瞑つぶったあと、絞しぼり出だすように答える。

「……覚かく悟ごの上よ。周りがどう思おうと、どうなろうと知らない。わたしたちは自分たちを守るので精いっぱいだし、周りがすべて敵になったとしても構わない。ほかを全部潰つぶしてでも、生き残る覚かく悟ごをしているの」

　果たして、それは本心だろうか。

　彼女の不安そうな表情は、自身に言い聞かせているように感じた。

　それでも彼女は、その道を進んでいくのだろう。

　あるいは、それも可能かもしれない。

　声優は、孤こ独どくだ。

　ひとつの役に、たったひとりしか座れない。

　オーディションでは全員がライバルになる。

　役を手に入れるためには、互たがいに蹴け落おとし、引ひき剝はがし、実力で勝ち取るしかない。

　だから南な雲くもの言うように、ほかを全部潰つぶしてでも自分たちが生き残る、という考え方は的外れではない。

　けれど。

「そうじゃないんだよ、先せん輩ぱい」

　加か賀が崎さきは知っている。

　彼女たちは、それだけではないのだ。

　時には信しん頼らいできる友人として、信愛なる姉貴分や妹分として。

　尊敬する先せん輩ぱいとして、負けられない後こう輩はいとして。

　互たがいに高め合うライバルとして、手を取る仲間として。

　その姿をいろんなものに変えていき、意識し、そうしてさらなる輝かがやきを放つ。

　加か賀が崎さきは、その先にあるものを見た。

　ただのひとりでは、到とう達たつできない領域があることを知った。

　それは決して、南な雲くもの事務所には生み出せないもの。

　彼女は、それでもいいと思っているだろうけど。

　加か賀が崎さきは、吸い終えた煙草たばこを灰皿に押し付ける。

　黒ずんだ吸すい殻がらを、ぼんやりと見つめた。

　南な雲くもは覚かく悟ごがある、と宣言した。

　きっと今の彼女は、なんだってやってしまうんだろう。

　だから。

　だからこそ、だ。

「あたしはね、先せん輩ぱい。今の南な雲くも先せん輩ぱいを信じ切れない。似合わないことすんなよ、って思います。グレーゾーンに手を染めるのはあたしらみたいな輩やからであって、先せん輩ぱいじゃない。先せん輩ぱいには合ってない。だから、容易に踏ふみ越こえる。やりすぎてしまう。だから、不安なんです」

　このまま進んでいれば、彼女はいずれどこかで道を大きく踏ふみ外はずすのではないか。

　それが結局、南な雲くもの理想を奪うばい取とってしまうのではないか。

　どうしてもビジネスとして信じ切れない。

　そんな不安定な船に、由ゆ美み子こを連れて行くわけにはいかない。

　それが断った理由のひとつでもあった。

「………………」

　南な雲くもの視線に耐たえられなくなって、加か賀が崎さきは雨を見つめる。

　喉のどまで出かかった言葉を、どうにか堪こらえていた。

『そういうことは、あたしみたいなのに任せればいいんだよ』。

　南な雲くもの会社に行って、引ひき抜ぬきみたいなことは全部加か賀が崎さきが引ひき継つぐ。

　加か賀が崎さきならもっと上う手まくやる自信があるし、そのほうが南な雲くもにとっても絶対にいい。

　南な雲くもは以前と変わらず、普ふ通つうのマネージャーをやればいい。

『先せん輩ぱいは、担当と仲良く笑い合ってればいいんだよ』。

　そう言いたくなるのを懸けん命めいに抑おさえて、無理やりに別の言葉を吐はき出だした。

「個人的なことを言うよ」

　まるで独り言のように、続ける。

「あたしが好きな南な雲くも先せん輩ぱいは、バカみたいにまっすぐで、声優が好きで、友達みたいに担当といっしょに笑っていて、ふたりで頑がん張ばろう！　ってはしゃぐ先せん輩ぱいだった。不器用に裏で画策して、一丁前にライン踏ふみ越こえて、汚きたないことに手を染める先せん輩ぱいじゃない。あたしは」

　はあ、と息が漏もれた瞬しゆん間かん、頭の中に今までの思い出が雪な崩だれ込こんでくる。

　先ほど、『理想だけの甘あまちゃんよりも、あたし好みだ』と言ったが、それはきっと、噓うそだ。

　南な雲くも沙さ樹きには、理想だけの甘あまちゃんであってほしかった。

　そんな先せん輩ぱいが好きだった。

　思い出を振ふり払はらうように、南な雲くもにはっきりと答える。

「今の南な雲くも先せん輩ぱいとは、いっしょにいたくない」

「………………………………」

　そのときの──、南な雲くもの顔と言ったら、なかった。

　南な雲くもは抜ぬけているところもあるし、妙みように子供っぽい部分もあるけれど。

　それでも、加か賀が崎さきにとってはずっと年上のお姉さんだったし、先せん輩ぱいだった。

　その認にん識しきが変わったことはない。

　でも、このときの南な雲くもの表情は、まるで幼い子供のようで。

　行かないで、と泣き出してしまいそうだった。

　それはまるで錯さつ覚かくだったかのように、南な雲くもからは表情が消えてしまう。

　ふっと、諦あきらめるように口にした。

「そっか」

「はい」

　感情を乗せないように返事をして、ごまかすように次の煙草たばこに火を付ける。

　南な雲くもは、はぁ～……、と大きなため息を吐ついて、そばに寄ってきた。

「りんご。煙草たばこ、一本ちょうだい？」

「お生あい憎にく。これが最後の一本だ」

　空き箱をくしゃりと潰つぶす。

　すると、加か賀が崎さきの唇くちびるに挟はさまれていた煙草たばこを、南な雲くもはするりと奪うばい取とってしまう。

　おい、という制止も聞かずに、南な雲くものなめらかな指は彼女の唇くちびるに向かった。

　咥くわえると先せん端たんの火が強くなり、ふう～……、と煙けむりを吐はき出だす。

　相変わらず。
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　煙草たばこを吸う姿が、似合わない人だ。

　彼女はしとしとと降る雨に目を向けて、煙けむりをそこに吐はき出だしていた。

　普ふ段だんよりも煙けむりが長く残って、雨に混ざって消えていく。

　それを見つめながら、南な雲くもはそっと口を開いた。

「りんご。ひとつだけ言っておくね。うちが引ひき抜ぬいた、松まつ井い綾あや乃のちゃんのこと。りんごは、うちのせいで関係が壊こわれたって言ってたけど。そうじゃないんだ」

　南な雲くもは煙けむりを吐はいてから、静かに続ける。

「彼女はね、自分から移い籍せきを申し出たのよ。ティーカップから離はなれることを望んだ。なんでかわかる？」

　その問いに、加か賀が崎さきは首を振ふる。

　南な雲くもは小さく微ほほ笑えんで、ゆっくりと答えた。

「あの子の活かつ躍やくは、りんごも知っているでしょう？　器用な子でね、どんな役でもこなしちゃう。だから、どんどんオーディションも受かって、引っ張りだこになっちゃった。するとね、事務所に来たオーディションの話を、軒のき並なみあの子が持って行っちゃうのよ」

　そういった声優は、いる。

　なまじ様々な役をこなせるだけに、「この子にしておけば間ま違ちがいない」という具合に、安あん牌ぱいとして使われる声優が。

　それで役が増えれば人気声優の印象が強くなり、さらに仕事が増えていく。

　そうなってしまえば、本人はしばらく安あん泰たいだ。

　けれど、周りの声優にとっては。

　事務所に来たオーディションの話を、彼女ばかりが持って行ってしまうとすれば。

　割を喰くうのは、同じ事務所の声優だ。

「──わかった？　あの子が移い籍せきしたがった理由。年ねん齢れいも芸歴も同じ、声質も大きく変わらない井い村むら渚なぎさちゃんは、綾あや乃のちゃんが同じ事務所にいる限り、ずっと役を取られ続ける。それが嫌いやだったんだと思うよ。裏切り者扱あつかいされようとも、コンビじゃなくなっても。綾あや乃のちゃんにとって、それくらい渚なぎさちゃんが大切だったんだよ」

「……………………」

　加か賀が崎さきは、それに何も答えられなかった。

　黙だまっていると、南な雲くもは雨に目を向ける。

　自分のふわふわの髪かみに触ふれながら、口を開きかけて、閉じた。

　そうしてから、諦あきらめたようにゆっくりと呟つぶやく。

「またりんごといっしょに、働きたかったな」

　あたしもだよ。

　その言葉を飲み込んで、加か賀が崎さきは黙だまって彼女の横顔を見つめていた。







　後日。

　加か賀が崎さきは仕事で通りかかったので、数年ぶりに大学近くのカフェを訪おとずれていた。

　昔、南な雲くもとよくいっしょに来たカフェだ。

　加か賀が崎さきが大学を卒業してからは、すっかり立ち寄ることもなくなった。

　ブレンドを頼たのみ、ぼうっと店の中を眺ながめる。

　店内は以前と変わらず、大学生がかなりの席を埋うめていた。

　この店で、南な雲くもとはいろんな話をしてきた。

　思い出すだけで笑ってしまうような話も、もう覚えていないような話も。

　ここで過ごした日々は、本当に──。

「…………」

　今となっては大して旨うまくも感じない、コーヒーを口にする。

　ただ黙だまってそうしていると、近くの女子大生の声が聞こえてきた。

「ここってプリンが名物なんでしょ？　頼たのむ？」

「あ、あたし食べたことあるよ。かなり硬かためでカラメルがほろ苦いんだけど、おいしいよ。頼たのもう頼たのもう」

　その話を聞いて、ふっと笑ってしまう。

　加か賀が崎さきと南な雲くもは数え切れないほどこの店に来たけれど、ふたりで名物のプリンを頼たのんだのはたった一度きりだった。

　理由は簡単。

『プリンはやわらかめで、あま～くないと認められない！』と南な雲くもが訴うつたえたからだ。

　加か賀が崎さきはあのほろ苦さや甘すぎないところ、固い食感も好きだったので、ひとりで来たときにはこっそり注文していたのだが。

　久しぶりに、頼たのんでみてもいいかもしれない。

　メニューを手に取ると、表紙には店名がオシャレなロゴで描えがかれていた。

　ここは、『カフェ・カラメル』。

　こだわりプリンが名物の、居い心ごこ地ちの良いいカフェだ。











あとがき






　お久しぶりです、二に月がつ公こうです。

『声優ラジオのウラオモテ』は声優・声優ラジオを中心としたお話なので、登場する人物も声優さんが多いです。

　ですが、彼女らに関わるのは声優ばかりではなく、放送作家、マネージャー……、ほかにもたくさんの人が彼女たちとともに過ごしています。

　この作品も巻数を重ねるごとに登場人物も増えていきましたが、彼女らにもそれぞれの人生や生活があります。普ふ段だんは由ゆ美み子こと千ち佳かが中心ですが、彼女らの話も書きたいなあ、なんてぼんやり考えておりました。

　とはいえ、本筋と離はなれた話が多いので、書く場所がないんですよね。

　この巻に収録されている話の中で、「読んでもらえる場所がないなあ……」と思いながらも、書きたいから書き、人目に触ふれずフォルダにこっそり仕し舞まわれていた話もありました。

　なので、「短編集を書きませんか？」と声を掛かけて頂いたときは、とても嬉うれしかったです。

　ほかの人物のお話もそうですが、本編のページ数やタイミングによって、書けない話も多いです。パーソナリティの誕生日回なんて、声優ラジオでは鉄板ネタだと言えるのに、いろんな都合で書けないことを歯がゆく感じておりました。

　なので今回、それを力いっぱい書くことができて、本当に嬉うれしく思います。

　願わくは、またこういう機会があるといいな、と思わずにはいられません。




　そして今回のイラストは、コミカライズ版『声優ラジオのウラオモテ』を担当してくださっている、巻まき本もと梅うめ実み先生に描かいて頂いております。

　巻本先生、素す敵てきなイラストをありがとうございます！

　コミカライズと同じく、多た彩さいな表情で魅み力りよくのあるイラストで感動しております。

　そしてさらに、少し前からコミカライズ版『声優ラジオのウラオモテ』が連れん載さい再開しております！　やったー！　本当に嬉うれしい!!!!!!

　一度は連れん載さいが終しゆう了りようしたコミカライズでしたが、再び巻本先生が担当してくださり、続きを描かいて頂けることになりました。アニメ化に伴ともなって、コミカライズがリメイクされることは数あれど、こうして再開することは珍めずらしい、と驚おどろきの声も多かったです。

　巻本先生以上に『声優ラジオのウラオモテ』のコミカライズを描かける人なんて存在しない！　と私は思っていたので、本当に嬉うれしく思います。

　それも読んでくださる皆みな様さま、この作品に尽じん力りよくしてくださる皆みな様さまのおかげです。

　本当にいつも、ありがとうございます！
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